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　　プロローグ　権力者たちの晩餐会






　四月も終わりに近い、暖かい夜のことだった。

「ふぅ……」

　眼がん下かに広がる都会の夜景でも鬱うつ屈くつした気分が晴れることはなく、彼女は密ひそかにため息をつく。

　あちこちから聞こえる歓かん談だんの声や中央で生演奏されているクラシックなど、あらゆる音が鼓膜を通して増幅され、頭の中でぐわんぐわんと反響する。

（まず、本格的に寝不足かも）

　彼女───切きり燈とう巴は夜やは断続的な頭痛と眠気を振り払うように、グラスの水を一気に飲み干す。軽く化粧をして誤ご魔ま化かしているが、鮮やかな紅あかいパーティードレスで着飾った彼女の表情には、この場の雰囲気に似合わない疲労が垣かい間ま見みえる。

　冷たい水が喉のど奥へと流れ込み、少しだけ思し考こうの靄もやが晴れていく。

「ったく……こんなときにパーティーなんて、ツイてないわね……」

　小さな声で悪あく態たいをつき、改めて会場を見回す。

　ここはとあるホテルの最上階に位置するパーティーホール。日本でも指折りの高級ホテルということで調度品の一つ一つまで洗練されており、心地よい雰囲気が漂ただよっている。

　招待客もこの場にふさわしい各界の著名人ばかり。主催が電脳四大企業の一角「浪なみ鷺さぎ」であるため、四大企業の関係者が多い。

　パーティーの名目は「新型アークライトの発表会」。だがそれはすでに幕を閉じ、会場は社交会の様相を呈している。浪鷺は当主が代替わりして間もないし、おそらくパイプ作りこちらが本命なのだろう。

（一通り挨あい拶さつも済ませたし、お開きになるまで休ませてもらいましょう）

　いったい何人に挨拶したのか。万が一にも粗相をするわけにはいかないので、いつも以上に神経を擦り減らした。幼少のころから幾度となく経験してきたが、何度やっても慣れるものではない。

「───巴は夜や。こんなところで何をしている」

　何かお腹なかに入れておこうと皿をとった、そのときだった。氷のように冷たい声が、ほんの少し緩んだ巴夜の心を一瞬で引き締める。

「招待客に顔を見せておけ、と言っておいたはずだが？」

「……全て問題なく終わらせましたよ。お父様」

　いつも通り、本性などおくびにも出さない完かん璧ぺきな「大和撫子なでしこ」の仮面をつけて、巴夜は血縁上「父親」に分類される男と向き合う。

　───切きり燈とうグループ総帥、切燈昂こう夜や。

　一代で会社を四大企業の一角に数えられるほどの巨大グループへと成長させた剛腕経営者。徹底的に利益だけを追求し、邪魔者は全て排除する冷れい酷こく非道な手腕からつけられた二つ名は───「魔王」。

（……相変わらずね、この人は）

　肉親だというのに温かさを感じない、冷え切った瞳。とてもじゃないが娘を見る目とは思えない。まあ、いまさら父親らしい顔をされても困るのだが。

「ならばいい。私はまだやることがある。お前も決して気を抜かず、完璧であり続けろ」

「わかりました」

　この男からすれば、娘である巴夜もただの道具にすぎない。

　今夜のパーティーにも切燈という彼の王国を発展させる、そのための便利な道具として連れてこられただけ。巴夜自身、それを嫌というほど理解していた。

　昂夜が立ち去り、巴夜は心を凍いてつかせたまま地上を見下ろす。

　あの人と話すと、いつもこうだ。自分もその他大勢の一人でしかない、利用価値がなければ捨てられるだけの存在だと思い知らされる。

（……こんなことを考えるなんて、本当に疲れてるみたいね）

　どうにも思し考こうが安定しない。

　外の空気に当たろうと、巴夜はこっそり会場を抜け出してバルコニーに出る。

　いつもより近くに感じる夜空を見上げて深呼吸を繰り返すと、ひんやりした夜の空気が全身の熱を冷ましていく。と、左手首につけたリング状の機器が点滅し始めた。

「そういえば、もう三時間も閉じ込めてたわね……イオラ、出てきていいわよ」

〈了解しましたです〉

　誰だれもいないことを確認し、端たん末まつを起動させる。

　内蔵投影機が虚こ空くうにフィギュア程度のサイズで妖よう精せいに似た少女の姿を映し出す。蒼あおい光を纏まとって巴は夜やの周りを飛びまわる少女───イオラは、幼い童女のように虚空を踊る。

　宵よい闇やみの下で飛び回るその姿は、思わずため息がでてしまうほど幻想的で、美しい。

　巴夜は妖精の舞踊を眺め、張りつめていた気をほんの少し緩める。

　普段の彼女ならば、公の場で気を緩めるなどありえない。だが、今の彼女は連日の激務で疲れきっていた。

「……綺き麗れいな人工知能ＡＩですね」

　だからだろう。声をかけられるまで、彼女の存在に気づかなかった。

　巴夜は驚きながらも、すぐさま外用の仮面を被かぶって応対する。

　そこにいたのは、雪のように真っ白な少女だった。

　まず目を惹ひかれたのは色しき素その薄い、雪をちらしたような肌。いや、肌だけじゃない。月明かりに照らされてほのかに輝く銀髪、上等なパーティードレス───その全てが純白。

　明るい色ではない。容易たやすく他の色に塗り潰つぶされてしまう、淡い光のような白。近づいてはいけない神秘さを感じる、そんな白。













「あなたのＡＩですか？」

　宙で舞い踊るイオラを見て、少女は問いかけてくる。巴は夜やは一瞬だけ躊ちゆう躇ちよするが、見られてしまったなら仕方ないと割り切って、正直に答える。

「ええ。私が作らせていただきました」

「そうですか……突然の質問、失礼しました。このような場にＡＩを連れてくる方は珍しいと聞いていたので、少し驚いてしまいまして」

　パーティーなどに限らず、公の場にＡＩを連れてくることは暗黙のうちに禁じられている。なにせＡＩは人をサポートするための存在、電脳関連に疎うとい人間が使うものだ。そのような存在を連れているというのは、恥以外の何物でもない。

（にしても、まさか直球で聞かれるとは思わなかったけど）

　巴夜は改めて真っ白な少女を観察する。

　ここにいるということは彼女も招待客の一人なのだろうが、記憶の中のリストに該当する人物はいない。相当な美少女だし、一度見たら忘れるはずないのだが───……いや、一人だけ心当たりのある人物がいた。

「……もしかして、鴉からす羽ばの次女さんですか？」

　巴夜が思い浮かべたのは、パーティーで小耳にはさんだ噂うわさ話ばなし。

　幼少期以来、表舞台から姿を消していた鴉羽一族の次女が出席している───そのような真偽も知れぬ噂。

「……はい。その通りです」

　少女の表情が目に見えて沈む。

　それはそうだろう。もし噂が本当だとしたら、彼女がパーティーに参加した、否いな、させられた理由は───。

「……申し訳ありません。私は会場の皆さまにご挨あい拶さつしなければならないので、これで失礼させていただきます」

「あ───ちょっと待ってください」

　咄とつ嗟さに、巴夜は立ち去ろうとする少女を呼びとめていた。そして端たん末まつ内部のデータを結晶体にして彼女に差し出す。

「これは……？」

「切ウ燈チの構造体を自由に遊べるフリーパスです。鴉羽の方にお渡しするほどのものではありませんが……お近づきの印にどうぞ」

「え？　で、でも───あっ！」

　差し出された結晶体を困ったような表情で見つめる少女。

　巴夜はそんな彼女の手をとって無理やりデータに触れさせると、プログラムの所有権を彼女に移す。

「これでそのパスは貴女あなたのものです。もし使われないのであれば、そちらで処分してください。貴重なフリーパスが一枚無駄になりますけど、お気になさらず」

　少々意地悪な言い方。巴は夜やの狙ねらい通り、少女は少し迷ったのちにフリーパスを自分の端たん末まつ内部に保存する。

「……ありがとうございます。折せつ角かくなので使わせていただきます」

「そうですか。あ、私のお勧めは《アリエス》です。知り合いも使っているので、よろしければそちらへどうぞ」

　困惑顔の少女は再び一礼し、今度こそ背を向けて立ち去っていく。

　その背中が完全に見えなくなり、宙で戯れていたイオラが巴夜の肩の上に降りてきた。その瞳には懐疑の色が浮かんでいる。

「……なによ」

〈なぜマスターは彼女にあのようなことをしやがったのですか？　行動の意図がわからないです〉

「別に意図なんてないわよ。でもそうね、あえて言うなら───」

　巴夜は数多あまたの星が煌きらめく空を見上げ、大気に溶ける小さな声で呟つぶやく。

「ちょっとだけ、ちょっとだけあの娘こに似ていたから、放っておけなかった……ただそれだけの話よ」

　始まりを告げる歯車が、静かに回り出す。









　　第一章　過去との再会






「最近いちゃいちゃ成分が不足しているのですが、兄はどう思いますか？」

　彼女がそう切り出したのは、昼御飯を食べ始めてすぐのことだった。

　重箱に箸はしを伸ばしていた少年は動きを止めるも、卵焼きを一つとってゆっくり味わうように咀そ嚼しやくする。彼の好みを考えてか、味付けは砂糖ではなく塩。

「……うん、美う味まい」

「無視しないでください」

　聞かなかったことにはできないようだ。

　少年は仕方なくお箸を置き、黒髪の少女へと向き直る。

　腰まで届くほど長く艶つややかな黒髪に、空をそのまま写したような不思議な色の瞳。普段ツインテールに束ねられた髪は散らばらないよう、膝ひざの上で丸まっている。

　少々身体からだの発育が足りないことを除けば十人が十人とも「飛び抜けた美少女」と評するであろう可か憐れんな少女は、真剣な様子でこちらを見据えていた。

　少女と同じ空色の瞳をした少年───天てん陵りよう大たい河がは面倒な雰囲気を感じ取りながらも問いかける。

「───で、冬ふゆ姫き。なんだって？」

「ですから、兄と妹のいちゃいちゃ成分が足りないと言っているんです」

　自らを「妹」と称する彼女の名は天てん陵りよう冬姫。大たい河がの双子の妹である。目の色以外はあまり似ていないが、正真正銘血のつながった兄妹。

「……とりあえず確認しておきたいんだけど、いちゃいちゃ成分って何？　いやまあ予想はついてるけど、一応ね」

「兄と妹がいちゃらぶすることで生成される、妹にとっては不可欠な成分ですよ」

「ああ、うん。そんなことだと思った」

　再会から二週間、ようやく妹のことがわかりかけてきた大河であった。

「それで？」

「鈍いですね。ここでいちゃいちゃしましょう、と言っているんです」

「……どういう思し考こうでそんな結論に達たつしたのかね」

　ここは二人が通っている切きり燈とう学園電脳科、その一年校舎の屋上である。

　今日は雲ひとつない晴天。だというのにお昼時の利用者は彼らしかおらず、兄妹は日当たりのいい場所にレジャーシートを広げていた。

　ちなみにあと一人、いつも兄妹と共に行動している少女がいるのだが、本日は日直の仕事で少し遅れている。

「先ほども言いましたが、どうにも最近兄と触れ合えていない気がするんです。だから、ここらで一気に補充しておこうかなと思いまして」

「毎晩一緒に寝ておいて何を言ってんのかね、この妹様は」

　補充どころか過剰充電だろうに。

　とある事情（冬姫の策略）から兄妹の家にはベッドが一つしかなく、大河と冬姫は一緒に寝ている。そのせいで大河は毎日寝不足だ。

　実の妹とはいえ、冬姫が類たぐい稀まれな美少女であることに変わりはない。さらに寝るときはほとんど下着のような服装、おまけに抱きついてくるのだから、安眠しろというほうが無む茶ちやな話だろう。睡眠時間を削り慣れている大河でなければ、とっくに倒れている。

「やはー。お二人さんっ、お待たせっ」

　と、校舎の扉が開き、快活な声が聞こえてくる。屋上に上がってきたのは一人の少女。

　軽くウェーブのかかったふわふわな栗くり色いろの髪を風になびかせ、兄妹共通の友人である西さい園おん寺じ涙るいは小走りに駆け寄ってくる。

　こちらも類稀な美少女だが、冬姫とは方向性が百八十度異なる。まず目につく最も大きな違いは、同年代と比べても発育がよすぎる身体からだだろうか。

　その他にも全身から振ふり撒まいている明るい雰囲気など、まるでくるっと反転させたように見事なまでの正反対。




　ちなみに、この重箱のお弁当は彼女が作ったものである。

「来ましたね。諸悪の根源が」

「……いきなり何のこと？」

　棘とげを感じる言葉に首を傾かしげる涙るい。話の流れを知っている大たい河がでもわからないのだから、たった今来た彼女にわかるはずもない。

「なんで涙のせいなんだよ。関係ないだろ？」

　いい加減お腹なかもすいたので、弁当に手を伸ばす大河。というより、このあとは移動教室なので、そろそろ食べ始めないと間に合わないのだ。小さめのおにぎりを三口で頬ほお張ばり、飲み物を探して───。

「はい、どうぞ」

「お、さんきゅ」

　すっと差し出されたお茶を受け取って一口。魔法瓶に入っていた日本茶はまだまだ温かく、梅干し入りおにぎりによく合う。

　と、冬ふゆ姫きがジト目でこちらを見ていることに気づく。むっとした表情を浮かべており、明らかに不機嫌なご様子。

「どうかしたか冬姫？」

「……今の一幕を振り返って、おかしいと思わないんですか？」

「おかしい？　どこが？」

「ほんっとーに自覚ゼロなんですね……わかってましたけど」













　やれやれと肩をすくませる冬ふゆ姫き。何だか呆あきれられているようだ。

「兄、るっちゃんをよ～く見てください。何か気づきませんか？」

　言われた通り、隣に座る涙るいを上から下まで観察してみる。若干恥ずかしそうに身体からだを揺らしているが、それ以外に特筆すべきところはない。

「どこか変か？」

「お昼御飯なのに、お皿もお箸はしも持っていないのは変じゃないんですか？」

「え？　……ああ、言われてみれば確かに」

　ただでさえ日直の仕事で遅れているのに、涙には急いでいる様子がない。箸も置いたままで、お茶の入った魔法瓶を大事そうに抱えている。

「いいですか。るっちゃんは兄が食べている間、ず～っとにこにこしながら見ているんですよ？　お茶が欲しくなったらすぐ渡せるように魔法瓶を抱えたまま。なんですか、結婚したばかりの夫婦ですか兄この野郎……っ」

「いやなんで俺おれにキレるの!?」

　自分の言葉でいらいらしたのか、冬姫に手の甲をぎゅーっとつねられる大たい河が。これが地味に痛い。

「るっちゃんもですよ。お弁当は偶たまにという話だったのに、最近毎日のように作ってくるじゃないですか」

「う……だ、だって……」

「だって、何ですか？」

「大河、凄すごく美お味いしそうに食べてくれるから、その、嬉うれしくって……えへへ……」

　そう言ってはにかむ涙は、今すぐ抱きしめたくなるほどに愛らしかった。大河も思わず目を奪われてしまい───。

「そーゆーいちゃらぶは妹としなさい兄ぃ！」

「痛い痛い痛い!?」

　手の皮が千切れそうなくらいの力でつねられ、大河はたまらず悲鳴をあげる。

　どういう理屈か不明だが、この非力な妹は最近になって、兄を折せつ檻かんするときだけパワーアップするという奇き妙みような特性を身につけていた。

　三人は青空の下、騒がしくも楽しい昼食を始める。




　天てん陵りよう兄妹がこの街───新都市に引っ越してから、約二週間が経過していた。

「二人とも、そろそろ新しい生活にも慣れた？」

「まだですね。今までの暮らしと随ずい分ぶん違うので、色々と新鮮ですよ」

「俺なんて学校通うのも久しぶりだしな」

　三人で重箱を囲み、会話に花を咲かせる。

　すでに食事は終え、電脳科特有の選択式講義、専門科目まであと十分。切きり燈とう学園は小さな町に匹敵するほど大きいので、そろそろ出発しなければ授業開始に遅れてしまう。

「久しぶり？　小学校や中学校は？」

「八年前までは普通に小学生やってたけどな。連れん城じように引き取られてからは学校に通ってる余裕なんてなかった」

「でも義務教育だよ？」

「書類上はちゃんと卒業したことになってるのさ」

「よく入学試験受かったね……」

　切きり燈とう学園電脳科は電脳世界エリユシオンという、電子データによって構成されたネットワーク上の仮想領域について専門的に学ぶ学科である。

　電脳世界は現代生活の根幹に関わっているため、切燈学園を目指す受験生のほとんどが電脳科志望。もちろん倍率は凄すさまじく高い。

　正直、大たい河がは知り合いが家庭教師の真ま似ねごとをしてくれなかったら落ちていただろう。

「妹も似たような感じですね」

「あれ、冬ふゆ姫きも学校は久しぶりなの？」

「鴉からす羽ばの場合は内部に固有の教育機関があって、妹はそこを卒業しました。飛び級扱いで一年ちょっとしか通いませんでしたけど」

　この双子の兄妹は少し、いや、かなり特殊な過去を持っている。

　八年前まで天てん陵りよう大河と天陵冬姫だった兄妹はある日、交通事故で両親を失った。それから二人は別々の家に引き取られ、それぞれ連城大河と鴉羽冬姫として八年の歳さい月げつを過ごしてきたのだ。

　共に家を出て一緒に暮らし始めたのが、ほんの二週間前のこと。冬姫の友達である西さい園おん寺じ涙るいが暮らしている、この新都市で。

「ほへ～、二人とも変わった環境で過ごしてきたんだね～」

　思わず感かん嘆たんのため息をつく涙。

　電脳四大企業の一角「鴉羽」はまだ想像できる範はん疇ちゆうにある。

　だけど暗殺から傭よう兵へいまで何でも請け負うという武術の大家「連城」は彼女にとって、全く未知の領域だ。目の前にその一員だったという少年がいても、現実味がなさすぎる。

「あ、そうだ。二人は部活動どうするの？　まともに学校通うの初めてなんでしょ、どこかに入ってみたら？」

「部活動……そういえばそんなのもあったな」

「ちょうど新歓祭があるし、一緒に回ろっ」

「……新歓祭？」

「正式名称は全部活合同新入生勧誘祭。名前の通り、お祭りだよっ」

「なんで部活の勧誘が祭りになってんだ？」

　学園行事の祭りといえば、文化祭と体育祭だ。そんな祭りは聞いたことがない。

「切燈学園は末まつ端たんの委員会まで含めると凄すごい数のグループがあるからね。毎年人材の取り合いでもめるんだってさ。それで過去に色々問題が起こって、それだったらいっそ祭りにして楽しんじゃおう～、ってことで学園全体の行事になったみたい」

「ああ、道理で今日は学内が騒がしいのか」

　地上を見下ろすと上級生たちが慌ただしく駆けまわっている。さながら最後の追い込みといったところだろうか。

「部活ですか……妹はパスです。運動部は論外ですし、言っちゃなんですけど高校の部活が妹のスキルについてこられるとは思えません」

「あ～それはそうかもねっ」

　四大企業『鴉からす羽ば』の第一線で活躍していた冬ふゆ姫きのスキルは、学生のそれをはるかに凌りよう駕がしている。学生の部活動程度ではとても満足できないはずだ。

「兄も運動部はダメですよね？」

「ま、そりゃな。周りに合わせて手加減する、なんて御免だよ」

　大たい河がが部活で本気を出せば、それこそ誰だれ一人としてついてこられないだろう。もともとの身体能力スペツクが違いすぎる以上、技術や経験など何の意味もない。

「それじゃ二人とも部活はやらない？」

「ってことになるな。涙るいはどうするんだ？」

「んー、涙さんって昔から飽きっぽくてね。中学のときも入ったり辞めたりを繰り返してたんだ。だからやめておこうかな。それに、放課後は三人で遊んでるほうが楽しいよっ」

「妹たちも生活費を稼がないといけませんからね」

「……だな」

　養子に引き取られた家を飛び出した天てん陵りよう兄妹は、自分たちで生活費を稼がなくてはならない。新生活に備えて相当な金額を準備していたのだが、浮かれた冬姫が高級マンションの最上階部屋を購入、金欠状態に陥ってしまった。

　そこで二人は涙の紹介でアルバイトを始めた。といってもゲーム世界でモンスターを狩るという遊びのような仕事なのだが、報ほう酬しゆうはそれなりにいい。そういう理由もあって、部活動にはあまり乗り気でなかった。

　ちなみに以前「もっと能力を生かせる仕事をしたら？」と、涙に言われたこともあったが、そうもいかない事情があった。二人ともそれなりの名家から家出してきた身である以上、目立つわけにはいかない。そうなると得意分野関連の仕事はできないのだ。

　最終的に「部活には興味ないけど、お祭りは回ろう」という結論に至り、昼休みは終わった。




「部活？　大河、アタシにそんなのやってる暇があると思う？」

「……それもそうか」

「ったく、くだらない質問しないでよね。忙しいんだから」

　ソファに座って足を組む女生徒は尊大な態度で言い放ち、手首につけたリング状の機械───端たん末まつの電源を入れる。三枚の画面ウインドウが立体映像で映し出され、女生徒の指の動きに応じてデータが操作されていく。

　月水金の午後に行われている専門科目の時間。別の講義を選んでいる冬ふゆ姫き、涙るいと別れた大たい河がは、どう見ても使われていない廃校舎の奥にある小教室にいた。

　本来、《仮想人格構成》という講義が行われているはずの教室にいるのは、大河と黒髪の女生徒だけ。

　少女の名は切きり燈とう巴は夜や。電脳科三年の先せん輩ぱいである。

　生徒会長であり、新都市に本社を構える四大企業『切燈』総帥の娘。外見だけは清せい楚そでお淑しとやかな大和撫子なでしこ。

　しかし本性は教室を私物化した挙句に架空の講義をでっちあげたりと、やりたい放題の暴君。かくいう大河も偶然彼女の本性を知ってしまい（ほぼ自爆だったが）、無理やりこの講義に引きずりこまれたという経緯を持つ。

〈タイガ。よそ見するなです〉

　巴夜との出会いを思い返していた大河の視界に、黒い針のようなものが映りこむ。

　やっぱり見逃してくれないか、と視線を戻せば、宙に浮かぶ半透明の少女がビシッと黒い指し棒を大河に向けていた。

〈こっちに集中しやがれです。イオラ先生の前でサボりは許さないですよ〉

　妖よう精せいのような出いで立たちの少女は女教師を模しているのか。いつもと違って黒ぶち眼鏡めがねを装備していた。

　縮尺からして一目瞭りよう然ぜんだが、彼女は人間ではない。その正体は切燈巴夜が開発した仮想人格ＡＩ───コードネーム・アイオライト、通称『イオラ』である。

　データ上の存在でしかないイオラだが、今は端たん末まつの立体映像投影機で現実世界に映し出されている。もちろん触ることはできない。

　では、イオラがなぜ「先生」を自称しているのか？　事情は数日前に遡さかのぼる。

　先週、大河はある事件に巻き込まれて入院することになった。外傷もなく数日で退院できたが、問題は別にあった。入院していた間、授業に出られなかったのだ。

　あまり勉学のできない大河にそれは致命傷となり、退院後の彼を待っていたのは理解不能な授業の数々。

　冬姫や涙に相談するのも情けなく、困った末に頼ったのが先輩である巴夜。その結果、何な故ぜかイオラが教師役となり、勉強を教えてもらうことになった。それが三日前のこと。

「……少し前までは俺おれが教える側だったのにな～」

〈さあ。次は数学でやがります〉

　何が楽しいのか、ほのかに笑みを浮かべながら問題集を展開させるイオラ。彼女がほんの一週間前まで無表情無感情、機械のような人格だったと言われて、いったい誰だれが信じるだろうか。優れた学習能力を持っているとはいえ驚異的、いや、気味の悪さを感じるほどの成長速度だ。

（……心配になっても無理はない、か……）

　イオラの急激な進化には何か原因がある───そう言っていた巴は夜やをちらりと見る。普段はソファに寝転んで怠なまけている彼女だが、今日は様子が違っていた。

（本当に忙しそうだな……）

　ここに来て三十分たったが、巴夜はずっとウィンドウを操作し続けている。

　その姿は一分一秒を惜しむようで、寝不足なのか顔色も悪い。心配する大たい河がだが、理由を知っているだけにやめろとは言えない。

　原因は先週起こったイオラの暴走と、涙るいが巻き込まれて意識不明となった事件。

　大河、冬ふゆ姫き、巴夜の三人がイオラの暴走を止めて事態を収拾させたのだが、その過程で巴夜は社長令嬢の身分を利用して「構造体封鎖」という裏ワザを使った。しかし、その代償は大きく、損失を補ほ填てんするために彼女は大量の仕事を押しつけられてしまったのだ。

「切きり燈とう」の仕事ということで機密事項も多く、大河では手伝いたくとも手伝えない。

〈タイガ、マスターではなくこちらを見やがれです〉

「……ああ、わかってるよ」

　それから約一時間、黙々と仕事を続ける巴夜を横目に、大河は勉強に精を出すしかなかった。




　無事に専門科目が終わり、放課後。

　学園専用の磁気式電車リニアに乗り込んで新都市中央駅に帰ってきた三人は改札口から外に出る。兄妹と涙の家は同じ方向なので帰り道も一緒なのだが、駅を出た涙は何か思い出したように立ち止まった。

「あ、そうだ！　お父さんに買いもの頼まれてたんだった！」

「店のものか？」

「うん。あ、今日は《アリエス》に入れないから、このまま解散だね」

「入れない？」

「明日の午後三時まで定期メンテナンスがあるから接続できない、って昨日言ったじゃないですか。忘れたんですか？」

《アリエス》───それは電脳世界エリユシオンを構成する多種多様な構造体の一つ。

　数万人が利用している大規模構造体であり、オーソドックスなファンタジー世界を模して作られた仮想世界。バグやウィルスなどがモンスターとして配置されているその世界で、三人は懸賞金の懸かかったモンスターを倒してお金を稼いでいた。

（そういえばそんなこと言ってたっけか）

　アリエスはシステム維持のため、定期的に構造体を封鎖して大規模なメンテナンスを行っている。

　一般的には嫌がられている定期メンテナンス。しかしウィルスやバグは継続して湧わき続けるため、メンテナンス直後は賞金首が大量に出現する。そのため、大河や涙たちのような一部の接続者には恵みの時間と言われていた。

「それじゃ、涙るいさんは行くね。また明日だよっ」

「おう」

「また明日です」

　食料品店に向かう涙を見送り、兄妹は帰路に就く。

　高校生二人が暮らすには贅ぜい沢たくすぎる、高級マンションの最上十五階。そこが彼らの家。

　制服の上着を脱いだ大たい河がは広々としたリビングのソファに座りこみ、大きく息を吐く。

「あ～……勉強しすぎで疲れた～……」

　こきんと首が渇いた音を立てる。見かけによらず（ある意味、見た目通りと言えなくもないが）スパルタなイオラの指導のせいだろう、どうにも頭が重い。

「コーヒーでもいれましょうか？」

「頼む～」

　遠隔操作でコーヒーメーカーが起動し、ごりごりと豆を挽ひき始める。カフェを経営している涙の父親から分けてもらったものだが、これが中々美お味いしい。

「どうぞ、兄」

　冬ふゆ姫きからカップを受け取って一口飲む。やはり豆から挽いたものはそのまま飲むのが一番だ。豆の味や風味そのものが味わえる。

「美う味まいよなこれ。またマスターに分けてもらおう───っと、どうした冬姫？」

　突然、冬姫が大河の膝ひざの上に座ってきた。

　背中を預けるように深く寄りかかってくる妹の身体からだはとても軽く、艶つややかな黒髪から漂ただよう華のような香りが鼻孔をくすぐる。

（同じシャンプー使ってるんだけどな……）

　甘えるように身体を擦こすりつけてくる彼女の頭を、大河は何も言わずに優しく撫なでる。

　これが昼間言っていた「いちゃいちゃ成分の摂せつ取しゆ」というやつなのだろう。心地よさそうに目を細める冬姫は自分のカップに口をつけ───顔をしかめる。

「……苦いです」

「そりゃブラックだからな。ほれ、砂糖とミルク」

　ぽちゃぽちゃぽちゃぽちゃぽちゃぽちゃぽちゃ。

「入れすぎだっ」

　冬姫は受け取るなり、凄すごい勢いで角砂糖の塊を投入していく。風味も何もあったものではない。折せつ角かくの高いコーヒー豆が台無しだ。

　そんな大河の心の内もいざ知らず、冬姫は止とどめとばかりにミルクを投入。カフェオレとなったコーヒーを飲んで、ほにゃ～とした笑みを浮かべる。大河は色々と言いたいことがあるものの、幸せそうな妹の顔に言葉を収める。

「……そういえば、鴉からす羽ばの学校の話は初めて聞いたな」

「言っていませんでしたか？」

「まあ互いのことを何から何まで全部話したわけでもないし、知らないことの一つや二つはあるか」

「それじゃ、兄も妹に話してないこととかあるんですか？」

「……さあ、どうだかな」

「あるんですか。そうですか」

　大たい河がのはぐらかすような言葉に、冬ふゆ姫きはちょっとだけ頬ほおを膨らませる。

　兄妹ではなかった空白の八年間。まだ十五歳の二人にとって、人生の半分以上の年数。それは簡単に語り尽くせるほど軽くない。

　と、冬姫の端たん末まつからピコンという音が鳴ってウィンドウが展開する。メールのようだ。

「るっちゃんからですね。明日は朝八時、パラディスに集合だそうです」

「例の新歓祭か。楽しみだな」

「お祭りは小学生のとき以来ですからね。妹もちょっぴりわくわくしてます」

　タップしてウィンドウを閉じ、冬姫はカップの中身を一気に飲み干す。そしてまだ飲み足りなかったのか、大河のカップをじっと見つめるとおもむろに角砂糖を投入、くぴくぴと飲み始める。

「ちょいちょい妹様、なにやってんの？」

「飲みたいので妹にください」

「自分で新しいの注ついでくればいいだろ？」

「やです。動きたくありません」

　今のセリフだけなら怠惰な人間に聞こえるが、彼女の場合は「兄の膝ひざの上から」という一文が前につく。その証拠に、彼女の頭は大河の胸元に預けてられている。

「ったく……」

　乗っかられている以上、大河も動けない。仕方なく砂糖とミルクが大量に投入されたコーヒーを飲んでみるが、甘すぎて風味も何もあったものじゃない。まずいということはないが。

「間接キスですね」

「ん？　……ああ、そういえばそうだな」

　よく見れば飲み口が完全に一致していた。だが特に気にすることもなく再び一口。

「むう。可愛かわいくて素敵な妹との間接キスだというのに、随ずい分ぶんと淡泊ですね」

「今さらこの程度で恥ずかしがってもな……」

　妹と再会してまだ二週間だが、なんというか、間接キス程度ならもう慣れてしまった。妹との間接キスに慣れてしまう兄というのもアレだが、同どう衾きんしたり（言葉通りの意味）と色々やらかしているので今さらすぎる。

「俺おれをからかって楽しいか？」

「ええ。真っ赤になって恥ずかしがる兄とか、もう最高です」

　小悪魔じみた笑みを浮かべる冬姫。

　まるで八年の空白を埋めるように、彼女は触れ合いを求める。

「……妹は、兄やるっちゃんと過ごす今の時間が一番好きですよ」

　どうしてだろう。

　その一いち途ずすぎる思いが、大たい河がには危なっかしく思えてならなかった。

「明日のお祭り、楽しみですね」

「……ああ、そうだな」

　夕日が沈む中、兄妹はゆったりと流れる時に身をゆだね続けた。





　　　　　　　◆　◆　◆






　切きり燈とう学園の歴史はかなり浅い。

　大本である切燈グループが新興企業なので当然といえば当然だが、まだ創立から十年ほどしか経たっていない新設校だ。それでも卒業生の多くは現在急成長中の切燈グループに入社できるため、学生の人気は非常に高い。

　専門的な授業が多く設定されているので偏差値はかなり高いが、勉強ばかりではなく部活動も活発である。

　生徒総数三千人ということで大小様々な部が存在し、総数は優に百を超えるとかなんとか。幸いにして敷地にはかなり余裕があるので、活動場所に不便することはない。

　が、予算や人材に関しては別だ。

　予算獲得には実績が、実績を作るためには優秀な人材が必要。部活動の成果が就職に直結することもあって、例年各部ともに新入生の獲得には必死になっていた。

　徐々に激しさを増していく勧誘活動。そこで学園側は勧誘期間を限定し、なおかつ風紀委員などがおおっぴらに活動できるよう、新たな学園行事を作り出した。

　それが四月の終わりに行われる全部活合同新入生勧誘祭、通称「新歓祭」である。

「わは～、すっごい賑にぎやかだねっ！」

「祭りというだけあるな」

　土曜日、朝八時半。「切燈学園前」駅。

　ゆとり教育という名の学力低下方針が廃止された現代では今日も授業のはずだが、本日の切燈学園は普段と全く違う様相を呈していた。

　いつも多くの学生が行き交っている通学路には、一晩で用意したと思われる各部活のスペースが所狭しと並んでいる。東西南北、どこを見ても同じ光景。

　そして、そこに構えるのは目をぎらつかせた上級生の面々。

「……獲物を狙ねらってる肉食獣みたいに見えるのは気のせいか？」

　少なくとも同じ学生に向ける視線じゃない。

　不穏な気配を感じ取ったのは大河だけではないようで、同じリニアに乗ってきた一年生たちも異様な気配の前に、駅構内から出られずにいた。

「……妹、今すぐＵターンして帰りたいです」

「ダメだよ冬ふゆ姫き。大たい河がと一緒にいないとお持ち帰りされちゃうかも」

「最悪です……」

　外を見るなり帰りのリニアに乗ろうとした冬姫は、涙るいにがっちり捕らえられている。

　人見知りの彼女には耐えがたいかもしれないが、冬姫は学年主席の美少女ということで上級生にも顔が知られている。どのみち勧誘からは逃れられないだろう。ならば壁となりえる大河といたほうが、まだ安心できるはずだ。

「さてどうしたものか……」

「兄が飛びこんで生いけ贄にえになれば万事解決です」

「こらこら」

　とはいえ、いつまでもここにいるわけにいかない。次のリニアが到着すれば駅は満杯になり、強制的に押し出されることは明白。他の生徒たちは互いの動向を窺うかがうばかり。

　悩む大河。と、背中に誰だれかの手が当てられた。嫌な予感がして首だけ振り返ると、そこには力を込めるように腰を沈めている冬姫の姿。

「……あの、なにしてるんですかね？　妹様」

「妹の信条は『有言実行』なもので」

　にっこり微笑ほほえむ冬姫。

　そして次の瞬間、大河は思いっきり前に突き飛ばされた。

「ちょっ、と、のわっ！」

　つんのめるように駅舎から出た大河めがけて、ビラや入部届を持った上級生が次々と群がっていく。砂糖に群がる蟻ありの群れを思わせる光景に皆が顔を引きつらせる中、冬姫は得意げな笑みを浮かべる。

「さてるっちゃん、この隙すきに通り抜けましょう」

「えぇー……大河はどうするの？」

「兄ならあの程度、自力で何とかします。それに可愛かわいい妹の盾になれたんです、万が一、力尽きても本望でしょうよ」

　自分で囮おとりにしておきながらしれっと言い放つ冬姫は涙の手を引き、こっそりと人ごみの端を通り抜ける。

　どうやら駅前の勧誘が一番熾し烈れつなようで、少し離れるとスカウトマンの数は目に見えて減っていった。各スペースで数人の生徒が声をあげて呼びかけている程度。

　校舎の陰に逃げこんだ二人は木陰で一息つく。

「ふう、ようやくむさくるしい空気から解放されましたね」

「凄すごかったねー。……大河、大丈夫かな？　どこかに連行されてたりとか───」

「そんな簡単に捕まるかっての」

「……って大河。いつの間に追いついたの？」

　涙が声に振り返ると、すぐ近くに大河が立っていた。

　随ずい分ぶんともみくちゃにされたようで、髪はぼさぼさ、身体からだのあちこちにビラや入部届が貼はりつけられている。なかなか悲惨な姿だ。

「ほら、やっぱり無事じゃないですか」

「全然無事じゃねえよ。何だあれは？　ほっといたら勝手に入部させられてたぞ。いくらなんでもやりすぎだろ」

　思わずため息をつく大たい河が。

　人垣のわずかな隙すき間まを抜けて何とか脱出できたが、人の腕を使って勝手にサインさせようとしたり、もはや勧誘でもなんでもない。あやうく二、三人投げ飛ばすところだった。

「あはは……噂うわさには聞いてたけど本当に壮絶だね」

　大河は身体からだ中じゆうに貼はられた紙を剥はがし、まとめてゴミ箱に入れる。手の届かないものは涙るいにとってもらい、よれた制服を直してひとまず元通り。

「さて、それじゃどこから回りましょうか？　マップを見るかぎり、妹たちがいる西側は文化部、中でも技術系のエリアみたいですよ」

　冬ふゆ姫きが端たん末まつで案内図を映し出し、三人で囲む。

　どうやら部活動の種類によって担当エリアが決められているらしく、電脳科の校舎があるこのあたりは電脳関係の部活動が並んでいる。

「一通り回ってみればいいんじゃないか？　折せつ角かくのお祭りなんだし」

「いえ、兄は運動部のほうが楽しいんじゃないかと思いまして。技術系の出し物なんて機械とか電脳関係ばっかりですよ？」

「電脳科に所属してる以上、その手のものは避けられないだろ？　いい機会だから慣れるとするさ」

　大河が普段使っている機械といえば生活必需品である端末と電脳世界エリユシオンに入るための精神潜行機器「アークライト」だけだ。自動制御型無人機ドローンに関しては別の意味で慣れているが、世間一般的な知識からは大きく外れている。

「それじゃ運動部はあとで回ることにして、まずはこのあたりを制覇しよっか！　行くぞ～っ！」

「ふふふ……妹のスキルで全員まとめて跪ひざまずかせてやりましょう……」

「あんまし派手なことはするなよー」

　不穏な台詞せりふを口走る妹に一応忠告して、大河は少女たちのあとを追う。







　一言で言えば、忠告は無駄だった。

「はふ～、これで電脳関係の部活は全部回ったかな」

「ですね。さすがに少し疲れました」

「……そりゃ出展物にけちつけたり、手を加えたりしてたら疲れるだろうよ」

　何やら「やり遂げた」みたいな顔をしている少女たちに、大河は呆あきれ顔がおで呟つぶやく。

　やはりというか当然というべきか、平穏無事に部活巡り終了というわけにはいかなかった。主に冬ふゆ姫きのせいで。

「別に感想言うのは構わねえよ。けどマイナスポイントばっかり指摘、その上無断で改良する必要ねえだろ」

「そんなこと言われても、妹は思ったことを口にしたまでです。それに、どの部員も嬉うれしそうだったじゃないですか」

「そのせいで勧誘が凄すさまじいことになったんだろうが……」

　思い出すだけでげんなりしてくる。冬姫が手を加えたプログラムを見るなり、入部届を手に群がってくる上級生の数々。怪け我がさせないよう捌さばくのにどれだけ神経を削ったか。

「……しかも最後は涙るいまで参加してたし」

「やは～、涙さんもちょっと我慢できなくなってしまいまして……」

　見目麗しい美少女ということもあり、二人はもの凄すごく目立った。

　二人が「どこにも入るつもりはない」と宣言したことでひとまず落ち着いたが、それでも一部の上級生は遠目にこちらの様子を窺うかがっている。

「いつまでもうっとうしいですね。さっさと運動部エリアに移動しましょう」

「誰だれのせいだ、誰の」

　幾多の視線にさらされながら、大たい河がたちは移動を始める。

「しかし四大企業の直営校ということで、もう少し期待していたのですが……やはり学生の部活なんてこの程度ですか」

「そんなにひどいのか？」

「いえ、レベル自体は十分高いですよ。一般的な高校生の水準は大きく上回っていると思います。さすがは切きり燈とうです」

「冬姫が特殊すぎるんだよ。多分、同じレベルの生徒は会長さんくらいじゃないかな？　教師顔負けって噂うわさだし」

「作品を見るかぎりは、次点でるっちゃんといったところですね」

「……ってことは、涙もこの学校の大半より優秀ってことか？」

「ええ。正直、一般家庭で育ったとは思えないレベルです」

　涙の実家は普通のカフェだ。それを考えると鴉からす羽ばで教育を受けた冬姫、切燈の跡取りとして英才教育を受けた巴は夜やに次ぐというのは、かなり凄い。

「やはは……冬姫のプログラミングを何度も見てきたからね。そこからちょくちょく真ま似ねてるだけだよ」

「他人から技術を盗むのも一種の才能だ。それができずに挫ざ折せつするヤツが巨万ごまんといる」

「それにるっちゃんはただ真似てるだけじゃなくて、ちゃんと自分のものにしてるじゃないですか。特に攻性プログラムに関しては妹より上ですし」

　電脳世界エリユシオンにおいてバグやウィルスを攻撃するための対抗アンチプログラム。それが攻性プログラムだ。

　大手企業が開発したものを購入するのが一般的な入手方法。しかし涙はより高性能なプログラムを自作しており、大たい河がと冬ふゆ姫きも彼女が専用に作ってくれた攻性プログラムを愛用している。

「うぅ～……ホントに大したことないのに……」

　褒ほめられて恥ずかしいのか、涙るいは頬ほおを紅あかく染めると早足で歩いて行ってしまう。

「ほらっ、あそこが運動部のエリアだよっ」

　先を行く涙を追いかけて、大河たち三人は入学以来初めて東側へと足を踏み入れる。

　切きり燈とうグループは大本こそ電脳企業だが、イメージアップ戦略からスポーツにも力を注いでいる。各種目のプロチームを所有、スポーツ科の学生が卒業後に入団するというシステムだ。

「グラウンドとかジムばっかだな」

「スポーツ科は全国から集められた特待生が半分以上だからね。それに色んな部活があるから、グラウンドや施設もそれなりに数が必要みたい」

「もしかして試験も免除されてるんですか？」

「ううん、そういうのはないよ。この学校の方針は文武両道だからね。スポーツ科でもある程度の学力は必要ってこと。それでも普通科や電脳科に比べたら楽だけど」

　同様に、電脳科でも運動は奨励されている。球技大会、体育祭の他にマラソン大会があったりと、年数回の運動行事にその理念が表れている。

「にしても……こっちは静かだな～」

　あたりを見回しても、体験入部のような形をとっている部活がほとんど。部員自ら声をかけて勧誘するような光景は見られない。

「派手に勧誘しても意味ないんだよ。特待生は最初から入る部活を決められてるから」

　それでも一般生徒の中に逸材を見つけるケースもあるらしく、一応新歓祭には参加しているとのこと。他にもマネージャーの勧誘という目的もあるとかなんとか。

「さて、それではどこから回りましょうか？　妹は全く運動できませんし、兄の好きなようにどうそ」

「好きなように、って言われてもな……涙は？」

「特に行きたいところはないよっ」

　冬姫は自己申告するだけのことはあって体力は皆無、おまけに運動神経も壊滅的だ。週二回ある体育の時間は毎回ひーひー言っている。

　対する涙は運動神経も抜群、はっきりいってスポーツ科の生徒にも負けていない。ちゃんと鍛えれば、どんなスポーツでも第一線で活躍できるだろう。

「……小さい冬姫のほうがすばしっこそうなのにな───って痛いっ!?」

「どこを見てそんな言葉が出てきたのか、教えてもらえませんかね兄この野郎……っ」

　冬姫の踵かかとが足の甲にめり込み、ミシミシと不吉な音を立てる。

「どこって……っ。背に決まってんだろ……っ」

「へぇ～。ほ～。胸のあたりを見ていたと思うんですが、気のせいですかねぇ？」

「言いがかりだ！」

　そりゃ、全く見なかったと言えば嘘うそだが。

「……大たい河がのすけべ」

「だから違うって！」

　傍はたから見ればいちゃついているようにしか見えない一幕だった。大河が必死に弁明していると、少し離れたところに大勢の人影を見つける。

「どうかしましたか？」

「いや、あっちのほうで何かやってるみたいだ。行ってみようぜ」

　気になった大河は二人を連れてグラウンドの一角に向かう。

　そこには五十人ほどの生徒が集まっていた。中央にはゲームセンターで見かけるパンチングマシーンような機械が置かれている。

「……どうやら格闘技系の合同企画みたいですね」

　近くの上級生から受け取ったビラには「挑戦者求む！　見事クリアした者には豪華景品！」などと書かれていた。

「なになに、ボクシング部主将が出した点数を上回ればクリア。もし届かなくても点数に応じて商品をプレゼントだってさ。景品は……嘘っ、《オーニラ》の特別優遇権だって！」

「えっ、本当ですか!?」

「オー……なんだって？」

　どうやら知らないのは大河だけのようで、冬ふゆ姫きと涙るいはビラを食い入るように見ている。

　ステージにはすでにゲーム参加のための列ができており、体格の良い男子生徒たちが拳こぶしを振るっては肩を落として帰っていく。「豪華景品」とやらは相当良いものらしく、二等の景品をもらった生徒の表情も暗い。首を傾かしげる大河に、涙が説明してくれる。

「えっと、《オーニラ》っていうのは構造体の一つ。一年くらい前から運営されてて、すっごい人気なんだよっ」

「なんでも使用者の意思で、夢のように世界そのものを変えられるとかなんとか。半年先まで予約で埋まっていると聞いていましたが……」

「あ、そういえば空手部主将のお父さんが運営会社のお偉いさんだって噂うわさがあったね。その伝つ手てじゃないかな？」

「ふーん……」

　大河の反応は非常に淡泊。

　構造体といえば《アリエス》と《仮想新都市》しか知らないので、いまいち凄すごさがわからないのだ。

　だが妹はそうではなかったようで。

「兄ぃ……」

　くいくいと制服の裾すそを引っ張りながらの上目遣いというダブルコンボ。完全に狙ねらってやっているのだろうが、くらりとするほどに愛らしい。




「……行きたいのか？」

「はい！」

「涙るいさんも行ってみたいな～、なんて……」

　この二人に頼まれて断るという選択肢があるはずもなく、大たい河がは列の最後尾に並ぶことに。そして自分の番を待っている間に他の挑戦者たちを観察する。

（目標点数は五百点以上。今のヤツが三百ちょいだから───）

　頭の中で力加減をシミュレートする。

　大河が全力で殴れば、間違いなく機械は壊れる。ということで手加減は必須なのだが、点数が上すぎても下すぎてもだめだ。何とか目標点数を少し上回る程度に調整したい。

　前に並んでいるのは十五人。彼らの点数と身体能力スペツクを計算に入れて逐一イメージを修正していき、ようやく大河の番が回ってくる。

　受付で「電脳科一年、天てん陵りよう大河」と記入し、あからさまに期待していない様子の上級生からグローブを受け取る。

　それもそうだろう。スポーツ科からすれば電脳科など「ひょろいガリ勉」の集まりであり、勧誘対象としてはアウトオブ眼中。彼をよく知る二人の少女を除いて、誰だれもが大河のことを「無謀な挑戦者」としか見ていなかった。

　大河はゆっくり深呼吸し、静かに腰を沈める。周りの様子など意にも介さずイメージ通りの力を内部で練り上げ───左拳こぶしに伝えて振り抜く。

　視線を外していた生徒たちが聞いたのは、ズドンという重く鈍い音。

「……ご、五百三十点です……」

　係の生徒が信じられないといった様子で点数を告げる。

　しっかり固定されていた計測機械は一メートル近く後退しており、かなりの力で殴られたことは容易に想像がつく。

「三十点オーバー。……まあ許容範囲か」

　上級生たちが呆あつ気けにとられる中、大河は悠然と受付まで戻り、手を差し出す。

「クリアしたんで景品もらえますか？」

「あ、はい。どうぞ……」

　大河はまだ気の抜けたままの上級生に催促し、端たん末まつでスキャンできる電子カードを受け取る。そしてすぐさま踵きびすを返すと冬ふゆ姫きと涙を連れて、いそいそとその場から離れた。

「……あっ、アイツどこ行った!?」

　彼らが金の卵を逃したことに気づいたのは、三人の姿が見えなくなってからだった。




「いいものを手に入れましたね。兄、グッジョブです」

　大河が獲得した優遇権を手に、カウンター席に座った冬姫は笑みを浮かべる。涙も隣の席から覗のぞきこみ、端末で読み取った説明文章に目を通す。

「使用時間は一時間だけか～。ま、しょうがないよね。無料で、しかも予約なしで使えるんだから」

　ここは涙るいの実家であるカフェ《パラディス》。

　一通り新歓祭を回り終えた三人は素早く学園を脱出、新都市に戻って来ていた。

　すでに昼食は終え、こぢんまりした店内にいるのは大たい河がたち三人だけ。《パラディス》のマスターであり、涙の父親でもある西さい園おん寺じ重じゆう吾ごは奥に引っ込んでいる。

（土曜の昼間だってのに客は俺おれたちだけ……本当に大丈夫か、この店？）

　料理は美う味まい、ウェイトレスは可愛かわいいと、普通なら人気が出そうな《パラディス》。しかし裏通りと立地条件が悪く、客はほとんど入らないでいた。

（夜はそれなりに繁盛してるみたいだけど……なんか気にくわねえ）

　パラディスは重吾マスターの趣味で、夜帯はシックなバーとして営業している。何度か見たことがあるが、それなりに混こんでいた。

　普段利用している時間に空すいているのは大河としても気楽でいいが、馴な染じみの店が評価されないのはあまり気分がよいものではなかった。

「大河、難しい顔してどうしたの？」

「……何でもねえよ。それで、その優遇権とやらはいつ使うんだ？」

「特に期限はないので、時間があるときにしましょう。このような構造体は初めてですからね、楽しみです」

「あれ？　冬ふゆ姫きだったら似たようなプログラム作れない？」

「あいにくと妹のスキルは実戦的なものばかりですから、娯楽関係には向いていないのですよ」

　冬姫は最も得意なのがハッキングと、プログラマーとしての性質は「事象の最適化」に特化している。誰だれかを楽しませるという「余計な手間」がそもそも思いつかないのだ。

「今まで一度も作ったことないのか？」

「……いえ、一度だけあります。友達だった人に贈りたくて作ったことが。結局渡せずじまいでしたが……」

「？　おい冬姫、それってどういう───」

「さて！　そろそろ帰りましょうか。時間もちょうどいいですし」

　何気ない問い。しかし答える冬姫の声は暗く、小さい。大河は初めて聞く妹の声に何があったのか尋たずねようとするも、何かを隠すように遮られてしまう。

　時刻は午後二時五十分。ちょうどいい時間でもなんでもないはずだが───。

「あ、そっか！　あと十分で《アリエス》のメンテナンスが終わるねっ」

「ええ。今から潜って、一日ぶりの狩りといきましょう」




　昼食の支払いを済ませた兄妹は自宅に戻り、そのまま様々な機械が置かれた部屋、通称「ダイブルーム」に直行する。

　中央に据えられているのは二つの椅い子す。周りにある全ての機器とつながっている機械仕掛けの椅子の電源を入れると、それに応じて他の機器も鈍い音を立てて起動する。

　二人で電脳世界エリユシオンに潜るための専用機械───アークライトの起動準備を進める。中型機以上に搭載された生命維持装置などの各種機能チェックが完了し、ヘッドギアを被かぶって端たん末まつとリンクさせて準備は完了。

「だいぶ慣れましたね」

「毎日やってればさすがに覚えるさ……ダイブスタート」

　瞳を閉じて呟つぶやくと、意識は一瞬のうちにブラックアウトする。

　端末内部に保存されていたデータで構成された肉体───電子体に、神経や五感が次々と切り替わっていく。

　そして最後に移り変わるのは魂。精神構造と呼ばれる記憶と人格の複合データが現実の肉体を飛び出し、電子の肉体に埋めこまれる。

　───ログイン───

「……うし」

　目を開けば、そこは見慣れた室内の光景ではなくなっていた。

　豊かな深緑と涼やかな渓流が織り成す幻想的な光景。

　現実世界の空を覆う魔天楼はどこにもなく、ただただ自然が支配する雄大な大地。

　電脳世界エリユシオン───それは現代において、ほぼ全ての人が利用する電子の世界。ライフライン管理から各所のセキュリティ、調べ物や娯楽にさえ使われている、神話の理想郷を語源とする第二の世界。

　そんな電子の世界を構成しているのが、大小含めると星の数ほど存在する構造体。

　その一つ、切きり燈とうグループが運営している大規模構造体《アリエス》。

　接続者は数万人と言われており、自然発生するウィルスやバグをモンスターとして討とう伐ばつさせるという、王道のファンタジー世界観が人気を呼んでいる。

「一日潜らなかっただけなのに、随ずい分ぶんと久しぶりの気分だ」

　大たい河がが近くに生えていた草を引っこ抜くと、草は小さな光の粒子となって虚こ空くうに消えていく。《アリエス》仕様の白いロングコートを羽織った大河は、全身の感覚を確かめるように拳こぶしを握る。

「……やっぱちょっと鈍いな」

「仕方ないですよ。電子体は精神と肉体が完全に同調しているわけではありませんから。もっとも、そんなわずかな違いに気づくのは兄くらいなものでしょうけど」

　振り返ると、そこには学生服からうって変わって和服とドレスを融合させた不思議な出いで立たちの妹の姿。長い黒髪に赤と黒で彩られた着物がよく似合っている。

「しかし本当に化物みたいな身体能力スペツクですよね。システムが追いつけないから本気を出せないなんて」

「確かに全力は出せないが、それでもいい気分転換になってるよ。今の身分じゃ現実世界で暴れるわけにもいかねえし」

「そうですか。ならよかったです」

　足に力を入れて跳ちよう躍やくした冬ふゆ姫きは、地上三メートルの大樹の枝に軽々と飛び乗る。もちろん、壊滅的な運動能力の冬姫にできる芸当ではない。

《アリエス》では接続者が一人一人ＥからＳまでランク付けされており、そのランクに応じて身体能力スペツクに補助がかかっている。冬姫は上から三つ目のＢランクだが、身体能力はご覧の通りだ。

　ちなみに大たい河がは最低Ｅランクで能力変化はないのだが、素の身体能力で《アリエス》の冬姫をはるかに上回っている。

「転移ムーヴポイントはもう少し先ですね。森を歩く必要がありそうです」

「面倒だな……そういえば涙るいのやつはまだか？」

「呼んだー？」

　声が聞こえてきたのは上から。露出度の高い服の上に白衣を羽織った涙が、小高い崖がけの上に座って手を振っていた。

「ちょっと周りを見てみたけど、大きいモンスターはいないね。楽に抜けられそうだよ」

　軽く飛び降りた涙は十数メートルの高さにもかかわらず、危なげなく着地する。もともと運動神経抜群な上にアリエスでも数少ない最上Ｓランク接続者ということもあって、そのステータスはかなり高い。

「それで冬姫、どうするの？」

「いきなり賞金首を狩ってもいいですが、メンテナンス明けでターゲットには事欠きませんからね。ちょっとだけ兄に《アリエス》のレクチャーでもしましょうか」

「レクチャーって、今さら学ぶことなんてあったっけ？」

「ありますよ。ひとまず転移ポイントに移動して───むっ」

　何かを察知して冬姫が枝から飛び降りた、次の瞬間。無骨な槍やりが枝をへし折る。

「お？」

　槍の軌道を遡さかのぼれば、そこは川の中。蜥蜴とかげのような姿をした人型のモンスターが槍を構えてこちらを見据えている。

「竜人リザードマンですか。ハ虫類の分際で妹に攻撃するとは無礼ですね」

　無事に着地した冬姫は乱れた髪を直し、右手を真まっ直すぐ空に掲げる。その手に現れたのは紅あかい紅葉もみじで彩られた扇子。

「準備運動がてらにやるか」

「だねっ。ちょうど三匹だし、一人一匹で！」

　大河は腰に差した一メートル強の日本刀を抜き放ち、涙は五指の間に特徴的な形の石いし飛礫つぶてを挟みこむ。

　大河の《天剣》、冬姫の《属性球》、涙の《創造石》───それぞれの攻性プログラムが起動し、三人同時に動き出す。

　一瞬で距離を詰めた大たい河がの野太刀が槍やりごと竜人リザードマンの胴を両断し、冬ふゆ姫きの扇子が紅あかい球体を破壊して炎を巻き起こす。そして涙るいの石いし飛礫つぶては剣を象かたどった矢に変化し、敵の全身を貫つらぬく。

　耐久度を過剰超過した一撃に、竜人は小さな光の粒子となって崩れ落ちていった。

　これが構造体《アリエス》。接続者一人ひとりがデバッカーとなる世界。

　中でも強力な個体には懸賞金がかけられ、限られた強者が討とう伐ばつすることを許される。

　大河たち三人はチームを組み、賞金首を討伐する毎日を送っていた。




「ま～たこいつらと戦うのかよ……」

　十分後、大河は何な故ぜか一人で森の中にいた。

　先ほど竜人を倒した森とは別の、二週間前に初めてモンスターと戦った森だ。大河の行く手を塞ふさいでいるのは、全長二メートル以上のワーム（全身ピンクのミミズっぽい生物）や巨大な蟷螂かまきりの群れ。

　こいつらは外見が気持ち悪く、もう二度と戦いたくなかったのだが───。

「……仕方ねえ」

　大河は諦あきらめて、昆虫をベースとしたコモンモンスターの解体を始める。

　もちろん、好き好んでこんな場所に来たわけではない。

　今回のメンテナンスはちょっとしたアップデートも兼ねており、Ｂランク以上の接続者は修正プログラムが適用されるらしい。冬姫たちはその手続きのために中央街という場所へ行ってしまったのだ。先に行くよう、大河に言い残して。

　かくして大河はザコがうようよする森を歩き続け、やがて冬姫が言っていた通り、開けた場所にたどりついた。

「ここが初期地点、ってところか……」

　森を抜けた先にあったのは、だだっぴろい草原。黄金色の草が敷き詰められた自然のカーペット。視界を占める雄大な草原は軽く数キロ先まで続いており、どこまでも同じ景色しか見えない。

　さてここからどうしようか、と迷う大河。ここで待っているように言われたが、馬ば鹿かみたいに広い草原のどこで待っていればいいのか。

　ひとまず中央を目指して歩いていた、その道中のことだった。大河は草原の中で立ちすくむ一人の少女を見つけ、立ち止まる。

「───お？」

　別に人が珍しかったわけではない。大河の目を引いたのは彼女の格好。

　着ているのは《アリエス》らしからぬ現実の私服、武器も持っていない。現実世界からそのまま来ました、と言われれば納得の軽装っぷり。

「うう……ユーザーに不親切だよ……説明書が欲しいよ……」

　少女はウィンドウと睨にらめっこし、小さな声で不平不満を漏らしている。こちらに気づいた様子はない。

（……まだ時間はあるな）

　決断は早かった。大たい河がは行き先を変えると、少女のもとに歩いていく。

　足音で気づいたのか。顔をあげた少女は警戒した様子で問いかけてくる。

「……誰だれ？」

「いや、なんか困ってるみたいだから力になれないか、と思って。別に怪しいものじゃない……はずだ」

　自分の装い（刀を携えている）を思い出して語気が弱まる。それでも少女の視線が幾分柔らかくなったので、不審がられてはいないようだ。

　淡雪みたいだ───少女を見て、何となくそう思った。

　肩にかかる程度の涼やかな銀髪がそう思わせたのか、それとも、彼女の醸し出す雰囲気に起因しているのか。おそらく両方だろう。

　冬ふゆ姫きよりわずかに高い程度の背丈。おそらく歳としも同じくらい。

　片手で抱えられるほど細い身体からだに、少し力を込めれば折れてしまいそうな手足。極めつけは外に出たことがないのかと思うほど白すぎる肌。西洋人形のよう、というフレーズがこれほど似合う少女もいない。

　触れればたちまち溶けてしまう淡い雪。それが銀髪の少女に対する第一印象だった。

「それで、どうしたんだ？」

「……えと、初期設定のやり方がわからなくて……それで、ここから動けなくて……」













「確かに、その格好じゃ悲惨なことになるだろうな」

　防御力なんて考えられていない薄手の白いワンピース。色白だし、モンスターからすればいい餌えさだろう。

「俺おれも初期設定のやり方は知らないんだ、悪い」

「……そうなんだ」

　がっかりして肩を落とす少女。右手の結晶体をじっと眺めて、ため息をつく。

「このフリーパス、やっぱり受け取らないほうがよかったかな……」

「諦あきらめるのは早いだろ。あと少しで連れが来る。俺の初期設定もやってくれたし、教えてもらったらどうだ？」

　少女は大たい河がを信用するかどうか、少しだけ迷い───やがて小さく頷うなずく。

「……じゃあ、待ってる」

「そうか」

　広大な草原にたった二人、大河と銀髪の少女は待ち続ける。

　会って間もないので居心地の悪い雰囲気が漂ただよう。少女はそんな空気が嫌なのか、あちこち視線を動かしたりと落ち着きがない。冬ふゆ姫きも相当な人見知りだが、この少女はさらに上かもしれない。

「一人なのか？」

　だからだろうか、自然と大河のほうから話しかけていた。

　突然のことにあわあわする少女だが、ゆっくり呼吸を整えると小さな声で答える。

「……うん。勉強の息抜きに潜っただけ」

「なるほど。さっきフリーパスとか言ってたけど、それは？」

「えと、もらいもの。捨てるのもったいなくて……」

　少しずつ会話を広げる。

　あまり踏み込まないように気をつけながら、まずは人と話すことに慣れさせる───冬姫と付き合う上で得た教訓が役に立っていた。

　数分ほど他た愛あいもない話をしていると、次第に少女の肩から硬さがとれてくる。

　森と草原の境に冬姫と涙るいの姿が見えたのは、そんなときだった。

「あ、大河ーっ！　お待たせ～！」

　ぶんぶんと手を振ってくる涙に、大河は片手をあげて答える。そして少女に二人のことを紹介しようとして───異変に気づいた。

「……あの目、長い黒髪……まさか……」

　少女は呆ぼう然ぜんと呟つぶやき、こちらに歩いてくる二人を凝視する。

　いや、二人ではない。彼女が見ているのは───。

「……え？」

　少女と視線が交わり、冬姫の表情が凍りつく。

「……姫ひめ、ちゃん？」

　銀髪の少女が信じられないといった表情で誰だれかの名を呟つぶやく。この場で名前に「姫」がつく人間は一人しかいない。

　大たい河がは思わず妹の顔を見つめ───。




「……なんで、ここにいるんですか……鴉からす羽ば、紫し緒お」




　冬ふゆ姫きは震える声で、銀髪の少女の名を口にした。









　　第二章　光と影






　静寂が訪れる。

　予期していなかったであろう邂かい逅こうに言葉を失う二人の少女。大河と涙るいも何が何だかわからず、冬姫と銀髪の少女を交互に見比べるだけ。

「ね、ねえ……姫ひめちゃんって……」

「十中八九、冬姫のことだろうな。それにあの娘この名前……鴉羽紫緒、か」

「鴉羽って、あの鴉羽しかないよね……？」

　鴉羽。全世界にその名を轟とどろかせ、電脳市場を統べる四大企業の一つ。八年前に冬姫が引き取られた家であり、つい先日家出してきた場所。

「…………久しぶり、だよね」

　沈黙を破ったのは、銀髪の少女───鴉羽紫緒。

「顔を合わせたのは……七年ぶり？　目の色ですぐわかったよ」

　冬姫は何も答えない。だが七年ぶりという言葉を聞いた瞬間、何かに脅おびえるように震え始め、目を伏せてしまう。明らかにいつもと様子の違う冬姫に、涙が声を小さくして尋たずねてくる。

「……どういう関係なのかな？」

「さあな……あの様子からすると、ただの知り合いじゃなさそうだけど……」

　脅おびえている冬ふゆ姫きに対し、紫し緒おのほうは至って普通。冬姫が一方的に負い目のようなものを感じているのだろうか。

　大たい河がは鴉からす羽ば紫緒という少女に、得体の知れない違和感を感じていた。

「……どうして、ここに……」

　冬姫が震える声で問いかける。

「それはこっちのセリフだよ。鴉羽のメインサーバーにハッキングした犯人、何重にもカムフラージュを施してたらしいけど、姫ひめちゃんでしょ？　相変わらず凄すごいスキルだね」

　紫緒の言葉で、大河は違和感の正体に気づいた。

　鴉羽の性を持つ以上、紫緒がそのグループの一員であることは間違いない。ならば鴉羽に甚大な被害を与えた冬姫は再会を懐かしむ相手ではなく、その所業を糾弾すべき相手ではないのか。

　それなのに鴉羽紫緒という少女にあるのは、尊敬と憧しよう憬けい。それだけ。

「……怒って、いないんですか？」

　疑問を覚えたのは冬姫も同じだったようだ。

　だが何な故ぜだろう。妹と自分ではそこに至った、その根底にあるものが違う───根拠もなく、大河はそう直感した。

「怒るって、私が？　どうして？」

「だって……妹は、あのとき……」

　冬姫の声はひどく弱々しく、いつもの自信に満みち溢あふれた彼女とはまるで違う。

　そこにいたのは兄をからかう小悪魔な妹ではなく、か弱い一人の少女だった。

「怒ってなんかない。むしろ姫ちゃんには感謝してるくらいだよ」

「感、謝……？」

「うん。全部姫ちゃんのおかげ。こうして遊べるのも、お父さんから何も言われなくなったのも、頑張ってきたことが無駄になったのも、全部全部、あのとき姫ちゃんが私に研究者の道を諦あきらめさせてくれたおかげだよ」

　そう言って、銀髪の少女はほのかな笑みを浮かべる。

　邪気はなく、それでいて負の感情が詰まった無色透明な微笑ほほえみを。

「……っ」

　その笑みを見た瞬間、冬姫は悟ってしまった。この七年間で彼女がどう変わってしまったのか、否いな、自分がどう変えてしまったのか。

　そう思ったとき、冬姫は紫緒に背を向けて駆けだしていた。

　後ろから涙るいと大河の声が聞こえるが、今の彼女には届かない。

　少しでも早く自らの犯した間違いから、置いてきたはずの過去から逃げ出したかった。

　また逃げるの？　───どこからか、そんな声が聞こえた気がした。







　大たい河がが現実世界に帰ってくると、すでに日は沈みかけていた。

「……さて。妹様はどこに行った？」

　カーテンの隙すき間まから差し込む朱色の夕日が眩まぶしく、大河は目を細めるとアークライトの電源を切って立ち上がる。もう一機のアークライトに妹の姿はなく、ヘッドギアが床に投げ出されている。以前、大河が同じことをしたら「壊れたらどうするんですか！」と凄すごい剣けん幕まくで怒ったというのに。

（多分、あそこだろうな……）

　姿の見えない妹を探し、ダイブルームを出て寝室に入る。

　予想通り、室内の半分を占めている大きすぎるベッドの陰、わずかな隙間に嵌はまりこむように、冬ふゆ姫きは膝ひざを抱えて座り込んでいた。

「見つけた。八年前から変わらないな。落ちこむと狭いところに潜る癖は」

「……おにぃ」

「お、珍しい呼び方だな」

　大河はベッドの端に腰かけると、妹の頭を優しく撫なでる。艶つややかな黒髪は軽く触れるだけでさらさらと流れ、何とも言えず心地よい。

「……言っときますけど、落ちこんでなんかいませんから。久しぶりにこういうところもいいかな、と思っただけです」

「そうかい」

　それっきり会話は途絶え、大河は強がる妹の頭を優しく撫で続ける。何も聞かず、何も問わず。今はそうすることが最善だと信じて。




〈それで、冬姫は？〉

「風呂に入ってる。今日はさっさと休ませるよ」

　大河は夕飯の食器を片づけながら、目の前に浮かぶ立体映像ホログラムウィンドウと会話する。画面に映る涙るいはまだ仕事中らしく、細部まで凝った清せい楚そなメイド姿。

〈紫し緒おちゃん、だっけ。あの娘ことの事情は聞いたの？〉

「いや、聞いてない。こっちからは聞かないつもりだ」

〈え？　なんで？〉

「勘だけど、こっちから踏みこむべきじゃないと思う。冬姫から話してくれるのを待つ」

　本当はすぐにでも妹を助けてあげたい。だけど……それをしてしまったら、何か取り返しのつかないことになる。そんな気がしてならない。

　これは、あの二人の問題なのだ。

〈……そっか。うん。大河がそう思うなら、そうなんだろうね〉

　涙はそう言って微笑ほほえむ。見るだけで元気を分け与えてくれる笑顔に、大河は少しだけ気分が楽になる。

〈あ、でも放っておくのはダメだからねっ〉

「わかってるよ。それでちょっと相談があるんだけど、明日って空いてるか？」

〈ん～と、朝に少しお店を手伝うけど、他には何もないよっ〉

「そうか。───明日一日、冬ふゆ姫きを外に連れだしてほしい。頼めるか？」

〈それくらいお安い御用だよっ〉

「助かる。あ、それともう一つ。《アリエス》の初期設定のやり方を教えてくれ」

〈……初期設定のやり方？〉

　目的の見えないお願いに、涙るいは頭の上にはてなを浮かべた。





　　　　　　　◆　◆　◆






　翌日、朝九時。

「……ふう、いい汗かいた」

　日課の鍛錬をすませてシャワーを浴びた大たい河がはリビングで一人、朝食をとる。料理の腕は皆無なので、焼いたパンにコーヒーという簡かん素そな食事。

　本日は一週間で唯一の定休日、日曜。もちろん学校も休み。

　休日メニューとしてたっぷり五時間を鍛錬に費やしたが、そんな疲れなど微み塵じんも感じさせない動きで食器を片づけた大河は冬姫の寝ている寝室へ。

「冬姫、そろそろ起きろ」

「……んにゅ……まだ……眠いです……」

　眠っている冬姫の肩を揺さぶるが、いやいやと手を払いのけられる。その際に布団がめくれ上がって薄すぎるネグリジェで透けた黒いレースの下着が見えてしまい、咄とつ嗟さに目を逸そらす。いい加減慣れてもいいものだが、いまだに直視できない。

「あと一時間、寝かせてください……」

「わがまま言うな。起きた起きた」

　いつもならもう少し寝かせてあげるのだが、今日はダメな事情がある。

　大河は意を決して布団を取り払い、眠ったままの冬姫を抱きかかえて洗面所まで運ぶ。それで目の覚めた冬姫は「何で休日に起こされなくちゃいけないんですか……」と不満を漏らしながらも顔を洗い、髪を整え、ラフな部屋着に着替える。

（……思ったより元気そうだな）

　いつもと変わらない様子にひとまず安あん堵どする大河。昨日のように強がっているだけかもしれないが、塞ふさぎこんだままよりはずっといい。

　と、ピンポーンとインターホンの音が鳴り響く。

「こんな朝早くに誰だれでしょうか？」

「来たか。ほら、行くぞ」

　大たい河がは冬ふゆ姫きの手を引いて玄関に向かい、ドアを開ける。

「やっほ～！　おはようお二人さんっ！」

「……るっちゃん？」

　弾けるような笑みを浮かべて挨あい拶さつするのは西さい園おん寺じ涙るいその人。ふわふわした栗くり色いろの髪が元気よく跳ね、太陽のように明るい光を振ふり撒まく。

「じゃあ涙、あとは任せた」

「任されたよっ。というわけで、行くよ冬姫！」

「え？」

　いきなりだった。涙は冬姫の腕を掴つかむと、強引に外へと引っ張っていく。非力な上に寝起きな冬姫では逆らえず、何とか靴を履きながら抗議するだけで精一杯。

「るっちゃん!?　何ですかいきなり!?」

「それじゃ大河、晩御飯までには帰すから～っ！」

「いってらー」

「その前に事情を説明───や、るっちゃん、引っ張らないでください！　自分で歩けますから！」

「一名様、お外にごあんな～い！」

　突然のことに困惑する冬姫。そのままずるずるとエレベーターに引きずりこまれ、扉が閉まる。ゆっくりと声が遠ざかっていき、やがて無音になった。

「……さて、こっちも始めるか」

　室内に戻った大河はすぐさまダイブルームでアークライトの準備を始める。今日はどうしても一人で潜る必要があった。

「───ダイブスタート」

　言葉と共に、精神が電子の楽園エリユシオンへと潜っていく。

　かすかな浮遊感のあと、大河は初期地点である果てなき草原の真ん中に立っていた。

「やっぱ広いな、ここ……」

　昨夜聞いた涙の説明によると、初めてログインした接続者は必ずここに出現するようになっているらしい。が、いったい何人を想定しているのだろうか。こんな数百人同時に入れるほど広くする必要はないと思う。

「さて、いるかな───っと、いたいた」

　予定通り、いや想定以上に早く目的の人物を見つけて、あまりの運の良さに思わず笑みを浮かべる大河。

「……半日待ち続けるくらいは覚悟してたんだが、今日はツイてる」

　視線の先には、まるで昨日の再現のようにウィンドウを操作している銀髪の少女。彼女もこちらに気づき、驚いた表情を浮かべる。

「よう。また会ったな」

「あ……えっと……昨日の人？」

　相変わらずアリエスに似合わない白のワンピースを着た少女───鴉からす羽ば紫し緒おは困惑した様子でこちらを見つめ返す。大たい河がは構わず近づくと、横からウィンドウを覗のぞきこむ。

「まだ初期設定で迷ってるのか？」

「……う、うん」

　色々と試していたようだが、まだできていないらしい。運営に問い合わせれば済むことなのだが、大河にとっては好都合だった。おかげで楽に接点を作れる。

「昨日はいきなりログアウトして悪かったな。お詫わびと言っちゃなんだが、初期設定のやり方教えようか？　ちゃんと聞いてきたからさ」

「え……？　いいの？」

「もともとそのつもりだったしな。それに───冬ふゆ姫きの昔の知り合いには興味がある」

　その名前を聞いた瞬間、紫緒の表情が強張った。やはりただの知り合いというわけではないらしい。

「とりあえず自己紹介からいこうか。俺おれは天てん陵りよう大河、冬姫の兄だ」

「姫ひめちゃんの、お兄さん……？」

　紫緒は訝いぶかしむように大河の全身を見やり、最後に空色の瞳にたどりつく。

「ほんとだ。目の色がそっくり」

　かなり珍しい色の瞳だ。外見的にはあまり似ていない兄妹とはいえ、これほどはっきりした共通点もないだろう。

「……そっか。姫ちゃん、元は天陵って苗みよう字じだったんだ……」

　思わず呟つぶやいた紫緒の瞳には、複雑な感情が渦巻いているように思えた。

　改めて彼女に興味が湧わき、大河は言葉を続ける。

「それで、俺の誘いは受けてくれるのか？」

「……私にとってはありがたいけど、お兄さんはいいの？」

「全然構わねえよ───って、お兄さんって俺のことか？」

「うん。だって姫ちゃんのお兄さんなんでしょ？」

　だからってその呼び方はどうなのだろうか。まあ紫緒自身がそれでいいなら、無理に変える必要はないか。ちょっと気恥ずかしいが、嫌というわけではないし。

　それにしても冬姫並みの人見知りだと睨にらんでいた紫緒だが、意外に社交的というか、心を開いているように感じる。昨日少し会話したことが功を奏したのか、それとも……冬姫の兄だからなのか。

（なんにせよ、幸さい先さきいいスタートだ）

　この調子で距離を縮めていくとしよう。

「まあ好きに呼んでくれ。あ、それと今なら初期設定だけじゃなくてその後のレクチャーもできるぞ。ろくに運動したことのない紫緒にはお勧めのセットだ」

「……あれ？　どうして私が運動してないって……？」

「それくらいは見ればわかる」

　腕や足の筋肉のつき方で運動経験だけでなく、身体能力スペツクも簡単にはかれる。

　紫し緒おの場合は冬ふゆ姫きと同じくらいか、少し下といったところか。このような構造体で遊ぶのは初めてだと言っていたし、いきなり実戦ではきついだろう。

「……運動してる暇なんて、なかったから」

　運動している暇がなかった───その言葉に少しひっかかるところがあったが、今はそこに踏みこむときではない。

「それじゃそのセット？　にしたら、戦い方も教えてくれるってこと？」

「紫緒がよければ、だけどな」

「……お兄さんは姫ひめちゃんと私のこと、全部知ってるの？」

「いや全然。別に二人の問題に首を突っこもうとか、そんなことは考えてない。ただのお節介だよ」

　それを聞いて、紫緒は思し考こうをまとめるように目を閉じる。

　正直、大たい河がの行為は無駄といえば無駄だ。これで紫緒の内面が知れるわけでもないし、冬姫を元気づけられるわけでもない。

　ただ放っておけなかったのだ。壊れかけた笑みを浮かべた、妹とよく似ているこの少女のことを。

「……それじゃ少しの間だけ、お世話になるよ」

　こうして、期間限定の奇き妙みような二人組が結成された。




「え～と、確かここをこうして───と、始まった始まった」

　涙るいから聞いた記憶を頼りにウィンドウをいじくると、別の画面が展開して人工音声が流れ始める。

〈切きり燈とうグループ運営、構造体《アリエス》へようこそ。これから皆さんにはこの世界の住人となり、モンスターを狩りながら冒険する生活を送ってもらいます〉

　プロモーション映像と思わしき動画が再生され、《アリエス》の仕組みが簡単に説明されたあと、画面に映し出されたのは数十はある武器の数々。

〈まず皆さんには自分の攻性プログラムを選んでいただきます。もしご自分で用意された場合、このステージはスキップしてください。なお、この初期武装のみ、自動的に衣装も変更されます〉

　選択可能な武器は両手剣、片手剣、楯たて、弓、ナイフ、ハンマー、槍やり、日本刀などなど。中には鎖くさり鎌がまやトンファーといったマイナーな武器もあった。

「この中から選ぶの？　いっぱいありすぎて迷っちゃう……」

「何か使った経験は……あるわけないか」

「うん」

「じゃあ近距離と遠距離ならどっちがいい？」

「……遠距離で」

　遠距離武器はいくつかあるが、比較的メジャーなものに絞ると弓やボウガンあたりか。というかチャクラムのような、大たい河がでも触ったことのない武器まであった。アリエスおそるべし。

「とりあえず弓にしてみるね。……あ、予備でもう一つ選べるみたい」

「そっちは近接武器にしておこう。リーチの短いやつがいい、紫し緒おじゃ長物は振り回せないだろ」

　予備武器の短剣を選び終えると、蒼あおい光が紫緒を包みこんでいく。

　紫緒の電子体に次々と吸い込まれる小さな光の欠片かけら。最後の燐りん光こうが消えたとき、彼女の衣装は一変していた。

「おー……狩人かりうどみたいだな」

　彼女が身に着けていたのは見事な狩人装束。大河は知らないが、エルフをモチーフにしている衣装だ。

　森に身を潜める（という設定の）ためだろうか、全体的に緑色。

　動きやすいように上半身は肩が剥むき出だしになっており、下もふとももが丸見え。

　だが露出過多というわけではなく、右足はニーハイソックス。左足には膝ひざより少し上のあたりに短剣を収めるための布が巻かれている。

「なんていうか……変な恰かつ好こうだね。それに結構際どい……」

「いやいや、そこがいいんじゃないか。似合ってるぞ」

　確かに力強くしなやかなイメージの衣装だが、不思議とミスマッチという気はしなかった。むしろ銀色の髪や真っ白な肌と相まって、神秘的な雰囲気さえ醸し出している。

　くるりと一回転して自分の姿を確認する紫緒だが、やがて背中に担いでいた日常生活では見るはずもない無骨な弓を手に持ち、まじまじと見つめる。

　と、視界の端に何か場違いなものが現れた。十メートル先に浮かぶそれは、円形の文様が描かれた板。

「あれを射ろ、ってことだろうな」

「え？　……無理だよ。やったことないのに、あんな小さい的に命中させるなんて」

「とりあえずやってみ。話はそれから」

「で、でも矢がないし───」

　そう言った直後、紫緒の手のひらに矢が出現する。同時に〈矢はイメージで自動生成されます〉とのアナウンス。これで逃げ道はなくなった。

「あるみたいだな。ほら、レッツチャレンジ」

「うぅ……お兄さん強引……」

　ウィンドウに矢を放つ動画が流れ、紫緒は渋りながらも映像を真ま似ねて矢を構える。的を見て狙ねらいを調整し、矢羽を支えていた右手を離す。

　張られていた弦の反動で矢は勢いよく前方に射出され、的を貫つらぬく───……なんてことはなく、ひょろひょろと数メートルほど進むと失速、墜落してしまった。

「……ま、こうなるわな」

　首を傾かしげる紫し緒おだが、大たい河がに言わせれば当然の結果だった。

　矢を引く力が弱すぎる上に、狙ねらいは適当。飛ぶわけがない。というか、あれで少しでも前に飛んだことが驚きである。

（てっきりすぐに落ちると思ってたんだが……補正ってやつか）

　敵はモンスター、動き回る的だ。

　今の紫緒のように、初心者では動かない的にさえ当てられない。おそらくその対策として、軌道を修正したり飛距離を伸ばしたりするシステムがあるのだろう。少し練習すれば誰だれでも簡単に弓を扱えるように。

「紫緒、もうちょっと腕に力入れろ。それじゃ何回やっても飛ばないぞ」

「そんなこと言われても、私、力なんてないし……」

「んなことない。確かに現実世界じゃそうかもしれないが、ここは電脳世界エリユシオンだ。必要最低限の筋力は備わってるはずだから、イメージ次第でどうとでもなる」

　大河は昨晩の涙るいとの会話を思い出す。

　───なあ、冬ふゆ姫き並みに非力な女の子でも遊べるのか？

　───大丈夫だよっ。初期状態で身体能力スペツクが平均値に達たつしてないときは、自動的に補正がかかるようになってるから。そうだね、一般的な高校生くらいにはなると思うよっ。

「自分の矢が真まっ直すぐ的を貫つらぬく。そういうイメージを頭の中で作り上げるんだ。そうすればどれくらいの力が必要か、感覚で掴つかみやすい。あとはそうだな……信じること。自分ならできる、って」

「信じるそれが一番難しいんだけど……やってみる」

　紫緒は再び矢を生み出すと、ゆっくり深呼吸して構える。そして───。

「ふっ！」

　一呼吸おいて放つ。

　先ほどのへろへろな矢と違って、流れるような速度で飛ぶ矢。しかし狙いが甘かったようで的には当たらず、その先の地面に刺さる。

「おしいな。射る瞬間に狙いがずれてなければ、当たってた」

「……やっぱり、私にこんなの無理だよ」

　先ほどから思っていたが、どうにも紫緒は弱気というか、自分への評価が低すぎる。

　それが失敗を誘発し、さらに自信をなくすという負のスパイラル。

（まずはそこら辺から変えていくか）

　幸い大河は武器の扱いはプロレベルだ。教えることに関しては事欠かない。

「さ、それじゃ次はモンスター相手だな」

「え？　あの的はどうするの？」

「放置。モンスターに当てられたら、止まってる的なんて余裕だ」

「で、でも、いきなり実戦なんて……っ」

「大丈夫大丈夫、俺おれもそうだったから。ここのモンスターは相当気持ち悪いからな、近づいてくる前に倒さないとひどいことになるぞ～？」

「あわわ……っ。す、ストップ！　いったん休憩───」

「そんなものはありません。さあ、行くぞーっ！」

　大たい河がは紫し緒おの手をとり、無理やり森へと引きずっていった。







　大河と紫緒が《アリエス》を進み始めた、ちょうどその頃。

　新都市中央駅からほど近いカフェのテラス席に、涙るいと冬ふゆ姫きの姿があった。

「やはー、ここのサンドイッチは相変わらず美お味いしいねー」

　九時すぎということで少し遅めの朝食。いつも通り露出度の高いコーディネートの涙が軽快に食べ進めていく一方、冬姫はハムスターみたいにちまちまと食べていた。

「冬姫、お腹なか減ってないの？　だめだよ～朝御飯はちゃんと食べないと」

「……そろそろ目的を話してほしいんですけど。なぜ妹を連れだしたのですか？」

「ん？　久しぶりに二人で遊びたいだけだよ？　最近はいっつも大河と一緒だったからね」

　素知らぬ顔で言い放つ涙に、冬姫は軽く嘆息する。何か企たくらんでいることは一目瞭りよう然ぜん、自宅での様子から察するに兄も一枚噛かんでいるようだ。

（まったく、二人しておせっかいですね……）

　それだけ心配をかけた、ということなのだろう。

「……わかりました。今はそれで納得しておきましょう。何か予定はあるんですか？」

「日が暮れるまでぶらぶらする、以上！」

「よーするにノープランですよね」

　行き当たりばったりすぎる親友に、ちょっと呆あきれる冬姫。

「や、完かん璧ぺきにノープランってわけじゃないよ？　冬姫の服を選んであげようって思ってるんだっ」

「服……ですか？」

「うん。冬姫の服って似たような雰囲気のやつが多いでしょ？　もっと色々バリエーションあったほうが絶対いいって！」

「そんなことを言われましても……妹、そういうの詳しくないですし」

　正確に言えば、今までは服を気にする必要がなかった。

　狭い研究室で一人、作業に没頭する毎日。服なんてどうでもよかった。今持っている服も家出してから適当に買い集めたものだし、流行なんかも全く知らない。

「可愛かわいいのにもったいないよっ。女の子にとって、おしゃれは武器だよ？」

「はあ、武器」

「そっ。男の子へのアピールだけじゃなくて、女の子の間でも結構重要なんだ。冬姫は素材がいいから何を着ても似合うと思うけど、考えてみてよ。もし大河とデートするときに普段着だと新鮮味がないと思わない？」

「む……それは、そうですね」

　さすがに兄の名前を出されては無視できない。

　ちょうど先週の死神事件のときにデートの前約束を取りつけたことだし、いわゆる勝負服というやつを選んでおいても損はないだろう。

「なら決まりだね。早速行ってみよう！」

「ありがたいですけど、るっちゃんはそれでいいんですか？　るっちゃんとは兄を取り合うライバルだと思ってたのですが……」

　涙るいも冬ふゆ姫きと同様、大たい河がに惹ひかれている。それは先週、彼女自身が宣言した。

　たとえいがみ合うことはなくとも、積極的に応援してくれるとは思っていなかったのだが───。

「ん～、ライバル以前に冬姫は友達だからね。友達が好きな人のために可愛かわいくなりたい、ってことなら、喜んでお手伝いするよっ」

　にっこり笑ってそんなことを言う涙に、冬姫はまたもため息をつく。

「……はぁ。そうですね、るっちゃんはそういう人でしたね」

「そういう人なんだよっ。ほら、早く食べて行こっ」

　二人の少女は柔らかい日差しの中、朝食を再開する。







「撃墜数七十三。そろそろ慣れてきたか？」

「……これだけやれば嫌でも慣れるよ」

　一方、電脳世界エリユシオン内部の二人はようやく森を抜けつつあった。

　道中幾度となくエンカウントしたモンスターを全て紫し緒おに任せた（押しつけた）結果、彼女の弓の腕はこの短時間でそれなりに上達していた。当の紫緒は気色悪い昆虫モンスターばかり相手だったせいか、若干不機嫌なご様子。

　電脳世界での動きにも慣れたようで、このあたりの敵は余裕で対処できるようになっていた。

　そうして森を歩き続けて早一時間、二人はようやく出口にたどりつく。

「……どうして森の出口に門が？」

「知らん。制作者の趣味だろ。にしても、また馬ば鹿かみたいにでかい門だな」

　森の終着点で二人を待ちかまえていたのは、見上げるほどに巨大な門。その先は断だん崖がい絶壁。他に進めるルートはない。

　と、二人を待ちかまえていたように、門の前に大きなウィンドウが浮かび上がった。

〈『静寂の森』突破、おめでとうございます。以上をもって、チュートリアルは全て終了となります。これからは新たな場所を目指して旅をするのも、自分好みの装備を整えるのも皆さんの自由です〉

　ボイスメッセージが終わり、重厚な門が少しずつ開いていく。

〈それでは、《アリエス》でのセカンドライフをお楽しみください〉

　扉の先に見えるのは光だけ。なんとも「ファンタジーらしい」演出だ。

「……行くか」

「……うん」

　顔を見合わせ、二人は同時に一歩踏み出して光の中へと入っていく。

〈───転移ムーヴ〉

　直後に感じたのは何度か体験した、全身が捻ねじれるような感覚。

　再び視界に色が戻ったとき、そこは草木がうっそうと生い茂る森の中ではなく、人で賑にぎわう街のど真ん中だった。

「わぁ～！」

　思わず感かん嘆たんの声をあげる紫し緒お。かくいう大たい河がも同じようなもので、驚きの表情で目の前に広がる光景を眺める。

　そこは、現実世界の街とは似ても似つかない不思議な空間だった。

　まず目についたのは自然の多さ。街の至るところに水路が張り巡らされ、現実にあるはずもない、七色の発光体を放つ街路樹が並んでいる。

　建物は世界観を気にしてのことか、風情ある石造り。

　二人がいる広場には噴水があり、はるか頭上まで水を噴き上げて虹にじのアーチを生み出している。その上にはなんと人が乗っているではないか。

　幻想的という言葉をそこかしこに敷き詰めた、そんな街。

「……それなりにファンタジー耐性はついたと思ってたんだが……何ていうか、これは桁けた外はずれだな」

　大河は街の光景に圧倒されながら呟つぶやく。

　空を見上げれば浮遊する巨岩。さらには地上から浮遊岩までをつなぐ螺ら旋せん状じようの建物があったりと、常識ってなんだっけと思わず自問しそうになる。

　どうやらかなり大きな街らしく、端たん末まつでマップを開いてみると今いる広場は街の中央に位置しているようだ。マップの右上に記された名前は、《中央街セントラル・カドラ》。

　ここで疑問が一つ。

「で、これからどうすればいいんだ？」

　門でのアナウンスによれば、チュートリアルはすでに終わっている。ここから先に案内指標はない。

「皆さんの自由です、とか言ってたけど……」

「その辺のやつをとっ捕まえて聞いてみるか。ちょっと待っててくれ」

　初心者二人であーだこーだと言っていても埒らちが明かない。

　人見知りの紫緒には無理だと思い、大河は彼女に待っているよう伝えると、話を聞きやすそうな人間を選んで情報を集め始める。

　一方の紫し緒おは大たい河がを待っている間、あちこちを見回していた。

　目に入ってくるのは七色に光る街路樹や透明な鉱石で造られたオブジェクトなど、現実世界にはない珍しいものばかり。

　紫緒の気を引いたのはそれらだけではない。人で賑にぎわう大通りや騒がしい空気といったありふれたものでさえ、ずっと屋敷に閉じこもっていた彼女には初めての経験だった。

「凄すごい数の人……都会ってこんな感じなのかなぁ……」

　大通りの真ん中から、紫緒は街の様子を眺め続ける。

　真っ白な肌に露出の多い服装の美少女ということで目立つ紫緒。しかし街を見るのに夢中で、周囲のことなど気にも留めていない。

　だからだろう。人々がざわつき始めたことにも、その原因である一団が近づいていたことにも、気づいていなかった。

「あれ、なんだろ……───あっ！」

　遠くに見えた巨大な塔が気になって一歩踏み出した紫緒だが、そこで前を横切ろうとした全身黒ずくめの男とぶつかってしまう。よそ見していた紫緒は尻しりもちをつき、慌てて謝ろうとして───。

「……俺おれの邪魔をするとは、ふざけた小娘だな」

　男の言葉に、心臓がぎしりと軋きしんだ。

　ただの事故。一言謝ればそれで終わる、小さな出で来き事ごとのはずだった。

　けれど男の目が、虫ケラでも見るような、こちらを見下した瞳が、彼女の心の奥底からかつての記憶を呼び起こす。

「あ……あ……」

　───なんでそんなに無能なんだ。

　同じ目をした父親に言われた言葉が、幻聴となって彼女を追いつめる。

「初期装備の弓……貴様、初心者か。底辺のザコは身の程をわきまえて端を歩いていろ。目障りだ」

　男の態度は異常なまでに高圧的だった。自分が絶対だとでも思っているのか。聞いた人間を不快にさせる言動に、心の傷はどんどん開いていく。

　周りの人たちは遠巻きに見ているだけ。「おい、あいつＡランクの……」「ああ、トクマだ……巻き込まれちゃたまんねえ。行こうぜ」と、二人の間に入ろうとする人間は誰だれもいない。

　暴言を重ねる男だが、脅おびえるだけの紫緒に苛いら立だったのか、大きく舌打ちする。

「……ちっ。おい、俺の話を聞いて───」

「はい、そこまで」

　紫緒の頭に伸びた男の手を、割って入った大河が掴つかむ。

「……誰だ、貴様」

「その娘この連れ。もういいだろ。ぶつかった程度で言いすぎだ」

　大たい河がは男の手を放し、しゃがみこむ。虚うつろな目で「ごめんなさい、ごめんなさい」と繰り返す紫し緒おの頬ほおを両手で挟み、無理やり視線を合わせる。

「紫緒、こっちを見ろ。───紫緒！」

「……あ……お兄、さん……？」

「大丈夫か。ほら、立つぞ」

　語気を強めた一いつ喝かつで、ようやく紫緒の目が大河を捉とらえる。そして彼女の手をとって立ち上がらせようとするが、男が声を荒らげて再び紫緒に手を伸ばす。

「待て、その女にはまだ用が───ぐっ!?」

「───てめえ、いい加減にしろよ」

　大河は再びその手を掴つかむと、今度は手首が砕けるほどの力で握りしめる。

　殺気を籠こめた視線に射抜かれ、男は無意識のうちに一歩後退する。そして、そのことに気づいた男の表情に怒りが満ちていく。

「貴様ら……虫けらの分際で俺おれに楯たて突つくか！」

　男は大河の手を振り払うと、腰に携えた剣に手をかける。大河も同様に野太刀の柄つかに手をかけようとしたとき、観客の中から一人の男が出てきた。

「そこまでにしとけよ、トクマ。街中で剣を抜くってなら、Ａランクのお前が相手でも黙っちゃいねえぞ。バベルも近いしな、運営の人間でも呼ぼうか？」

「……ちっ！」

　その言葉にトクマと呼ばれた男は舌打ちし、大河と紫緒を凄すさまじい形相で睨にらみつけると歩き去っていく。

　トクマが人ひと混ごみに消えていくと、男は大河に耳打ちしてくる。

「お前ら二人とも目立ちすぎだ。早く移動したほうがいいぞ」

「……みたいだな」

　何かあったのかと、周囲には人が集まり始めていた。これでは落ち着くものも落ち着かない。

　大河は男に礼を言うと紫緒の手をとり、早足でその場をあとにした。




　大通りを歩き続けて五分。二人は小さな通路に入りこんで、ようやく一息つく。

「ここまで来れば平気だろ……紫緒、大丈夫だったか？」

「う、うん……ありがと、お兄さん」

　紫緒が息を整えている間、大河は先ほどの一幕を思い返していた。

（さっきの男、トクマとか呼ばれてたな…Ａランクってことは、あいつも資格保持者か。随ずい分ぶんと性根がねじ曲がってたな）

　アリエス全接続者の中で百名前後しかいない実力者。そして一部の討とう伐ばつ対象ウィルスを倒すことを許可されたプレイヤー───それが資格保持者。

「あの驕おごりようはそのあたりから来てるのかね……」

「？　お兄さん、どういう意味？」

「あのトクマってやつは、強いから弱いやつを馬ば鹿かにしてるってこと。まったく、偉そうにしてたからどんな理由があるかと思えば……くっだらねえ」

　小さい世界で優越感に浸りたいだけの俗物───ああいった輩やからは連れん城じようにもいた。まさかこんなゲームの世界にもいるとは。

「……それって普通じゃないの？」

　ふと、紫し緒おが呟つぶやいた。

「ん？　なんだって？」

「───弱い人間が踏み潰つぶされるのは当然のことじゃないの？　少なくとも私は、姫ひめちゃんにそう思い知らされたよ」

　その言葉に秘められていたのは、口調とは裏腹の強い感情だった。

　どんな過去を抱えていればそんな言葉が出てくるのか。それが絶対の真理であるかのように、紫緒は冷めきった瞳で大たい河がを見つめる。

　何と答えようか、大河はしばし迷う。

　この言葉は間違いなく紫緒と冬ふゆ姫きが抱えている問題に関係している。ならば、適当に答えるわけにはいかない。呼吸を整え、紫緒に語りかけようとしたそのときだった。

　出鼻を挫くじくように端たん末まつから着信音が鳴り響く。相手の名前は───切きり燈とう巴は夜や。

「何だよ、こんなときに……っ。紫緒、あそこに見えるでっかい塔に行ってくれ。すぐに追いつく」

「あの螺ら旋せんの塔？」

「ああ。なんでも、あそこでランクアップの手続きができるんだと。だから先に行って始めといてくれ」

「うん、わかった」

　そう言うと、紫緒は空を突き刺す巨大な塔へと歩いていく。その姿を見送り、大河は不機嫌な様子を隠すことなく遠話に応対する。

「はいはい、こちら天てん陵りよう大───」

〈おそいっ！　とっとと出なさいっ！〉

　その瞬間、本気で鼓膜が死んだかと思った。

〈アタシからの連絡には一秒以内に答えなさいってのッ！　こっちも暇じゃ───大河、耳おさえて何してんの？〉

「何、じゃねえ……巴夜てめえ……これきっついって……ボリュームマックスに、してんじゃねえよ……」

　大河の耳に飛びこんできたのはもはや声でもなんでもない、音の爆撃だった。

　おそらく設定でボリュームを最大にしていたのだろう、以前くらった死神の音響攻撃をも上回る音は骨の芯まで響き渡り、まだ視界が揺れている。

「あーくそ……この程度でふらつくとか相当鈍なまってんな……」

〈……大丈夫？〉

　頭の中で鳴り響く音を気合いで無視して立ち上がると、大たい河がは改めて通話ウィンドウに視線を戻す。

「それで、何の用だよ？」

〈っと、そうだった。大河、アンタ暇でしょ？〉

「いや、今はちょっとやることが───」

〈暇よね？　暇ってことにしなさい。むしろアタシのために暇をもて余しておきなさい〉

「いつにも増して理不尽だな!?」

〈言い訳理由文句その他あらゆる否定の言葉は受けつけないわ。少したてこんでてね、時間がないの〉

　時間がない───その言葉に、巴は夜やを注意深く観察してみると目の上には大きな隈くまができており、顔色もこの前より悪くなっている。

「……おい巴夜。最後に寝たの、いつだ？」

〈仕事が山ほどたまってるのよ。寝てる暇なんてないわ〉

　学園の生徒会長としての仕事と、切きり燈とうグループ所属の研究者として仕事。それだけでも十分激務なのだが、今はそれ以外にも多数の仕事を抱えている巴夜。確かに、悠長に寝ている暇などないかもしれないか……。

「……睡眠時間はちゃんと確保しとけ。そのうち倒れるぞ」

〈御忠告ありがとう。一応調整しているつもりよ。───実はアリエス絡みの仕事が一つあってね。アンタにやってもらいたいの〉

「俺おれがやっても大丈夫なのか？」

〈仕事といっても単なる調査よ。詳しいことはメールで送るから確認しといて〉

「待て待て。やるなんて一言も───」

〈あーあ。大河がこの仕事を引き受けてくれたら、ほんの少しだけど休憩できるんだけどな～。誰だれかさんが断ると、また徹夜しないといけないな～〉

「ぐ……っ」

　してやったりと得意げな顔をする巴夜に、大河は言葉を詰まらせる。睡眠時間を確保するよう彼女に言ったのは自分だ。ここで断れば口先だけの人間になってしまう。

〈じゃ、よろしくねー♪〉

　最後に小憎たらしい笑みを残して、ウィンドウは消えていった。

　残された大河は深く深くため息をつく。まだ出会って二週間ほどだが、巴夜の傍若無人っぷりはますます悪化していた。

「俺は雑用係か、っての」

　本来の小間使いであるＡＩ・イオラ。彼女は「社会学習のため」とかなんとかで最近は自由に行動しているそうな。あの暴君から解放されて羨うらやましいかぎりである。

　と、再び端たん末まつから音が響く。先ほど巴夜が言っていたメールだろう。

「えーと、内容は……なんだこりゃ？」

　本文を展開させて最初に飛び込んできた文字は───「天使」。

　この時点でもう読む気はなくなっていたが、届いてしまった以上、無視するわけにもいかない。仕方なく続きに目を通す。

　仕事の内容を簡単にまとめるとこうだ。

　なんでも一週間ほど前から、切きり燈とうが運営する構造体の多くで出自不明のプログラムが出回っているらしい。それ自体は何ら問題ないが、そのプログラムというのがゲームシステムを崩壊させる類たぐいのものらしく、危険視した切燈が調査に乗り出すことになった。

　そしてそのプログラムの制作者が、「天使」と名乗っているとのこと。

　仕事は「天使」に関する情報集め。プログラムがばら撒まかれている構造体それぞれで行われており、大たい河がはそのうちの《アリエス》担当、ということだ。

（こんな仕事、下っ端のやることだろ……）

　押しつけられたのか自分から志願したのかは知らないが、今の彼女は仕事を選べないのだろう。

「……紫し緒おと色々回るついでに聞きこむか。しかし『天使』ねえ。この前の死神といい、話題にこと欠かない世界だな」

　少し楽しそうに呟つぶやくと、大河は螺ら旋せんの塔へと歩き始めた。




　───《アリエス》の中心に位置する巨大な塔《運営塔》、通称《バベル》。

　接続者たちが最も頻繁に利用する施設であり、構造体内部から運営側にアクセスできる唯一の場所。ここではランクアップや攻性プログラムの購入など、各種手続きを行うことができる。

「運営塔にようこそ。本日はどんな御用でしょうか？」

　大河が塔内部に足を踏み入れると、入り口に立っていた女性の一人が声をかけてきた。

　床まで届きそうなほど長い緑色の髪に、整いすぎた美び貌ぼう。一目で作りものだとわかる冷たい笑みを浮かべた女性は全部で十人。いや、正確には十体か。

（ＡＩ……ＭＲ－７とかいったっけ？）

　確か冬ふゆ姫きがそんな風に呼んでいたはずだ。そのときは現実世界で機械の身体からだを持った人型無人機ヒユーマノイドだったが。なんでも事務作業や家事、受付など様々な雑事に対応しており、広く普及しているらしい。

「ちょっと前に連れが来てるはずなんだ。名前は紫緒、多分ランクアップをしたと思うんだけど」

「少々お待ちください……その方なら手続きを済ませたあと、第三十三練習場に向かわれました。よろしければ、ご案内いたしましょうか？」

「頼む」

　大河は先を行くＡＩのあとを追って、螺旋階段をのぼり始める。

　各階にはそれぞれフリースペースが設けられており、接続者たちの歓かん談だんの場となっていた。上に行くごとに接続者の数はどんどん増えていく。

「上には何があるんだ？」

「最上階は闘技場となっております。様々な条件でプレイヤー同士が戦える場となっており、どなたでも参加できます」

「闘技場ねえ……あとで情報収集ついでに行ってみるか」

　数分後、三十三と記された扉の前に着いたところで、女性型ＡＩは一礼して去っていく。大たい河がが扉を開けると、中からヒュンという風切り音が聞こえてきた。

　音の正体は矢。

　真まっ直すぐ放たれた矢はおよそ二十メートル先にある的の中心に命中し、軽い破裂音と共に弾ける。

「だいぶ上達したな。初めてのときと比べたら雲泥の差だ」

　声をかけると、紫し緒おは一瞬背中を震わせてからゆっくりと振り返る。先ほどの会話を引きずっているのか、どこか暗さを感じる表情。

「……Ｄランクになって補正性能が上がったから、そう見えるだけだよ。こんなの本当の力じゃない」

「全部が全部偽物じゃないだろ。紫緒の腕だって上達してる」

「……そう、なのかな……お兄さんのランクアップは？　あの森を突破してこの街に来るのが条件だから、お兄さんもＤランクになれるよ？」

「いや、俺おれは今のままでいい」

　逆に弱くなるから───とは言わないでおく。

　常人をはるかに超えた身体能力スペツクを持つ大河にとって身体能力補正ステータスアシストなど、本来プレイヤーに有利に働く要素は正反対の効果をもたらす。Ｅランクの今でさえ本気を出すと神経接続が外れてしまうのだから、ランクを上げる意味はない。

「それじゃ、もう外に行く？」

「それなんだが、ちょっと行きたいところがあるんだ。寄り道になるけどいいか？」

「今まで私に付き合ってくれたんだし、全然構わないよ。あ、でもそろそろお昼の時間だよね……」

「いったん休憩するか。一時間後にここで集合しよう」

　大河はログアウトプロセスを起動させるためにウィンドウを開く。何を食べようかな、とマスターの料理に思いを馳はせていると、微かすかな声が聞こえた。

「……私と姫ひめちゃんの関係、気にならないの？」

　ぎりぎり聞こえるくらいの小さな呟つぶやき。

　いつかは聞かれていたであろう紫緒の問いに、大河は静かに答える。

「最初に言ったろ。俺からは何も聞かない。二人の間に何があっても、それは二人で解決するべきことだ……違うか？」

「……解決するようなことなんてないよ。……何も」

　それだけ言うと、紫し緒おは現実世界に帰っていく。

「……なかなか上う手まくいかねえもんだな」

　残された大たい河がはこっそりため息をつき、あとを追うようにログアウトするのだった。









　　第三章　過去と向き合う覚悟






「ふう……」

　明かりの消えた薄暗い部屋の中で、紫緒はゆっくりと目を開ける。

　初めての娯楽構造体ＭＭＯ体験で心が高ぶっており、身体からだの奥で燻くすぶる熱を吐き出すように、大きく深呼吸を繰り返す。

　思し考こうがクリアになってきたところで軽く腕をふる。するとその動きに連動して明かりが点灯、同時にアークライトの電源が落ちる。

「……汗かいちゃった」

　電脳世界エリユシオンとはいえ、慣れない運動をしたせいだろう。汗で湿った白のキャミソールは肌にぴったり貼はりつき、肌色が透けてしまっている。用意しておいたタオルで全身を軽く拭ふくが、不快感は残ったまま。

（まずお風呂に入って、それからお昼にしよう）

　個人の私室にしては広すぎる部屋にいるのは彼女一人。

　アークライトにベッド、それと最低限の家具しかない簡かん素そな一室。それが彼女の生活空間だった。

　───電脳四大企業の一角、「鴉からす羽ば」。

　切きり燈とうの名を知らない人間はいても、鴉羽を知らない人間はいない。そうまで言われるほどの大企業。鴉羽紫し緒おはその会長の孫娘、現社長の次女にあたる。

　養子として鴉羽の性を名乗っていた冬ふゆ姫きとは違う、「高貴な血統」を受け継ぐ令嬢。

　紫緒は上着を羽織ると、適当な着替えを持って部屋を出る。

　鴉羽は小さな街ほどの敷地を保有しており、その中で彼女の私室は本家の人間が住んでいる邸宅の隅にあった。

　窓の外には数十棟にも及ぶ研究棟が見え、その奥には巨大な本社ビルがそびえ立つ。

　紫緒のいる場所からは見えないが、反対側には迎げい賓ひん館かんや内部教育機関《鳥とり籠かご》など、様々な施設が点在している。

　休日の昼間ということもあってか、屋敷内のひと気は少ない。姿恰かつ好こうから察するに本家の人間は紫緒だけ、残りは全て使用人のようだ。

「……紫緒お嬢様はまた御在宅か……他の御ご兄弟きようだいは皆研究に勤いそしんでいらっしゃるというのに……」

「旦だん那な様や奥様が何とおっしゃられるか……」

　道中、使用人たちの立ち話が聞こえてくる。とても好意的とは思えないそれらを、紫緒は心を閉ざして黙殺する。

（いつも同じこと言ってて飽きないのかな……？）

　何度も何度も何度も、毎日のように言われ続けてきた言葉は、もはや彼女の心にいかなる傷もつけない。ただ少しずつ心のどこかが擦り減っていくだけ。

　紫緒には兄、姉、妹が一人ずついる。

　そして紫緒を除いた三人は、すでに研究者として目覚ましい成果をあげた───いわゆる「天才」と呼ばれる類たぐいの人間だった。

　鴉羽本家の子供たちは普通の子供のように遊ぶこともできず、学校にも通わない。人の上に立つ人間となるべく、幼少期から徹底した英才教育を施される。

　教え込まれるジャンルは多岐にわたる。が、その中でも重要視されるのはやはり電脳技術。優れたものを作り出せるか否いなか。ただそれだけ。

　幼いころから必死に努力してきた。

　他の全てを犠牲にして技術を磨いた。

　───それでも、紫緒に才能はなかった。

　兄妹たちがたった一週間で習得したことに、彼女は三ヶか月げつもかかった。どれだけ必死に努力しても、兄妹たちの背中さえ見えなかった。

　そうして、「鴉羽紫緒」の居場所は少しずつ消えていった。







　脱衣所に入った紫緒は手早く服を脱ぎ、馬ば鹿かみたいに広い大浴場に足を踏み入れる。

　他の家族はもっぱらシャワーで済ませているので、普段から大浴場の利用者は紫し緒お一人。今ではすっかり彼女専用になっている。

「はふ～……やっぱり落ち着く～」

　白く濁った湯に浸つかると思わず声が出てしまう。

　湯の温かさが心地よいだけではない。自分以外に誰だれもいないという解放感が、紫緒の心を癒いやしていた。

　全身の力を抜いて、ぷかぷかと浮かぶ。

　紫緒はこの瞬間の、なんともいえない脱力感がたまらなく好きだった。嫌なことも全部湯の中に溶けこんで、頭の中がからっぽになっていく───はずだった。いつもなら。

（……おかしなことになっちゃったな）

　思い起こされるのは今日一日《アリエス》で過ごした時間。冬ふゆ姫きの兄だと名乗る少年と旅した記憶。

　目をつむれば今でも弓をひいて矢を撃つ感覚が、真まっ直すぐ飛んだ矢がモンスターを貫つらぬく光景が思い出される。

　ただの暇つぶしのはずだった。たまたまフリーパスをもらって（押しつけられて）、捨てるのがもったいないから使っただけ。

　だけどその気まぐれで、かつての友達と再会した。

（こーゆーのを運命っていうのかな……）

　湯で温まったはずの心が冷え切ってくる。

　自分では割り切ったつもりでいても、痛みはそう簡単に忘れられない。

　七年前のあのときに感じた、夢も希望も全て潰つぶされた心の痛みが、ゆっくりと毒のように全身を侵していく。

　あのときから何も期待せず、何も楽しまず、ただ無為に人生を歩んできた。

　自分の人生はこれからもずっと無価値、そのはずだった。けれど……。

（……楽しかった）

　今日の数時間は、本当に楽しかった。楽しめば楽しむほど、裏切られたときにつらくなるだけだとわかっているのに、「次はどんなことがあるのかな？」と期待してしまう。

　もう少しだけ、もう少しだけ続けてみよう───紫緒は瞳を閉じて、もう一度湯に身を任せる。





　　　　　　　◆　◆　◆






　休憩開始からぴったり一時間後。大たい河がは《アリエス》へと戻る。

〈───ログイン〉

　無機質な音声に目を開ければ、そこは《バベル》内部の第三十三演習場。

　例によって客のいないパラディスで食事をとり、ついでに軽く汗を流してきたので身体からだの調子も万全。と、すぐ近くで炸さく裂れつ音おんが聞こえてくる。

　いったい何時から続けているのだろうか。軽く息を乱した紫し緒おが四十メートルほどの距離から矢を放っていた。補正がかかっていても難しいのだろう、中央を撃ち抜く矢は全体の四割ほど。

　それでも、休憩前と比べると確実に進歩していた。

（おいおい……何のために一時間も休憩に当てたと思ってんだよ。休まないと意味ねえだろうが）

　大たい河ががログインしたことにも気づかず、次々と矢を生み出しては放っていく紫緒。

　一射ごとに成長しているわけではない。感覚的に何かを掴つかんでいるわけでもない。彼女の進そ歩れは、最初から最後まで努力によるものだった。

　どうすればいいのかわからず、ひらすら同じことを繰り返すだけ。何も見えない暗闇の中、手探りで方法を探っていく。そうすることしか知らない人間の、効率的という言葉からかけ離れた不器用すぎる思し考こう回路。

（あんなやり方でよくあのレベルまで上達したもんだ……逆に感心する）

　思わず呆あきれる大河。でも、嫌いじゃない。

　どこにも居場所がなく、そこから抜け出すには強くなるしかなかった。でも頼れる人は誰だれもいなくて、教えを請うこともできなかった───そんな昔の自分が彼女と重なり、大河は見ていられなくなった。

「……紫緒、もっと肩の力を抜け」

「え……お兄さん!?　ご、ごめんなさい、もう時間だった？」

「いいから、はやく」

　謝罪の言葉を遮り、構えるように促す。

　慌てる紫緒は精一杯力を抜こうとしているが、まだ硬い。

「的の距離につられて力が入りすぎてる。森で最初に矢を命中させたときのことを思い出せ。力はあの程度で十分、あとは技術で放つ。はい、ゆっくり深呼吸」

　紫緒は言われた通り、矢を構えたまま大きく深呼吸する。三回、四回と繰り返していくと少しずつ全身から力が抜けていく。

　大河の指導は続く。

「的がよく見えないからって目を細めるな。目に負担がかかって集中力が落ちる。呼吸も自分の中でコントロールするといい。一定のリズムで浅く吸って吐いてを繰り返す。呼吸を深くしすぎると必要以上に力が抜けるし、逆に浅くしすぎると脳に酸素が回らなくなって思考がぼやける。最初は難しいと思うけど、できるかぎり自然体に近い呼吸を意識すること」

　紫緒は大河の指示に従って、視界と呼吸を整えていく。

　四十メートル先の的は輪りん郭かく程度しか見えず、中央の丸い点に至ってはほとんど見えない。不安そうな紫緒に、大河は言い含めるように言葉を重ねる。

「的の詳しい情報まで知る必要はない。だいたいの大きさと形がわかっていれば、あとは繰り返し撃って調整していけばいい。今は感覚を掴つかむことが重要だ。そのうち狙ねらったところに命中させられるようになる」

「……うん」

「矢を放つときは一瞬だけ呼吸をとめる。身体からだが動くと少し狙いがずれるからな。けど長くとめすぎると息が詰まるから、撃つと決めたら一気に撃つこと」

　頭の中でリズムを作り、真まっ直すぐ矢を構える紫し緒お。そして息を吐くと一瞬呼吸をとめ、一拍の間に矢を放つ！

　たん───風を斬きる矢は中心から少し外れたところに突き刺さる。紫緒は思わず小さく「やった！」と呟つぶやき、大たい河がも嬉うれしそうな彼女を見て微かすかに笑みを浮かべる。

「それじゃ次だ。リズムよく連続でやってみようか」

「うん！」

　勢いよく返事して、紫緒は次の矢を構える。

　気になったところは大河が逐一修正していき、やがて連射数が五十に届くころには、ほぼ真ん中に当たるようになっていた。

（身体はほぼ自然体、リズム、呼吸共に教えた通り。教えがいのあるやつだな）

　ここまで指示されたことを完かん璧ぺきにこなす教え子はそういない。

　どんな人間でも、ある程度数をこなせば固有の癖がでてくるものだ。それが教える側と教えられる側の歯車を狂わせる。

　だが彼女には独自のアレンジがほとんど見られない。真ま綿わたのように大河の言葉を全て吸収し、そのまま実践している。この調子ならあっという間に上達するだろう。

「紫緒、それくらいにしておこう。続きはモンスター相手にやるぞ」

「う……ワームとかよりずっと難しいよね。私にできるかな……？」

「当てるだけならそんなに難しいことじゃないさ。ま、相手の動きを先読みして狙う必要はあるけどな」

　基本は変わらない。要素が一つ追加されるだけだ。

「……そうだ。お兄さん、行きたいところがあるって言ってたよね？　どこ？」

「ああ、知り合いにちょっと面倒な頼みごとをされてな。ここの最上階にある闘技場ってところだ」




《アリエス運営塔》、通称バベルの利用者は一日数千人にも及ぶ。

　といっても、ランクアップや運営との交信といった目的で訪れる接続者は多くても百人程度。では、残りの接続者は何な故ぜバベルを訪れるのか？

　彼らの目的は最上階。塔のはるか上空に浮かぶ浮遊岩、その上に設置された巨大な円形状のフィールド───《闘技場》である。

「ここが闘技場か」

「凄すごい熱気……それに、うるさい……」

　螺ら旋せん階段の先にあった転送陣に入った瞬間、大たい河がと紫し緒おは強制的に円形闘技場へと飛ばされた。舞台の一番端に出現した二人の耳に飛びこんできたのは、地鳴りのごとき歓声。

　中世のコロシアムをイメージしたと思われる《闘技場》。しかしそこは電脳世界エリユシオン、やはり普通ではなかった。

　闘技場の主役ともいえる中央フィールドに置かれているのは、水晶のように煌きらめく謎なぞの球体。それがプロジェクターとなり、虚こ空くうにいくつもの立体映像を映し出している。

　その数、全部で五つ。それぞれ違う場所での戦いをリアルタイムで放送していた。

「私、ここ苦手かも……」

「確かに人見知りの紫緒にはきついかもな。しかし何なんだ、この人数は。どいつもこいつも暇人か」

　大河の自分を棚に上げた言葉に、紫緒は苦笑いを浮かべる。

　かるく五百人以上いる観客たちは好き勝手に野や次じや声援を飛ばしており、正直かなりうるさい。それが紫緒にはきつかったようで、ふらふらと足元が覚おぼ束つかない様子。

「なんか酔っちゃいそう……あう……」

「おっと。紫緒、大丈夫か？」

　膝ひざから崩れ落ちそうになった紫緒の身体からだを支える。その際、変に露出の多い狩人かりうど装束のせいで剥むき出だしの肩に触れてしまう。

（うわ……なんだこれ、肌白すぎだろ……）

　余計な肉が一切ついておらず、しみ一つない綺き麗れいな肌。

　触れるだけで溶けてしまいそうなほどに白く、零こぼれてしまいそうなほどに脆もろい。

　こうして触れてみると、改めてその淡さがよくわかる。

「……お兄さん？」

　こちらを見上げてくる彼女の頬ほおはこの場の熱気に当てられたのか、うっすらと赤く染まっている。純白の中に一滴だけ注がれたその赤には、自然と目が惹ひきつけられる魔性の魅力があった。

「──っ。ほら、空いてる席探して座るぞ。ふらつくなら寄りかかってな」

「うん……ありがと、お兄さん」

　思わず見み惚とれてしまった大河は慌てて目を逸そらし、紫緒を休ませるために空席を探し始める。とはいえ、休日の昼間と人の多い時間帯、そう都合よく空いてる場所が見つかるはずもない。

　どうしたものかと悩む大河。そこに、一人の男が近づいてきた。

「お、あんときの二人組じゃねえか！　奇遇だな！」

「……？」

　気軽に話しかけてきた二つか三つほど年上の男に、大河は首を傾かしげる。はて、どこかで会っただろうか？

「おいおい、もう忘れちまったのか？　ほら昼間、大通りで───」

「……ああ！　仲裁に入ってきたやつか！」

　トクマとかいう男と揉もめたとき、周りが見ているだけの中で割って入ってきた男だ。あのときは紫し緒おを落ち着かせることしか頭になかったので、顔をよく見てなかった。

「また随ずい分ぶんと早い再会だな」

「ははは、縁でもあるのかもしれねえな。っと、そういえば自己紹介がまだだったな。俺おれはレオンだ。よろしくな」

「レオン？　外国人か？」

「お兄さん。本名じゃないよ。電脳世界エリユシオンで使うセカンドネーム。本名を隠すための仮の名前だよ。たぶん、さっきのトクマって人も」

「……要するに偽名か？」

「おいおい、セカンドネームを知らないって何時代の人間だ？」

　呆あきれるレオンだが、あいにく大たい河がはつい先日までろくに電脳世界を使ったことがなかったのだ。冬ふゆ姫きと涙るいは教えてくれなかったし、知らなくとも無理はない。

「……別に隠す必要もねえか。大河だ、よろしく」

「タイガね。ところでそっちの娘こ、具合が悪そうだけど大丈夫か？」

「ここの雰囲気に当てられたみたいでな。座れる場所を探しているんだが、見つからなくて困ってたところだ」

「それならいい場所を知ってるぜ。座れる上に、ここと違って静かな場所だ。よかったら使うか？」

　レオンの提案は大河にとって渡りに船だった。しかし、疑問が一つ。

「……そんな場所、どこにあるんだ？」

「この下にある参加者専用の控室さ。本来、関係者以外は使えないんだが……もうクランのやつらもいないだろうし、試合が終わるまで自由に使ってくれ。クランはわかるか？」

「氏族って意味の英単語だが……それじゃ意味が通らないな」

「グループって意味なら間違いでもない。四人以上でつくるプレイヤーの集団のことさ。俺は《獅し子し同盟》って名前のクランでリーダーをやってる。まあ四人しかいない弱小クランだけどな。……っと、余計なこと話しちまったな。控室に案内しよう」

　そう言うとレオンは観客席を通り抜け、外壁付近に設置された階段を下っていく。大河は紫緒を休ませることが先決だと判断し、紫緒の小さい身体からだを抱きかかえるとレオンのあとを追う。

「お、お兄さん！　自分で歩けるよぅ！」

「倒れたやつが何言ってんだ。もう少しで静かになるから我慢しろ。……ってか紫緒、いくらなんでも軽すぎだろ。もっと肉とか食え」

「うぅ……お兄さんのばか……」

　恥ずかしいのか、頬ほおを朱色に染めた紫緒はそれっきり顔を俯うつむかせる。大河は抱えた身体のあまりの軽さに驚きながらも、揺らさないように注意して下りていく。

　観客席の真下に位置する回廊を歩き続け、やがてレオンの足が止まった。

「ついたぞ、ここが俺おれたちの控室だ」

　レオンの案内でたどりついたのは、簡かん素そな一室だった。

　中央には中央フィールドと同じように投影球スフイアが浮かび、その周りをぐるりと椅い子すが囲んでいる。大たい河がは紫し緒おを座らせるとレオンに頭を下げる。

「悪いな。助かった」

「ありがとう、レオンさん」

「いーってことよ。……けど、どうして闘技場に？　言っちゃなんだが、初心者にここの試合はキツいぞ？」

「参加しに来たわけじゃない。横おう暴ぼうなお嬢様に調べものを頼まれてな。人が多い場所ならわかるんじゃないかと思っただけだ」

　切きり燈とうが動いている以上、一部の接続者だけが知っているレベルの話ではないはずだ。人が多い場所なら、情報を持っている人間もいるだろう。

「そうだったのか。ちなみに何を調べてるんだ？」

「最近になって現れた『天使』とかいうやつだよ」

「ああ。あの望むものを授けてくれる、とかいう……」

「知ってるのか？」

「まあ噂うわさ程度なら。お目にかかったことはないけどな」

「それでいい。教えてくれ」

「そうだな。まずは───っと、ちょっと待ってくれ。もしもし……」

　通話が入ってきたらしく、レオンは二人に背を向けて誰だれかと話し始める。

　手持ち無ぶ沙さ汰たになってしまった大河は紫緒の様子を窺うかがう。だいぶ落ち着いてきたようで、頬ほおの赤みも薄くなっていた。

「もう大丈夫そうだな」

「うん、お兄さんのおかげだよ。さっき言ってた『天使』って？」

「そういうやつが変なプログラムをばら撒まいてるんだと。何な故ぜか俺が調べることになってな。……巴は夜やのやつ、人に仕事を押しつけたんだ。ちゃんと休んでるだろうな……」

「……あれ？」

　大河のぼやきに首を傾かしげる紫緒。知ってる名前が聞こえた気がしたのだ。

（別人、だよね？）

　どうしても気になってしまい、素直に尋たずねることに。

「巴夜って……もしかして切燈巴夜さん？」

「なんだ、知ってるのか？　そうか、同じ四大企業の子女だもんな。面識くらいあるか」

「パーティーで一回挨あい拶さつしただけだよ。そうだ。私にフリーパスをくれて《アリエス》を勧めたのも巴夜さんなんだけど、知り合いがやってるって言ってた……」

「……間違いなく俺おれのことだ。つーことはなにか？　紫し緒おが《アリエス》に来たのは、俺がいたから？」

　なんという偶然。いや、むしろ必然というべきか。

　こうして大たい河がと紫緒が二人で《アリエス》にいることは、運命だったのかもしれない。

「さすがに驚いたな……しかしパーティーねえ。やっぱり紫緒もそういうのに参加してるんだな」

「ううん、出席したのは久しぶりだよ。私みたいな落ちこぼれじゃ、家の迷惑になるだけだから……」

　鴉からす羽ばにとって、自分は使い捨ての道具にすぎない。それも、ほとんど価値のない道具───紫緒は本気でそう思っていた。

　いつだか両親が話していた。あの娘は外見だけはいいから早く結婚させましょう───そのときにわかってしまったのだ。鴉羽紫緒という人間の価値は、「政略結婚の道具」しか残っていないのだと。

　大河は「もう少し自信を持て」と言いかけた言葉を、途中で呑み込む。それは今の彼が言うべきことではない。

（いくらなんでも無責任すぎるよな……）

　彼女がどんな過去を抱えているのか、何も知らないくせに。

「はぁ!?　ちょ、ちょっと待て！　お前、今日がどれだけ大切な日かわかってるのか!?」

　と、部屋の隅で通話していたレオンが何やら慌てた声をあげる。話を続ける雰囲気じゃなくなり、二人は顔を見合わせる。

「知ったことじゃないって……ずっと前から言ってあっただろうが!?　クラン四人しかいないんだぞ、一人でも欠員がでたら───待てってば、おい!?」

　一方的に通話を切られたらしく、レオンの声は相手に届くことなく部屋に響きわたる。

「レオンさん、どうしたんだろ？」

「なんかトラブルっぽいけど……おい、レオン！　どうした？」

「……ドタキャンされた」

「は？」

「今日の試合、四人一組じゃないと参加できないのに、メンバーの一人がいきなり来れなくなったって……一ヶか月げつも前から決めてたのに……」

　見ているこちらが心配になってきそうなほどの落ち込みようだった。よほど今日の試合を楽しみにしていたのだろう。

「別の人に頼むのはダメなの？」

「《獅し子し同盟》はメンバー四人の弱小クランなんだよ……替えのメンバーなんてどこにもいないし、今からじゃ探す時間も───」

　そこで言葉が切れ、レオンの視線が大河に狙ねらいを定める。

　大河は何だか嫌な予感がして、紫緒を連れて部屋を出ようとしたが───。

「頼むタイガ！　代わりにゲームに出てくれないか！」

「……やっぱりそういう展開かよ」

　少し遅かった。

「もうお前以外にいないんだよ！　な、頼むって！」

「俺おれにはきついって言ったのお前だろうが。その当人を誘ってどうすんだよ？」

「この際、そこは目をつむることにした！　頭数がそろえば誰だれでもいい！」

「おいおい……」

　いくらなんでも適当すぎるだろう。

「負けてもいいのか？」

「もちろん参加する以上は負けるつもりはない！　だが戦わずして負けを認めるくらいなら、俺は不利な条件を背負ってでも参加する！　無論、タダとは言わない。もし参加してくれるのなら、知り合いに片っ端から当たって『天使』の情報を集めてやる！」

「……む」

　その条件に、少しだけ心が迷う。

　大たい河が自身には何の利益もないが、あの腹黒お嬢様のことだ。この程度の情報収集に時間をかけすぎると、罵ば声せいが飛んでくることは想像に難くない。

　それにレオンには昼間の一件だけでなく、紫し緒おのために部屋を貸してもらったりと借りがある。無下に断るのは気が引ける。

　加えて、対人戦闘に興味がないわけでもなかった。

「……詳しく聞かせてくれ」

「出てくれるのか!?」

「とりあえず話を聞いてからだな。変なのだったら出ないぞ」

　レオンからすれば人数合わせであっても、手を抜くつもりはない。ならば自分が役に立つかどうか聞いてから参加を表明するべきだ。

「けど具体的な内容か……説明しようにも俺もまだわからないんだよな」

「おいおい……」

　参加者が内容を知らないってどういうことだ、と少し呆あきれる大河。だがレオンにも言い分がある。

「勘違いするなよ。俺たちだけじゃない。参加者全員、開始直前まで詳しい試合内容は知らされないんだ。それが《ＵＮＫＮＯＷＮ》の醍だい醐ご味みなのさ」

　レオンの説明によるとこうだ。

　参加者は直前になるまでルールを知ることができない。ルールは毎回異なり、状況次第では大番狂わせも十分にありえる───それが一ヶか月げつに一度だけ開催され、闘技場で最も人気のある演目《ＵＮＫＮＯＷＮ》。

「あと少しで参加登録が終わって、そこで初めてルールが発表されるってわけだ。結構特殊なルールもあって、過去には『ランクボーナスの反転』やら『動きの高速化』なんてのもあったな」

「ふーん……参加人数は？」

「今回は四人一組のグループが十組の計四十人だ。勝利条件はたまに変わるけど、大抵は自分以外のグループを全て撃破、っていうシンプルなやつだな。あとの細かいことはここに書いてある」

　そう言ってレオンはウィンドウを一枚展開させると、大たい河がに送ってくる。

　その中で大河が最も気になったのは、目立つように赤字で記されていた一文。

「この優勝賞品ってのは何がもらえるんだ？」

「攻性プログラムのアップデートプログラムだと。武器を飛躍的にパワーアップさせられるらしい。この報ほう酬しゆう目当てで、参加倍率が凄すごいことになったらしいぜ」

「へえ……」

　その言葉に、ちらりと紫し緒おを見る大河。椅い子すに座って休んでいる彼女は、部屋の中央に浮かんでいる投影球スフイアを興味深そうに眺めている。

「一つ確認だ。負けても情報は集めてもらえるんだよな？」

「それは約束する」

「なら、出てもいい」

「おっしゃ！　それじゃパーティー申請を送るから了承しといてくれ！　俺おれはメンバーに事情を説明してくる！」

　それだけ言うとレオンは急いだ様子で走り出し、一拍遅れて大河の前にウィンドウが展開される。

〈プレイヤー・レオンからパーティーへの参加が申請されました。許可しますか？〉

　大河がＹＥＳをタップすると、レオンと他二人のメンバーと思われる名前が視界の端に追加された。これで大河もパーティーの一員になったらしい。

「そういうわけだから紫緒、ちょっと待っててくれるか？　ちゃっちゃと終わらせてくるからさ」

「う、うん。それはいいけど……お兄さん、本当に出場するの？」

「面白そうだしな。紫緒は反対か？」

「……私たちみたいな初心者じゃ、強い人に踏み潰つぶされるだけだから」

　まただ。またこの目だ。

　それが絶対的な真理だと信じて疑わない、心がすり潰されてしまった瞳。あがいて抗あらがって否定しようとして───それでも現実を突きつけられて絶望した人間の目。

「どうせ勝てないんだったら、最初からやらないほうがいいよ。負けて笑いものにされるのはレオンさんじゃなくてお兄さんなんだよ？　……どんなに頑張っても、最初からスタートラインの違う相手には勝てない。私は、そう思う」

　どうしてだろう。大河には紫緒の言葉が、そうでなければならないという悲痛な叫びのように聞こえた。

　肯定してはいけない───本能的にそう思った。

「俺おれじゃ上位ランクのやつらには勝てない、か……ならこの試合で俺が勝てば、紫し緒おの考えは間違ってることになるな。よし、やる気出てきた！」

「……だから無理だってば」

「そこまで言うなら賭かけようか？」

「賭け？」

「そ。紫緒は俺の負けに賭ける。俺は当然その逆だ。賭けに負けたほうが相手の言うことを何でも一つ聞く───どうだ？」

「……お兄さん、何が目的？」

　大たい河がの真意を探るように見上げてくる紫緒だが、そう簡単に心の内側を読むことなんてできない。やがて諦あきらめたのか、小さくため息をついた彼女は渋々同意する。

「……いいよ。乗ってあげる。どうせお兄さんは勝てないんだから」

「そうか。じゃ、そこで見てな」

　俯うつむいて口を閉ざす彼女を控室に残し、大河はその場をあとにする。ほんの少しの罪悪感を抱えて。

（騙だましたみたいで気が引けるけど……この際、仕方ないか）

　大河は確かにＥランクだが、その実力はＡランク以上。なにせ冬ふゆ姫きや涙るいに交じって討とう伐ばつ対象ウィルスと戦っているのだ。そこらの接続者では相手にならない。

　控室が並ぶ回廊の先にあったスタンバイルームには、すでに四十名近い接続者たちが集まっていた。その一角に《獅し子し同盟》の面々を見つける。

「お、来たなタイガ。心の準備はできてるか？」

「ああ。勝たなきゃいけない理由もできたしな」

　気軽に話しかけてくるレオンだが、他の二人の視線は厳しい。どうやら大河の参加には納得していないようだ。飛び入り参加のメンバーがＥランクでは当然の反応、あとは結果で示すしかない。

「気合い入ってるみたいだが、よほど変なルールでもないかぎり、Ｅランクのタイガじゃ勝てねえからどっかに隠れてな。運が良ければ最後まで生き残れるかもしれないぞ」

　レオンはメンバーと試合の打ち合わせに入り、手持ち無ぶ沙さ汰たの大河はこれから戦う相手を観察することに。

　さすがに現実とは違い、見ただけでどれくらい強いかまではわからない。が、どの程度戦い慣れているかくらいはわかる。さすが人気の題目、それなりに経験を積んでいる人間が多く見受けられた。

「こりゃ思ったより大変そうかもな……ん？」

　突然、参加者たちがどよめき始めた。「何であいつらが……」、などと聞こえてきたので彼らの視線をたどってみれば───そこにいたのは全身黒ずくめの男。

「うげ……っ」

　大たい河がは咄とつ嗟さに顔を背けて視線を外す。そして何な故ぜ参加者たちがざわついたのか、その理由もわかってしまった。

「ふん、ザコが雁がん首くびを並べている光景というのは何とも不快なものだな」

　他者を見下した言葉に尊大な態度、顔は一瞬しか見えなかったが忘れるはずもない。

　昼間に街で会ったＡランクの接続者、トクマとかいうやつだ。

（あいつも参加するのか……面倒なことになってきた）

　纏まとう雰囲気でわかる。態度こそ横おう暴ぼうだが、力量はここに集まっている面子めんつでは頭一つ抜けている。それに一緒にいるトクマのメンバー三人。彼らもトクマほどではないが、なかなか手ごわそうだ。

　大河がトクマの一行を観察していると、不意にスタンバイルームの扉が音を立てて閉まる。同時に天井付近に緑色の結晶体が出現し、そこから声が響く。

〈皆さま、大変長らくお待たせいたしました。参加者四十名の入室を確認、これより今回の《ＵＮＫＮＯＷＮ》のルールを発表させていただきます。なおルール開示から十秒後、フィールドに自動転送されて試合開始となります〉

　機械的なアナウンスと共に、参加者一人一人の前にウィンドウが展開される。




　───《ＵＮＫＮＯＷＮ》ルール───

①フィールドは《樹海》。バトル方式はサバイバル。

②個人所有の攻性プログラムは使用不可。フィールド上にランダムで配置されている武装のみ使用可能。ただし単独で十人撃破した場合、個人所有の攻性プログラムが使用可能となる。

③ダメージ計算はランクに依い存ぞん。ただしステータスは変化なし。

④対人戦闘における部位別のダメージは以下の定義に従う。




「………………………………は？」

　書かれた内容に目を通して、大河はフリーズする。

　意味が理解できないわけではない。むしろ理解できてしまったからこその思し考こう停止。

（な、なんだ!?　この俺おれを狙ねらったようなルールは!?）

　Ｅランクの大河がＡランク以上の力を発揮できるのにはいくつか理由がある。

　一つは涙るいにもらった攻性プログラム《天剣》。そしてもう一つが、常人をはるかに超えた身体能力スペツク。この二つの要素により、大河はランクに見合わない攻撃力を獲得している。

　───逆に言えば、何らかの要因によりこれらの特性が失われてしまうと、天てん陵りよう大河はＥランク相応の弱者でしかないということだ。

「あーくそ、今回はあんまり変なルールはないな。この条件でどうやってＡランクの連中を倒したもんか……とりあえずタイガは隠れて生き残ることに専念しろ。俺たちはトクマをどうにかする」

　レオンが何か言っているが、当の大たい河がはピンポイントすぎるルールに呆ぼう然ぜんとしており、全く聞いていない。

　やがて室内が蒼あおい光に包まれ、四十人の接続者たちは戦場へと飛ばされていった。




「まだかな……あと少しで始まるって言ってたけど……」

　参加者たちがフィールドに転移したころ、控室に残った紫し緒おは宙に浮かぶ投影球スフイアをじっと眺めていた。手持ち無ぶ沙さ汰たのようで、両足をぱたぱたと上下に動かしている。

（そういえばお兄さんが戦ってるところって見たことない……弓の使い方を教えてくれたし、そういう方面に詳しいのかな？）

　考えごとをしながら待っていると、不意に投影球が淡く輝き始めた。そして部屋の中央に複数のウィンドウが展開、大樹が乱立している深い森が映し出される。

〈３・２・１───試合開始〉

　カウントが終わり、樹海の各地に接続者たちが出現する。

（あ、あの人……トクマとかいう……あっちにはレオンさんも……）

　プレイヤーたちは武器を手にすると、次々に移動を始める。どうやら同じグループでも出現位置はバラバラなようで、《獅し子し同盟》三人の姿は確認できたが、大河だけが見つからない。

「お兄さん、どこにいるんだろ……わわっ！」

　邪魔なウィンドウをどかそうとしたところ、いきなり別のウィンドウが展開して少しびっくりする紫緒。おそるおそる確認してみると、どうやら試合参加者の名簿のようだ。

　最後のほうに大河の名前を見つけたのでタッチしてみると、散開するウィンドウの中の一枚───大河が映っているものが紫緒の前に移動してくる。

「……なんでうずくまってるんだろ？」

　首を傾かしげる紫緒。

　視線の先には試合が始まっているにもかかわらず、その場で崩れ落ちている大河の姿があった。




《樹海》。

　その名が示す通り、はるか頭上まで幹みきを伸ばす大樹が海のように乱立しているフィールド。幹から枝分かれした支流の一つ一つがリニアの車両並みに太く、それらが複雑に絡み合って立体的な構造を作り出している。

　そして何よりも特徴的なのは、そこかしこに刺さっている武器の数々。

　だが大河はそれらに目を向けることもなく、ひたすらうなだれていた。

（いくらなんでも運悪すぎだろ、俺おれ）

　勝ちたいときにかぎって最悪のルールに当たる───自分の運の悪さにほとほと呆あきれる。念のためにもう一回ルールを確認してみるが、当然、記されている文字に変化はない。

　腰に手を当てても、そこにあった野太刀は影も形もなかった。

「……どうしろっていうんだ……」

　①と④は基本的なルールで、特に注目する箇所はない。問題は②と③だ。

　───個人所有の攻性プログラムは使用不可。フィールド上にランダムで配置されている武装のみ使用可能───

　この条件のせいで攻撃力の要かなめとなっている《天剣》は使えない。

　周りを見回してみると、あちこちに武器が突き刺さっている。あれを使って戦え、ということなのだろう。

　続いて③、ダメージ計算はランクに依い存ぞん、の条文。

　これは身体能力スペツクはダメージに何の影響も与えず、ランクがそのまま攻撃力に換算されるということだ。補正がかかると逆に身体能力が落ちてしまうゆえ、ランクをあげなかった大たい河がにとっては最悪のルール。

（ステータスは変わらないのか。それが唯一の救いだな……）

　軽く動いてみるが身体能力自体に変化はない。これなら逃げることもできるし、一方的にやられるような事態にはならないだろう。

　いつまでもすぎたことを気にしていても仕方ない。ということで、大河は立ちあがると耳を澄まし、あたり一帯の音を聞き分ける。

「……よし、誰だれも近くにいないな。今のうちに移動してレオンたちと合流しよう」

　あまり認めたくないが、今の自分ではろくに戦うこともできない。

　大河は近くに刺さっていた適当な剣を引きぬくと、日の差し込まない深い樹木の海を慎重に進み始めた。地表は敵に見つかる危険性が高いため、選ぶルートは幹枝の上。

　歩きながら得物を確かめる。

　刃渡り約六十センチ、刃幅四センチ程度と一般的な片手剣。ブロードソードと呼ばれている剣だ。

　正直、あまり使い慣れた武器とはいえない。普段から使っている野太刀とは長さも重さもかなり違う……というか、この手の片手剣は盾を併用するのが基本スタイルだ。剣だけでは片手で扱える意味がない。

「ロングソード、エストック、槍やり、斧おの……色々とあるな」

　少し歩くだけで様々な武器が確認できる。が、どれも一目で量産品だとわかる粗悪な出で来き。攻性プログラムのことはよく知らないが、《天剣》とは明らかにグレードが違う。おそらく全て初期装備だろう。

　日本刀があれば変えようかと思ったが、見当たらないので先を急ぐことに。

　この《樹海》は想像以上に広いらしく、五分以上歩き続けたが他のプレイヤーの姿は見えない。ちょうどいいのでルールの最後に記されていた、対人戦のダメージ計算に目を通す。

「ふーん……首から上はダメージが大きくなるのか。普通は即死だと思うんだが、そこは仮想現実ってことか」

　他にも背後から攻撃するとボーナスがついたり、腕や足などに一定以上のダメージが入ると切断されたり粉砕されたりするらしい。あと重要なのが、攻性プログラムには耐久度が設定されており、ゼロになると壊れてしまうこと。

　とりあえず戦いになったら首から上を狙ねらってダメージを確認しよう───方針を決めたところで前方から足音が聞こえてきた。大たい河がは気配を消すと音もなく幹みきを駆け上がり、敵の真上をとれる位置でじっと待つ。

　やがて足音の主───斧槍ハルバードを構えた男を視界に捉とらえる。どうやらすでに誰だれかと戦ったあとのようで、男の上部に表示されたＨＰバーは半分近くまで削られていた。

　大河は息を殺し、男が真下を通り過ぎるのをじっと待つ。そして背中が見えた瞬間、トップスピードで一気に幹を駆け下り、無防備な後頭部に飛びかかる！

（殺とった！）

　完全に気配を消した大河は蛇のように距離を詰め、勢いのまま無防備な首を斬きり裂く。

　現実世界なら一撃で頭を落としていたであろう完かん璧ぺきな奇襲。

　すり抜けた大河は素早く振り返って相手のＨＰを確認する。さすがに致命傷とまではいかなくとも、頭部＋背後でそれなりのダメージは入っているはず───。

「……は？」

　そんな淡い期待は小指の先程度しか減っていないゲージに、いとも簡単に砕かれた。

　数字にすると１％どころか０・１％、注意して見なければ気づかない程度の、本当にわずかな変動。斬った大河だけでなく、斬られた相手さえも、あまりのダメージの少なさに呆あつ気けにとられている。

「……えっと、今攻撃した？」

「ああ、まあ……一応」

　ついにはこんな馬ば鹿かみたいなやり取りまでする始末。

　男は斬られた頸けい動どう脈みやくをさすりながら首を傾かしげる。大河は何だか嫌な予感がして一歩後ずさりするも、斧槍の先端が下げられ───。

「……何だかよくわからねえが、とりあえず倒させてもらおうか！」

「やっぱそうなるよな！」

　大河は襲いかかってきた斧槍の一撃を横に弾き、一歩前に出て身体からだごと巻き込むように胴を斬り裂く。だが何のボーナスもついていない一撃、ゲージはほとんど減らない。

　攻撃を受けてもダメージがないとわかって、男は防御を捨てて連続で攻撃してくる。大河はそれらを受け流しつつ斬ざん撃げきを浴びせていくが、やはり効かない。

「これ無理だろ！　何回斬れって言うんだよド畜生が！　今回のルール考えたやつ、あとで絶対文句言いに行くから覚悟しとけよ！」

「しゃべってないで集中したらどうだ！」

　不平不満をぶちまけながら攻防を続ける大河。

　そんなことをしながらも敵の攻撃を一発もくらっていないのはさすがだが、いくら防御が上う手まくてもダメージを与えられなくては意味がない。

（こんなのいつまでも続けてられない───って、なんだ!?）

　大たい河がが本格的に逃走を考え始めたときだった。背後に別の気配を感じて飛とび退のく。

「───おらあああぁぁぁっ！」

　大剣を持った黒い影は雄お叫たけびをあげて男に突撃、力ずくで弾はじき飛とばす。吹っ飛ばされた男は地面を一回転しながらも何とか態勢を立て直し、再び構える。

「よっ、無事かタイガ？」

「レオン!?」

　二人の戦いに割って入ったのは《獅し子し同盟》のリーダー・レオン。両手で持つはずの大剣を片手で担ぎ、敵を前にして笑っている。

「いやー、見てたぜ。結構善戦してたじゃねえか！　本当に初心者か？」

「一応、まだ始めて二週間だよ。それより……助かった。さんきゅ」

「なに、いいってことよ。───あとは俺おれがやる。下がってろ」

　このまま戦っても勝ち目はない。そう判断した大河は素直に下がる。

　レオンは大剣を地面に突き刺すと肩をぐるぐる回し、拳こぶしを胸の前で勢いよくぶつけ合わせる。パンッと小気味のいい音が響き、その表情から遊びが消えた。

「さぁて……始めようか」

　勢いよく大剣を引き抜き、レオンは獅子を思わせる獰どう猛もうな笑みを浮かべる。

　男は本能的にレオンの強さを感じ取ったのか、先ほどまでとは違い、余裕を感じさせない構えでレオンと対たい峙じする。

　先手は斧槍ハルバード。単純ゆえに最も速い振り下ろしの一撃がレオンの頭部を襲う。普段から似た形状の武器を使っているようで、大河の目から見てもそれなりに上手い。

（……レオンの勝ちだな）

　だが、相手が悪かった。

　レオンは得物に見合わない俊敏な動きで斧槍を躱かわす。そして全身を大きく捻ひねりながら、両手で握りしめた大剣を横殴りに叩たたきつける！

「───っだらああああぁぁぁぁッ！」

　男は咄とつ嗟さに斧槍で防御したが、無駄な抵抗だった。

　凄すさまじい勢いで放たれた薙なぎ払はらいは斧槍を叩たたき割わり、そのまま男の胴体を真っ二つに引き裂く。ＨＰゲージは一気にゼロまで削られ、男は声をあげる暇もなく光の粒子となって消滅していった。

「お見事。いい一撃だった」

　大河は手放しにレオンを称賛する。

　戦いというには圧倒的すぎる攻防。闘技場で見たときからそれなりにやると思っていたが、まさかここまでとは。

「この程度のやつには負けないさ。……というかタイガ、隠れてろって言ったろ？　今回のルールはランクがそのまま実力に直結する。腕はいいみたいだが、Ｅランクのお前じゃ勝ち目はないぞ」

「みたいだな……そっちは一人か？」

「いや、仲間と一緒だ。今から他のグループと組んで作戦を実行するんだが、タイガも来るか？」

「作戦？」

「お前も見ただろ？　あのいけすかないトクマをぶっ倒す作戦だよ」

　レオンは首を振ってついてくるように促すと歩き出す。大たい河がは小走りでその隣に並び、作戦とやらについて尋たずねた。

「他のグループと組む、ってどういうことだ？」

「闘技場の試合ってのは基本的に一般接続者のためのもので、Ａランク以上の資格保持者が参加することはまずない。闘技場以上に刺激的なボス戦があるからな。だけど稀まれにあるんだよ。優勝賞品目当てに資格保持者が参戦してくるケースが」

　大河も実は資格保持者（正確にはその仲間）なのだが、この様子では黙っていたほうがよさそうだ。

「この試合のヤツらがそうだ。トクマはＡランクだけで構成されたクランのリーダーなんだが、そのメンバーを引きつれてきやがった。十中八九、優勝賞品が目当てだろう。ＡランクとＢランクじゃ、付加される補正に大きな差がある。今回みたいなルールでＡランク四人で組まれちまったら勝ち目なんてねえんだよ」

「それで他のグループと手を組んだ、ってことか。数は？」

「《獅し子し同盟》を含めて五つ、しめて二十人だ」

「……全体の半分かよ。たかが四人相手に随ずい分ぶんと多勢に無勢だな」

「馬ば鹿か言え。本当ならあと十人は欲しいところだ。けど他の奴やつらは全員トクマたちに倒されちまってな。だから急がねえとやべえんだよ。一人で十人倒されて攻性プログラムまで手に入れられたら手に負えなくなる」

　もしかしてさっきの男はその生き残りだったのだろうか。だとしたら、倒さずに仲間に引き込んだほうがよかったのでは───と思ったが、今さらすぎる。

　というか、いくらＡランクとはいえ二十人から袋ふくろ叩だたきにされるって、どれだけ嫌われているんだアイツらは。

「俺おれは作戦開始前にお前を探しに来たんだ。……っと、急ぐぞ。予定ではそろそろ始まるはず───」

　その直後、少し離れたところから金属が交差する音と叫び声が聞こえてきた。レオンと大河は顔を見合わせると、同時に走りだす。

「タイガは隠れてな！　前に出てころっと死なれても困る！」

「自分の身ぐらい自分で守る！」

「そうかよ！　なら勝手にしろ！」

　森を駆け抜け、幹みきを跳び越え、二人は音の発生源にたどりつく。

　そこは樹海の中心、一際巨大な大樹の根元に広がる開けた空間だった。すでに作戦は始まっているようで、トクマを含めた四人組を取り囲むようにプレイヤーたちが展開、次々に攻撃を仕掛けている。

「群れるしかできないクズどもが……ッ！　この俺おれの邪魔をするかッ！」

　相変わらず尊大な態度のトクマが吼ほえるも、その体力はすでに半分以下。他のメンバーも三割を切っており、どちらが押しているかは一目瞭りよう然ぜん。

　接続者たちは反撃をくらわないように一撃離脱を繰り返し、少しずつ四人の体力を削っていく。数の暴力という言葉を具現化したような光景だった。

「あーくそ。完全に乗り遅れた……もうほとんど終わってるじゃねえか」

　レオンの言う通り、戦況はすでに決していた。

　あの程度の包囲網なら一点突破で簡単に抜け出せるのだが、格下に追い詰められて頭に血がのぼっている四人に冷静な判断能力など残っていない。あれならよほどのことがないかぎり、こちらの負けはないだろう。

　包囲網を形成している接続者たちもそう思ったのか、目に見えて動きが緩かん慢まんになる。

　それがトクマのちっぽけなプライドを刺激した。手加減されている。この俺が、この程度のザコどもに───怒りが腹の底で煮えたぎる。

　そして攻勢が緩んだことで、自分を見下ろす視線にも気づく。

　トクマが見たのは、昼間に苦渋を舐なめさせられた少年と、その報復を邪魔した男の姿。彼らと自分の立ち位置が、見下ろす側と見上げる側の構図が、そして彼らの瞳に垣かい間ま見みえた憐あわれみの色が、彼に最後の一線を踏み越えさせる。

　トクマは剣を思いっきり振りかぶると───隣に立つ仲間に突きたてた。

「な───……っ」

　その場にいる全員が突然の狂行に驚く中、トクマは残りの二人にも斬きりかかる。すでに三割を切っていた体力は一撃でゼロになり、三人は光の粒子となって消えていく。

「……気でも狂ったか？」

　誰だれかが呟つぶやく。

　いくら追いつめられていたからといって、仲間を攻撃して何になるのか。狂ったと言われても仕方ない───。

〈───単独十人撃破を確認しました。個人所有の攻性プログラムを限定解放します〉

　その答えは、空から聞こえてきたアナウンスが示していた。

　ルール②───『個人所有の攻性プログラムは使用不可。フィールド上にランダムで配置されている武装のみ使用可能。ただし単独で十人撃破した場合、個人所有の攻性プログラムが使用可能となる』───そこに、敵か味方かの制限はない。

「まずい……全員逃げろッ！」

　危険を察したレオンが叫ぶも、接続者たちはまだ状況を理解していないのか、動かない。それでも何人かは慌てて逃げようとしたが、トクマは残忍な笑みを浮かべて地面から生えてきた柄つかを掴つかみ、一気に引き抜く。

「さあ、処刑の始まりだ……《シウコアトル》ッッ!!」

　叫びと同時に、鋼が吼ほえた。

　引き抜かれた漆黒の長剣。その刀身が不気味に蠢うごめき、ギチチチ……と奇き妙みような音を掻かき鳴ならして伸びていく。その全長、目算にして約二十メートル。

「消え去れッッ!!」

　トクマが身体からだを一回転させ、波打つ剣が放たれる。

　剣としての間合いを完全に無視した斬ざん撃げきは、彼を取り囲んでいた接続者たちをまとめて斬きり裂く。ガードにまわした武器さえも斬り刻み、たったの一撃で十人の接続者たちが消えていった。

「連れん接せつ剣けん……ッ。攻性プログラムってあんなのもありかよ！」

　蛇じや腹ばら剣けんとも呼ばれる空想上の武器。一言で表すなら、相手を斬り裂く伸縮自在の鞭むち。

　刀身が複数の刃に分かれ、通常はそれらがワイヤーなどでつながっている。剣としての形態と鞭としての形態を併せ持つ、近・中距離兼用の武装。近年、技術の進歩によって空想上の武器ではなくなったが、それでも二十メートルという長さは規格外すぎる。

「ひゃははははぁっ！　逃がすかよぉぉっ！」













　ようやく逃げ始めた接続者たちを、連れん接せつ剣けんの刀身はまるで意思を持っているかのように次々と串刺しにしていく。それはもはや戦いでもなんでもない、ただの処刑。

　時間にしてわずか十数秒。たったそれだけの間に二十人いたはずのこちらの陣営は、大たい河がとレオンを残して全滅していた。

「……おいおいマジか」

　圧倒的というのも馬ば鹿からしいほどの力の差。

　レオンは無意識のうちに後ずさり、パキッと幹みきの欠片かけらを踏み砕いてしまう。何をやってるんだと後悔しても時すでに遅く、ぎらついた目が二人を射抜く。

「「───ッ！」」

　間髪入れずに全力で上に跳んだ大河に対し、レオンはほんの少しだけ回避行動が遅れてしまった。

「ぐあっ!?」

　遠心力で威力を増した連接剣の一撃に右足を斬きり飛ばされるレオン。

　ＨＰもがくんと減り、残りは目算にして５％ほど。しかも攻撃はそれで終わらない。《蛇の女シウコアトル》の名の通りに、流動する刃の鞭むちはレオンの身体からだに巻きついていく。

「まずは一匹ぃッ！」

　トクマの腕の動きに応じて連接剣が大きくしなり、弾みをつけてレオンを大樹の幹に叩たたきつけた。ゴガンッ、と鉄球がめりこんだような鈍い音がし、残りわずかなＨＰを失ったレオンは光の粒子となって消えていく。

「レオンッ！　ってやば！」

「あとは貴様だけだ虫ケラァァァッッ！」

　上の幹に飛び乗った大河だが、飛来してくる剣先にすぐさま走り出す。

　直前まで大河がいた場所に剣先が突き刺さり、リニア車両並みに太い幹がいとも簡単にへし折られる。

「うおおおおっ!?」

　足場を崩されてバランスを失った大河に迫る《シウコアトル》。

　反射的に片手剣でガードして、何とか軌道を逸そらす。しかし脆もろい武器は強烈な一撃の前に砕け散り、大河は派手に吹き飛ばされてしまう。

「ぐっ!?　かはっ───」

　背中から中央樹の太い幹に叩きつけられ、一瞬だけ呼吸が詰まる。その隙すきを狙ねらって《シウコアトル》の横よこ薙なぎが大河を襲う！

「───っつあぁ！」

　咄とつ嗟さの判断で幹を思いっきり殴り、その反動で斬ざん撃げきを躱かわす。

　重力に従って落下した大河は着地すると素早く距離をとり、トクマの視界から消えた。

「はぁ……はぁ……隠れられたか……？」

「どこに隠れたッ！　虫ケラ風情がこの俺おれの手を煩わせるなッ！」

　身を隠した大たい河がは呼吸を整えつつ、幹みきと幹のわずかな隙すき間まから様子を窺うかがう。

　どうやら完全にこちらの姿を見失ったようで、トクマは腹立たしそうに連れん接せつ剣けんであたりの幹を破壊している。

「何とか躱かわせたのはいいけど……やっぱりこっちの攻撃が効かないのはキツイな。おまけに武器は一撃受けただけでぶっ壊れるし」

　ＨＰはまだ80％近く残っているが、全快でも一撃くらったら終わりだろう。

　それにしても、あの連接剣は厄介だ。

　本来、あの手の振り回す武器は樹こ海このような入り組んだ地形ではマイナスに働く。だが蛇のような動きをする《シウコアトル》は自在に障害物を避よけ、逆にこちらの死角となる木々の陰から攻撃してくるのだから性タ質チが悪い。

（いつまでも隠れてるわけにはいかねえし、どうしたもんか……紫し緒おのやつ、どうせ『やっぱり無理だった』とか思って見てるんだろうな。ったく、サクッと勝つつもりだったのに変なルールのせいで台無しだ）

　勝ち目はほぼゼロ。ここで勝敗にこだわる必要なんてどこにもない。

　だけどあの目が、無理だ、不可能だと諦あきらめた彼女の目が、気になってしょうがない。

　彼女がなぜそんな風に思うようになったのかなんて、この際どうでもいい。ただ認めたくない───否定する理由なんて、その程度で十分だ。

「……見せてやるか」

　ねじ曲がってしまった少女に、希望ってやつを。

　目を閉じて小さく息を吐く。再び見開かれた彼の瞳は、それまでが腑抜けていたように思えるほど鋭い眼光を放っていた。

　先ほどの戦闘を頭の中で再生する。《シウコアトル》の動きやトクマの戦いの癖、そしてあたりの地形とあちこちにある武装の位置───全ての情報を叩たたきこみ、最適な戦術を弾きだす。

「さあ───反撃開始だ」

　近くに刺さっていたレイピアを引き抜き、大河は隠れていた場所から飛び出す。

　風のような速度で駆け、瞬く間にトクマとの距離をつめていく。が、仮にもＡランクの資格保持者。至近距離まで近づかせてくれるほど甘くない。

「はッ、やっと出てきたか！」

　言葉と同時に連接剣が右側面から襲いかかってくる。

　大河はレイピアは使わずに可能な限り身をかがめて回避、続けて上から降ってくる剣先をぎりぎりまで引きつけて体捌さばきだけで躱し、一気に加速して懐に潜りこむ！

「な───ッ!?」

「もらった!!」

　雷光のような刺し突とつが喉のどへと一直線に走る。想定をはるかに超えたスピードに、トクマは棒立ちでそれを見送り───その口元が怪しく歪ゆがんだ。

　瞬しゆん時じに身体からだを横に投げ出す大たい河が。そのすぐ横、頬ほおを掠かすめるような距離を《シウコアトル》が下から幹みきを貫つらぬいて飛び出してきた。

「ちっ───本当に厄介な武器だなッ！」

　悪あく態たいをついて距離をとる。だが、今ので確認できた。

　さっきの加速はトクマにとって予想外だったはず。にもかかわらずピンポイントで剣先を大河に合わせてきたということは、《シウコアトル》は敵を自動的に追尾する特殊能力を持っている。

　空中で軌道を変えた剣先が再び大河を狙ねらう。足場ごと破壊する一撃を躱かわし、次の幹を求めて思いっきり跳ちよう躍やくする大河だが、その背後から連れん接せつ剣けんが迫る。

「づ……らああああああっっ！」

　空中で躱しようのない一撃を、大河はレイピアの側面で擦こするようにして受け流す。連接剣は強引に軌道を変えられ、少し離れた幹を破壊する。

　斬ざん撃げきを受ける角度、タイミング、得物にこめる力加減───どれか一つがほんの少し狂っただけで失敗する、神技のごとき芸当。それでも脆ぜい弱じやくな武器は砕け散ってしまう。近くに刺さっていた戦せん斧ぷを引き抜き、大河は再びトクマと対たい峙じする。

　さあ正念場だ。気づかれずにあの場所まで誘導できるか───それで勝負が決まる。




「さっきから逃げてばっかりじゃねえか！　正々堂々戦えよ！」

「つまんねーぞ！」

《獅し子し同盟》を中心とした対Ａランク同盟の結成、そしてあと一歩で作戦が成功するかというところでの逆転───手に汗握る展開に、闘技場の盛り上がりは最高潮に達たつした。

　しかし、それも束つかの間ま。観客は逃げ続ける少年に次々と文句の言葉を浴びせていく。

　当然だろう。いくら盛り上がろうと、五分間も同じ光景を見ていれば誰だれだって飽きる。

「……だから言ったのに。絶対に勝てないって」

　紫し緒おは試合開始からずっと大河だけを見ていた。

　だから彼の攻撃が効かないことも、戦おうとして逆に助けられたことも知っている。

　生き残っている参加者は大河とトクマだけ。勝ったほうがこの試合の勝者となる。

　だがＥランクの大河とＡランク＋自分の攻性プログラムを使っているトクマの戦力差は火を見るよりも明らか。

　現に画面の中の少年は、中央大樹を登って上へ上へと逃げるばかり。

「力の差は絶対なんだよ。スタートラインが違う相手に勝てるわけないんだよ」

　自分に言い聞かせるように、紫緒は言葉を繰り返す。

　散々思い知らされてきたじゃないか。どれだけ努力しようとも才能には勝てないと。

　だから───「間違っている」と言われてむきになってしまったのも、「彼なら、もしかして……」と期待してしまったのも、全部自分の弱さのせいなんだ。

　観客の野や次じは激しさを増していく。

　武器を変えながら《シウコアトル》の攻撃を受け流すことがどれほど難しいか───そんなことは、彼らからすればどうでもいい。

「うぅ……あ、くぅ……」

　紫し緒おは苦しそうに自分の身体からだを抱きしめる。

　自分への言葉でないことはわかっている。だが必死に頑張っている人間に罵ば声せいが送られるという構図に、どれだけ努力しても認められなかった自分を、毎日毎日父親から罵ば倒とうされ続けた自分を重ねてしまう。

　こんな目にあうくらいなら、最初から諦あきらめたほうがいい───そう思い知らされた。

「……──ばれ……っ」

　理解していたはずだった。絶対的な要素の前には、努力などという脆もろくて不安定なものは何の意味もないことを。

「……─んばれ……っ」

　褒ほめられたことなんて一度もない。才能の違う兄や妹と比べられて、一方的に失望されて、「なんでお前はそんなに無能なんだ！」と責められ続けてきた。

　そんな彼女でも、いや、そんな彼女だからこそ───。

「……がんばれっ、お兄さんッ！」

　努力が報われることを、誰だれよりも望んでいた。

　紫緒が応援する中、大たい河がはついに中央大樹の頂上まで追いつめられる。

　試合は最終局面へと差しかかっていた。




「ふう……随ずい分ぶん高いな……」

《シウコアトル》から逃れて中央樹をのぼること五分、大河はようやく頂上にたどりつく。すでに地表は遠く、目算にして百メートルといったところか。常人なら足がすくんで動けなくなるような高さだが、大河は平然としている。

（……ここならいけるか？　得物がちょっと心もとないけど）

　手持ちは短刀一本。この場に他の武器がない以上、これ一本でやるしかない。

「───ふん。ようやく追いつめたぞ。虫ケラ風情がこの俺おれの手を煩わせるな」

　背後で爆裂音が響く。

　最後の足場が破壊され、全長二十メートルにもおよぶ連れん接せつ剣けん《シウコアトル》を携えたトクマが頂上に上がってくる。

「貴様の顔は覚えてるぞ。ザコのくせに、クソ生意気な目で俺を見やがって……っ」

「……あんときは俺の連れが世話になったな。お礼といっちゃなんだが、全力で叩たたき潰つぶしてやるよ。小物」

　ぴくり、とトクマの動きが止まる。

「小物、だと……」

「あ、悪い。小さな世界で偽物の力を振りかざす王様気取りの勘違い野郎には、小物すらふさわしくなかったか？」

　大たい河がの煽あおりに、トクマの額ひたいに青筋が浮かびあがる。所有者の怒りに呼応するように《シウコアトル》が切っ先の鎌首をもたげ───。

「もういい……死ね」

　宣告と同時に、剣先が弾丸のような速度で走る。

　最初の一歩からトップスピードに入った大河は斜めに踏み込んで躱かわすと、正面からトクマに突っこんでいく。

「はっ、二度も同じ手が通用するか間抜けめ！」

　トクマの腕の動きに応じ、連れん接せつ剣けんが縦横無尽に軌道を変えていく。

　上からの振り下ろし、下からの強襲、遠心力で速度を増した横よこ薙なぎ───次々と繰り出される強烈無比な連撃を、大河は全て紙一重で躱していく。

　注意すべきは剣先だけではない。長すぎる刀身がまるでワイヤートラップのように張り巡らされ、こちらの動きを阻害する。

　だが、当たらない。

「……間抜けはお前だ。同じことを繰り返すだけなら猿でもできる」

　どれだけ複雑な動きであろうと、天てん陵りよう大河なら十回も見れば完かん璧ぺきに軌道を見切る。

　そもそも連接剣は剣形態と鞭むち形態を併用することでその力を十全に発揮する。自分を絶対だと勘違いして同じ攻撃を繰り返している時点で、三流もいいところだ。

「ぐっ……!?　こ、この三下風情がぁぁっ!!」

　見下す言葉に頭に血がのぼり、トクマは滅め茶ちや苦く茶ちやに連接剣を振り回す。

　だが元々扱いの難しい武器。冷静さを失った状態でうまく操れるはずもなく、自動追尾と相殺するように刃節同士がぶつかり合い、軌道がずれてしまう。

　その致命的な隙すきを見逃すことなく、大河は加速する。

　短刀で攻撃してもダメージはない。一歩で距離を潰つぶした大河は《シウコアトル》の柄つかを握っているトクマの腕を掴つかみ、篭手返しの要領で地に叩たたきつける。

　受け身も許さない神速の投げに、為なす術すべもなく倒れるトクマ。

　ダメージこそないが衝撃は全身を襲い、《シウコアトル》がトクマの右手から離れる。

　大河は間髪入れずに身体からだを捻ひねると、トクマを足場のない宙に投げ飛ばす。そして自分も跳ちよう躍やくし、その真上をとる。

「き、貴様……ッ。何をするつもりだッ！」

「見りゃわかんだろ。落とすんだよ。足場は全部お前が壊してくれたからな、下まで一直線に行けるぜ」

　左拳こぶしを握りこみ、思いっきり振りかぶる。

　激突にダメージがあることはレオンがやられたとき、確認済みだ。大河自身も《シウコアトル》に弾はじき飛とばされたとき、幹みきに当たってダメージを受けている。

　上空百メートルからの落下。全快の状態ならともかく、包囲作戦のおかげで三割近くまで削られているＨＰでは耐えきれない。

（まさかこいつ……俺おれにわざと幹みきを破壊させたのか!?）

　足場が残っていれば途中で落下が終わってしまう可能性がある。だからわざわざ危険を冒して《シウコアトル》を受け流し、足場のほうに弾はじき飛とばした。

　全て大たい河がの狙ねらい通り。この場に誘導された時点で、勝負はついていた。

「地表まで百メートル───」

「ま、待───!?」

「ブレーキなしで行ってきやがれッッ!!」

　砲弾のごとき鉄てつ拳けんが、トクマの右顔面に叩たたきこまれる。

　リニア車両をも殴り飛ばす剛撃に打ちすえられ、トクマは凄すさまじい速度で落下していく。一方、自由落下を始めた大河は短刀を中央樹の幹に突き刺し、ぶら下がる。

「……あー疲れた。もう絶対やらねえからな」

　そう言ってため息をついた直後、下のほうで重い激突音が響き渡った。




〈───エリア内の電子体反応が一つになりました。試合終了、全ての電子体を闘技場に送還します───〉




　闘技場に帰還した大河を待っていたのは、興奮した観客たちの波だった。

　なにせ圧倒的な力の差を覆くつがえした見事な逆転劇。仲間を手にかけたトクマが完全に悪役ヒールだったこともあり、耳が壊れるほどの歓声が大河を出迎えた。中には「あんなこと言って悪かった」などと謝る人もいたが、何のことかわからない大河は首を傾かしげるしかなかった。

　優勝賞品である攻性プログラムのアップデートプログラムを受け取った大河は、紫し緒おが待つ控室に急ぐ。

「………………」

　紫緒は椅い子すに座り、何も映っていない投影球スフイアをぼうっと眺めていた。

「おーい紫緒さん。頑張って優勝したのにお褒ほめの言葉もなしですか？」

「わわっ。お、お兄さんいつからそこに!?」

　仕方なく大河から声をかけると、紫緒はびっくりした様子で振り返る。何な故ぜか頬ほおは上気して赤く染まり、瞳は潤んでいた。

「……紫緒？」

「あっ、ごめんなさい。その、ちょっと興奮しちゃって」

　慌てて目もとを擦こすって誤ご魔ま化かす紫緒。なんとなく理由は聞かないほうがいい気がして、大河は黙って隣に座る。

「……賭かけ、俺の勝ちだな」

「……うん。お兄さんの勝ちで、私の負けだよ」

　どこかすっきりした笑みを浮かべて、紫緒は先ほどまで戦いの模様が映し出されていた投影球スフイアを見上げる。

「お兄さんは凄すごいね。あんな強い相手に勝っちゃった」

「相手が油断してたからな。さすがに正面から戦ってたら負けてたぞ？」

「そうかもしれないけど……それでも、ちゃんと自分の言葉を証明してみせた。圧倒的に不利な状況を覆くつがえした」

　無理だと最初から決めつけていた心を、諦あきらめていた弱い自分を、真正面から否定してくれた。それがどれほど大きな希望となったか、大たい河がにはわからないだろう。

「……ねえ、お兄さん」

「なんだ？」

「もし才能が絶対じゃないなら……私の七年間は、自分で殻に閉じこもってた時間は、何だったんだろうね？」

　才能を知り、自分では手が届かない領域を知ってしまい、逃げ出した。

　結果を出せないことが怖くて、誰だれからも認められないことが恐ろしくて、自分の人生を責任を、友達だった女の子に押しつけて生きてきた。

　希望も絶望も努力も結果もない、ただひたすらに冷たくて空虚な人生を送ってきた。

　だけど……もし前提から間違っていたとしたら、逃げたことに意味はない。

「勝手に絶望して、勝手に諦めて……全部全部、無意味だったのかな？」

「……さあな」

　紫し緒おの悲痛な叫びに、大河は告げる。

　慰める言葉でも励ます言葉でもなく、どこまでも現実的な言葉を。

「俺おれは紫緒の過去に何があったか知らない。だから諦めない選択で、結果が変わったかどうかなんてわからない。現実なんてそんなものだ。過去を振り返っても、それこそ何の意味もない」

　それは自分への言葉でもあった。

　両親を見殺しにして生き延びた過去を引きずって、「あのときもっと強ければ」と後悔し続けてきた。全部忘れて、全部捨てて逃げ出せれば、どれほど楽だったか。そんな風に器用に生きられたら、こんなつらい思いを抱えることなどなかった。

　でも、それだけは───そんな人生だけは、認めるわけにいかなかった。

　自分の罪を忘れて、両親の死を捨てて生きれば、それは両親の死さえ意味のないものに変えてしまう。生き残った自分がそこから何かを得なければ、それはただの悲劇だ。救いなんてどこにもない。

　天てん陵りよう大河が生き残ったことには意味がなければならない。ただそれだけを思って、必死に努力してきた。

「結局は紫緒がどうしたいか。お前自身の問題だ」

「どうしたいか……」

　大河はそれっきり何も言わない。紫緒が自分の想おもいを語るまで、じっと待つ。

　伝えたいことは全部伝えた。あとは彼女次第だ。

　そしてわずかな逡しゆん巡じゆんを経て、彼女はゆっくりと口を開く。

「……私ね、ずっと才能が欲しかったんだ。それで才能のある姫ひめちゃんに嫉しつ妬として、たった一人の友達を失っちゃった……だから、もうこだわるのはやめる。才能のせいにして逃げたくない。───……だめ、かな？」

「いや、いいんじゃないか。前向きで」

　最初に出会ったときからずっと気になっていた、諦あきらめきった瞳───それはもうどこにもなかった。大たい河がは何とも言えない達成感に浸るも、すぐに勢いよく立ち上がる。

「───よしっ、それじゃ旅の続きといこうか！　巴は夜やの依頼も何とかなりそうだし、ちょうどいいモンも手に入れた」

「いいもの？　あ、それって優勝賞品のプログラム？」

「おう。これを……ほい」

　手のひらに出現させた明るい橙だいだい色いろの結晶体を紫し緒おのほうに放り投げる。受けとめようと手を伸ばす紫緒だが、結晶体は熱に当てられた飴あめ細工のようにするすると溶け、彼女の身体からだに吸いこまれていく。

「よし、アップデート完了っと。レオンに使い方を聞いといてよかった」

「え、お兄さん!?」

　大河が優勝賞品として受け取ったのは攻性プログラムそのものではなく、攻性プログラムを強化アツプデートさせるプログラム。もちろん、自分ではない他の誰だれかに使うこともできる。

「ど、どうして？　これはお兄さんが勝ち取ったものだよ？」

「俺おれの《天剣》は十分強いからな。紫緒が使ったほうが色々と便利になるだろ」

「で、でも───」

「ストップ。賭かけの条件、忘れたわけじゃないよな？」

　負けたほうが何でも一つ言うことを聞く───嫌とは言わせない。

「それよりさっさとフィールドで試し撃ちしてみようぜ！　レオンの話じゃＡランク以上に通用するレベルまでパワーアップするらしいし、楽しみだ」

「あ、わわわ……お兄さん、自分で歩けるから手引っ張らないで!?」

　大河に手を引かれ、紫緒は控室を飛び出す。自分に可能性を見せてくれた少年の姿を見て、紫緒は思う。

　───この旅を続ける選択をして、本当によかったと。





　　　　　　　◆　◆　◆






　───光があれば闇もある。

　勝者として光を浴びる者もいれば、敗者として暗闇に身を落とす者もいる。

「くそっ……あの虫ケラがぁぁぁ……」

　光の当たらない裏路地の一角で、その男は延々と呪じゆ詛そを吐き続けていた。

　腰に携えた黒き連れん接せつ剣けん《シウコアトル》を滅め茶ちや苦く茶ちやに振り回したのだろう、周りの壁や地面には無数の斬ざん撃げき痕こんが刻まれている。

　勝っていたはずだった。

　もともとＡランクの彼には有利な条件。その上《シウコアトル》まで使った。

　負ける要素など全く見当たらない。それほどまでに圧倒的な力の差だった。

　───負けた。

　言い訳もできない完かん璧ぺきな敗北だった。クランメンバー三人を手にかけて得たものは敗北の汚名。おまけに相手はＥランクの初心者。

　トクマは仲間も、強者の誇りも、地位も全て失った。

　残されたのは己を倒した相手への憎しみだけ。

「身体からだの端から順番に斬きり刻んでやる……ッ。あのムカつく目に、気が狂うほどの敗北を刻み込んでやるッッ！」

　そのためには力がいる。今よりもっと強力な、誰だれも手が届かないほどの圧倒的な力が。

　絶対的な力を求めて、狂いかけた心が渇く。




「───ふぅん。力が欲しいんだ？」




　そのときだった。誰もいないはずの路ろ地じ裏うらに声が響く。

「……誰だ？」

　トクマは《シウコアトル》を引き抜き、声が聞こえた方向に切っ先を向ける。

　そこにいたのは、奇き妙みような恰かつ好こうをした女だった。

　頭まですっぽり覆い隠す真っ白な外がい套とうを着ており、顔はおろか体格も全くわからない。声から女だと推測したが、女っぽい声の男と言われても十分通用する。

「怪しい者じゃないよ。そうだね、あえて名乗るのなら───天使、かな？」

「……天使だと？　はっ、噂うわさで聞いたことがあるな。望みを叶かなえるとかいう胡う散さん臭くさい接続者がいる、と」

「間違いじゃないけど、正解でもないかな？　ボクが望みを叶える相手は『何を犠牲にしようとも叶えたい願いがある人』だけだ。誰でも叶えてあげるわけじゃない……けれど、君にはその資格がある。違うかい？」

　天使と名乗る電子体は両手を広げる。

　その姿は真っ暗な路地裏に咲く純白の花のよう。なのに何な故ぜだろう。

「答えて───君は、何を望む？」

　神こう々ごうしさではなく、背筋が凍るほどのおぞましさを感じるのは。

「……はっ」

　一瞬尻しり込みした自分を笑い飛ばすトクマ。どのみち自分には失うものなど何も残っていない。ならば───どんな相手でも利用してやろうじゃないか。

「力を寄よ越こせ。誰だれであろうと叩たたき潰つぶせるほどの圧倒的な力を。誰もが俺おれにひれ伏す絶対的な力をッッ！」

「単純でいい。ならこのプログラムを君にあげよう。使えば君の性能を数段引き上げることができる───ただし、代償として相応の痛みに耐えてもらうけどね」

「……痛み？　ここは電脳世界エリユシオンだぞ？　そんなわけが───」

「あるんだよ。痛覚遮断の対象は通常の電子体だけだ。電子体そのものを改造されることは想定されていない。なに、気にすることはないさ。所しよ詮せんは仮想現実、心を強く持てば耐えられる。───君も試してみるといい」

　そう言って天使は手のひらに出現させた漆黒の結晶体をトクマの身体からだに押しこむ。

　ずぶりと奥に入りこんだ結晶体は内部で砕け、トクマの電子体にパシッと電磁波パルスを奔はしらせる。

「……ん？　あ、が、ぎ、ぎゃああああああああああああああああッッッ!!」

　何も変わらないじゃないかと思ったのも束つかの間ま。

　トクマを襲ったのは、全身の神経を無理やり引き千切られたかのような激痛。耐えきれずに喉のどが潰れるほどの絶叫をあげても、痛みは全く引かない。

「随ずい分ぶんといい声で鳴くじゃないか。そんなに痛いのかい？」

「あがああああああッッ!!　やめ、やめてくれええええええぇぇぇッッ!!」

　あまりの激痛になみだを流して懇願するトクマ。だが天使はまるで路傍の石ころでも見るような冷たい目で見下ろし、少し困ったように首を傾かしげる。

「しかし困ったな。このままでは実験の前に壊れてしまう。まったく、心が弱い人間というのは実にどうしようもない生き物だ。彼ともう一度戦ってもらってデータをとろうと思っていたけど……仕方ない。もう一人の候補者にやってもらうとしよう」

　天使はもう一つ───別の黒色の結晶体を作り出し、トクマの頭に押しこむ。

「アドレナリンを過剰分ぶん泌ぴつさせるプログラムだ。これで痛みを感じなくなるだろう。かわりにいい感じに思し考こうがトんじゃうけど、簡単な命令なら理解できるはずだ。……さて君にはもう少し悪役ヒールを演じてもらうよ」

　綺き麗れいな、いや綺麗すぎる笑みを浮かべる天使。

　壊れかけた人間を見下ろしているというのにあまりに邪気がなく、悪意も何もない透き通った表情。もしこの光景を見ている者がいればこう思っただろう。

　───本当に恐ろしいのは悪意ではなく、虚きよ無むなのだと。

「さて……実験開始だ」

　天使はそう呟つぶやくと、溶けるように闇の中に消えていった。









　　第四章　鴉羽冬姫と鴉羽紫緒






　───時間はお昼頃まで遡さかのぼる。

「やはは……ちょっと買いすぎちゃったね」

「どこがちょっとですか！　明らかに重量オーバーですよ！」

　ちょうど大たい河がと紫し緒おが《バベル》で落ち合っていた時刻、現実世界の冬ふゆ姫きと涙るいはお昼をとるべく、《パラディス》に戻って来ていた。

「妹、超疲れました。もう動きたくありません」

「結構歩き回ったからね～。涙さんはまだまだ元気だけど」

「ふん、どーせ妹は体力ないですよー」

　相変わらず休日の昼間だというのに客のいない店内には二人が買いこんだ（正確には八割がた涙だが）服やらバッグやらが並べられている。

　その量を見て、出資元であるマスターこと西さい園おん寺じ重じゆう吾ごは顔をしかめる。

「……涙。お金は気にしなくていいと言ったが、無駄遣いを許した覚えはないぞ？」

「う、いやその……ね？　冬姫の服を選んでたら、買いたいものがいっぱい出てきちゃってね？　だからその……見逃して、お父さん♪」

「ダメだ。小遣い一ヶか月げつ分カットな」

「マジですか!?」

　よほどショックだったのか、涙は頭を抱えてカウンター席に突っ伏してしまう。色々と買ってもらった冬姫は何だか申し訳なくて、涙に謝る。

「すみません、るっちゃん。妹のために……」

「や、冬姫のせいじゃないよ。涙さんが少し張り切りすぎちゃっただけ。それよりほら、お腹なかすいたでしょ？　はやく頼んじゃおっ」

　慌てて顔を起こし、誤ご魔ま化かすようにメニュー表を渡してくる涙。メニューは全て覚えているのだが、冬姫は親友の顔を立てて素直に受け取る。

「それでは……パンケーキのセットをお願いします」

「おっけー。お父さん、私も同じので」

　注文を受けた重吾はすぐさま調理にとりかかり、二人は料理ができるまでの間、本日の戦利品を確かめることに。

（本当に凄すごい量ですね……洋服ダンスの中が潤いそうです）

　研究に没頭していた鴉からす羽ば時代の名な残ごりか、冬姫はいわゆる外着とか他よ所そ行きの服をほとんど持っていない。今着ている服も、鴉羽を飛び出してから適当に買ったものばかり。

　そんな冬姫を案じた涙が服を選んでくれたのだが、それらは冬姫に似合っているだけでなく、だいぶ革新的なコーディネートだった。

　今までと系統の違う服装に最初は面食らった冬ふゆ姫き。しかし実際に着てみると、これが抜群に似合っているのだ。相変わらず彼女の感性には驚かされる。

（電脳技術でもそうですけど、るっちゃんはこういうところが凄すごいんですよね）

　単純な技術スキルだけならば、西さい園おん寺じ涙るいが天てん陵りよう冬姫に勝っているところなど一つもない。才能どうこう以前の問題だ。電脳四大企業「鴉からす羽ば」で専門教育を受けた冬姫と、あくまで一般的な教育しか受けてこなかった涙では下地が違いすぎる。

　だが、冬姫は断言できる。こと攻性プログラムの構築に関しては、間違いなく西園寺涙のほうが上だと。

　冬姫が苦手なわけではない。何度か作ったこともあるが、一般に流通している攻性プログラムより、はるかに性能のいいものを作ることができた。それでも涙が作ったものと比べれば、不思議と霞かすんでしまう。

　冬姫と涙の違い、それは感性。

　プログラミングの基本は想像を形にすることだ。望む結果を得るために頭の中で緻ち密みつな計算を繰り返し、少しずつ理想に近づけていく。そのために必要となるのは発想力であり演算能力であり───そして感性なのだ。

　元・企業所属の研究者ということもあってか、冬姫は効率を重視する傾向がある。無駄を極限まで削そぎ落おとし、与えられた条件下で最良の結果を導き出す。その傾向は彼女が大たい河がのために作り出したプログラム、《シンクロ・インフィニティ》にも表れている。

　しかし涙は違う。彼女にとって一番重要なのは、「楽しむ」ことだ。

　以前、冬姫は「プログラミングについて教えてほしい」と涙に頼まれ、細かくレクチャーしたことがある。

　基本的な技術はともかく、プログラミングは非常に感覚的なものだ。冬姫は何を教えればいいのか迷った挙句、小規模な構造体の作り方を教えることにしたのだが、それに対する涙の反応が───「それって楽しいの？」。

　構造体は必要不可欠だから作るのであって、楽しいも何もないでしょう───と思いながら冬姫は一通り教え、最後にごく小規模であるが、実際に構造体を作ってもらった。

　ところがその出で来きは悲惨極まるものであり、「何な故ぜこんなことになったのですか？」と問いただしたところ、涙は「こっちのほうが面白そうだったから」とあっさり言ってのけたのだ。

　さらに驚いたのは涙自身がそれを失敗とは思っておらず、三日後、なんと人一人が十分に動けるほどの大きさで、なおかつ奇想天外なシステムを組み込んだ構造体を作り上げてきた。教えた知識だけでは到底できない、一見すると適当だが、不思議なまとまりを持った構築。

　総合力自体は、あくまで冬姫のほうが圧倒的に上だ。

　しかし───自分の感覚を形にするという一点にかぎれば、西園寺涙は間違いなく「天才」と呼べる領域に達たつしていた。

「どしたの冬ふゆ姫き？　涙るいさんのコーディネート、どっか変だった？」

　隣からの声で、冬姫の思し考こうが現実に返ってくる。

「いえ、どれも素晴らしいですよ。……まあ一部、どんな思考回路をしていたらこんな組み合わせを思いつくのか、と聞きたくなるものもありますけど」

「あれ？　なんか遠まわしに馬ば鹿かにされてない？」

「とんでもない。むしろ褒ほめているつもりです」

　少し前に自分と兄のことを変人兄妹と言っていたが、るっちゃんも十分変そ人こにカテゴライズされるんじゃないでしょうか、と思う今日この頃。

「パンケーキセット二つ、お待たせ。冷めないうちに食べな」

　そんなことを話している間に料理ができたようで、二人の前にパンケーキとカップスープ、サラダが並べられる。冬姫と涙はいったん服やら何やらを紙袋にしまい、食事に集中することに。

「相変わらず美お味いしいですね。マスター、模様替えしたらどうですか？　このバーみたいな内装を変えれば、閑古鳥の鳴いている現状をどうにかできるかもしれませんよ？」

「さらりとひどいことを言ってくれるな……」

　人見知りが激しい冬姫だが、さすがに一週間も通いつめれば慣れてくる。親友の父親ということもあって、西さい園おん寺じ重じゆう吾ごとは比較的話せるようになっていた。

「確かに休日のお昼でこれだからね～。おかげで涙さんは手伝わなくていいんだけど」













「というか、よくこれで潰つぶれませんね？　儲もうかってるんですか？」

「あははっ、ぶっちゃけ《パラディス》はお父さんの道楽だからねっ」

「道楽は言いすぎだ。趣味というのは否定しないがな」

「よく言うよっ。経理とか細かいことは全部お母さん任せじゃんっ」

「……涙るい、小遣いカット一ヶか月げつ延長な」

「ええっ!?」

　そんなこんなで雑談をしながら食べ進めること二十分、二人は食後の日本茶───パンケーキのあとにどうかと思ったが───を楽しみながらまったりとしていた。

（……結局、普通に遊んだだけでしたね）

　何かアプローチがあると思っていたのだが、涙に話を切りだす様子はない。

　冬ふゆ姫き自身、このままじゃダメだと理解している。だけど───どうしても、置いてきたはずの過去と向き合う勇気が持てない。

「そういえば大たい河がとは別行動なのか？　さっき一人で食いに来てたが」

「あれ、大河来てたんだ。いったんログアウトしたのかな？」

　それを聞いた瞬間、冬姫は反射的に立ち上がっていた。

　いつここに来たかはわからない。でも急いで追いかければ、電脳世界エリユシオンに戻る前に会えるかもしれない。冬姫は外に駆けだそうとして───その腕を掴つかまれる。

「……るっちゃん？」

「ダメだよ、冬姫」

　行かせない───冬姫の腕を掴んだ涙は、真まっ直すぐ彼女の瞳を見据えて告げる。

　一瞬、彼女の手を振り払おうとした冬姫だが、あまりに真剣な表情に気け圧おされ、席に座り直す。

「ごめん、お父さん。少し席外してくれないかな？」

「……客が来たらちゃんと対応しろよ」

　それだけ言うと、重じゆう吾ごは奥の厨ちゆう房ぼうに引っこむ。涙は心の中で「ありがとう」と呟つぶやくと、改めて冬姫と向かい合う。

「るっちゃん、どうして止めたんですか。妹はただ───」

「ただ大河に甘えたかった、かな？」

「……はい」

　前に進めない自分に、変化のない現状に、彼女の心は支えを求めていた。

　西さい園おん寺じ涙が支えにならないわけではない。それでも───本能に近い部分が、血を分けた兄を求める。

「……冬姫は何もわかってない。どうしてシスコンの大河が、わざわざ涙さんに冬姫のことを頼んだのか。その理由が全くわかってない」

「るっちゃんにはわかるっていうんですか？」

「本人に確認したわけじゃないけどね。でも今の冬姫を見れば、また逃げようとしてる、ってことくらいはわかるよ」

　その言葉は冬ふゆ姫きの心に突き刺さり、こちらを見つめる涙るいから目を逸そらしてしまう。彼女の瞳を見てしまえば、その言葉を認めてしまいそうだったから。

「……冬姫はただ甘えたいだけじゃないよ。自分が抱えてる、自分で何とかしなきゃいけないものまで大たい河がに背負わせようとしてるよね？　大河は優しいから、冬姫を拒むことなんてしない。大切な妹が悩んでいれば、なおさら」

　もしかしたら無意識かもしれない。それでも───八年間ずっと、埋めれない寂しさを抱えて生きてきた天てん陵りよう冬姫は、ようやく再会した兄に頼ってしまう。

「……兄に頼るな、ということですか？」

「頼ること自体は悪いことじゃないよ。でも、背中を押してもらうのと、人任せにすることは違うと思う。最初の一歩だけは、自分で踏み出さなくちゃいけない。そこまで人任せにしたら、冬姫の意思はどこにあるの？」

　もし大河が冬姫に「逃げるな」と言えば、彼女は自分の意思に反しても紫し緒おと向き合おうとするだろう。だが、そんな覚悟にいったい何の価値があるというのだろうか。

　悩んで苦しんで───それでも前に進もうとして、必死にもがいて宿った覚悟だからこそ、他の誰だれにもない輝きを放つ。借りものの覚悟では意味がない。

「大河のほうから踏みこんでくれるのを待ってるだけじゃダメだよ。それでもきっとうまくいくと思う。けど、もし本当の意味で乗り越えたいと思うのなら、勇気をだしてそこから抜け出そうよ。ね？」

　そう言って、涙は冬姫に手を差し伸べる。

　四年間ずっと一緒にいてくれた、かけがえのない親友。

　こんな自分のことを心の底から信頼している瞳がどうしようもなく眩まぶしくて、羨うらやましくて───それでも、その手を掴つかむことはできなかった。

「……冬姫」

「……ごめんなさい。でも、怖いんです。また否定されるんじゃないかって思うと、怖くて怖くて仕方ないんです……っ」

　忘れたはずの、二度と見るはずのない記憶だった。

　けれど紫緒と再会して否いや応おうなしに過去が甦よみがえり、冬姫の心を苛さいなむ。「姫ひめちゃんと出会わなければよかった」と壊れた心で叫んだ彼女の表情が、泣きながら絶望していた彼女の目が、頭の中から消えてくれない。

　また否定される───そう思うと、どうしても心が脅おびえてしまう。

「……そっか」

　二人の過去に何があったかは知らない。彼女が何に苦しんでいるのか、涙にはわからない。それでも冬姫がずっと何かを抱えて生きてきたことは、震える彼女を見れば十分わかってしまう。

　だから、涙は彼女の手をとって言い放つ。

「よっし！　それじゃ遊ぼうっ！」

「………………は？」

「ちょうどアークライトは二台あるし、久しぶりに二人で《アリエス》に潜ろうよっ。ほらほら荷物持って！」

「え、な、ちょ、るっちゃん!?」

　涙るいは冬ふゆ姫きの手を掴つかむと、自宅へと続く階段をのぼっていく。

《パラディス》の二階部分、西さい園おん寺じ家の生活スペースは、一般家庭とそう変わらない造りになっている。強いて違いをあげるとすれば、キッチンスペースがないことくらいだろうか。

　そしてその一番奥に、涙の部屋はあった。

「さあどうぞ。涙さんの部屋に入るの初めてだったよね？」

「ええ……」

　突然のことに思し考こうが追いつかないまま、冬姫は「ＲＵＩ」というネームプレートが下げられた一室に足を踏み入れる。

　一言で言い表せば、非常にものが多い部屋だった。

　天てん陵りよう家のダイブルームのように電子機器で統一されているわけでもなく、様々なジャンルのアイテムで溢あふれかえった部屋。とはいえ整理整せい頓とんがいき届いており、ものが多い割には妙に広々とした印象を受ける。

（バスケットボールにラクロスやテニスのラケット、ギターもありますね……どんだけ多趣味なんですか）

　およそ、この部屋を見た全ての人が思うだろう───この部屋の主あるじは、いったい何がしたいのだろうか、と。

「随ずい分ぶんと手広くやってるんですね。スポーツは得意そうですけど、楽器にまで手を出しているとは思いませんでした」

「やはは……実はほとんど使ってないんだけどね。どれも飽きてやめちゃった」

　とにかく楽しければ何でもやる───それが西園寺涙という少女だった。

　両親、特に母親がそんな彼女を応援し、欲しいものは何でも買い与えてくれたことも、彼女の行動に拍車をかけたのかもしれない。

　冬姫がもの珍しそうに部屋を観察している一方で、涙は押し入れの中を漁あさり始めた。

「え～っと、確か予備がここら辺に……あった！」

　涙が押し入れの奥から引っ張り出したのは、オーソドックスなヘッドギア型アークライト。一世代前の型版のようで少し塗と装そうがはげているが、機能には何の問題もない。ベッドの上に置かれている最新型のアークライトと合わせて、これで計二機。

「冬姫は新しいの使っていいよっ」

「わかりました。……小型を使うのは初めてですね」

　鴉からす羽ばのときは大型機だったし、引っ越してからは中型機を使っている。一応予備として持ってはいるが、使ったことは一度もない。電脳世界エリユシオンに潜ることに特化し、それ以外の機能は一切ついていない非常にシンプルな機械。一人一台は確実に持っている、最も普及率が高い電子機器だというのに。

　涙るいは旧型を装着するとベッドに寝転がり、誘うように隣をぽんぽんと叩たたく。中型機や大型機と違って身体からだを支えるものがない小型機では、没入時に横になる必要があるのだ。

「……失礼します」

　おそるおそるベッドに乗り、涙の隣で横になる冬ふゆ姫き。

　同性とこんなことをするのは初めてなので、少し緊張した様子。ツインサイズでもない普通のベッドなのでさすがに狭く、自然と互いの手が重なり合う。

「それじゃ、行こっか！」

　涙の合図で同時にアークライトを起動し、二人は電子の楽園に飛び込んでいった。







〈───へえ、大たい河がにしてはよくまとめられてるじゃない。褒ほめてあげるわ〉

「そりゃどーも。ま、それ作ったの俺おれじゃないけどな」

　冬姫と涙が《アリエス》にログインしたそのころ、大河と紫し緒おは中央街《セントラル・カドラ》からつながる四つの初期エリアの一つ、深い渓谷の谷間にいた。

　当然モンスターが出現するため、紫緒は空を飛ぶ鳥型のモンスターに炎を纏まとった矢をテンポよく放っている。

《ＵＮＫＮＯＷＮ》終了後、紫緒の手を引いて闘技場を飛び出した大河。だが何をすればいいのかわからず、戻ってレオンから色々と話を聞いた。

　その話によると一般接続者は基本、旅をすればいいらしいが、最初から全ての場所に行けるわけではないらしい。

　各エリアにはエリアボスと呼ばれる固定モンスターがいて、倒すことで次のエリアに行けるようになる。同時にその場所の転移ムーヴポイントが解除アンロツクされ、いつでも入れるようになるそうな。ちなみにＡランク以上の資格保持者は「エリア移動して討とう伐ばつ対象ウィルスを撃破、《バベル》にて賞金を受け取る」（以下繰り返し）と、行動パターンが一般接続者とは異なる。

　そんなわけで紫緒の新しい攻性プログラムを試す目的も兼ねて、二人は飛んでいる敵が多いという渓谷エリアを選ぶことにした。といっても、大河は戦わずに巴は夜やと通話しているが。なにせ遠距離攻撃手段を持っていないので、戦いようがないのだ。

　つい先ほどレオンから送られてきた調査報告を巴夜に転送し、仕事は完了。

〈他の構造体と大体同じね。「天使」はゲームバランスを崩しかねないプログラムを接続者に渡している。わざわざ名乗って。……いったい何が目的かしら？〉

「自分の実力を誇示したいとかじゃないのか？」

　大河はどーでもよさそうに答えるが、巴夜の不安は晴れない。

　確かにその可能性も十分に考えられる。だが一ヶか所しよならともかく複数の構造体、それも切きり燈とうが管理している大規模構造体を狙ねらう理由がわからない。「天使」は切燈が構築したシステムの穴を突くほど、頭の切れる人物だ。そんなことをすれば遅かれ早かれ切燈が動き始めることくらい、簡単に予測できたはず。

〈……よほど自分のスキルに自信があるみたいね〉

「天使」は本気で切燈の追跡を振り切れると思っている───それが寝不足で苛いら立だっている巴は夜やの心をいたく刺激した。

〈───大たい河が、追加の命令よ。「天使」と接触、もしくは「天使」が作ったプログラムを回収しなさい〉

「はぁ!?　ちょい待て、俺おれもそこまで暇じゃ───」

　さすがにこれ以上雑用係になるのは御免だ、と断ろうとする大河だが、画面内の巴夜の表情を見て言葉が詰まる。

「……ふふふふふふ。この忙しい時期に面倒な仕事持ってきて、おまけに挑発みたいな真ま似ねしてくれて……こちとら睡眠時間削って仕事の山を片づけてるっていうのに……捕まえたらどうしてくれようかしら……うふふふふふふふふふふふ♪」

（怖こえーっ!?）

　背筋が凍りつくほどに黒い笑みを浮かべる巴夜に、大河は思わずあとずさりしてしまう。

〈引き受けてくれるわよね？〉

「……はい」

　断ればあらゆる手段で社会的に抹殺してきそうな笑みの前に、大河はこくこくと首を縦に振るしかなかった。

　手掛かりを見つけたら連絡しなさい───そう言い残して巴夜は接続を切った。大河は空を見上げ、小さな声で言い訳の言葉を呟つぶやく。

「……いやー、今のは断るの無理だって」

　結局面倒ごとを引き受けてしまった我が身を呪のろいながら視線を戻せば、虚こ空くうに炎の矢を放つ紫し緒おの姿。

「弾けて！」

　声と同時に、炎の矢が数十もの小さな火矢に分裂する。火矢は空を飛びまわる鷲わし型モンスターを追尾して着弾、全身を燃やして次々と撃墜させていく。しかし追尾矢から逃れるモンスターもおり、紫緒めがけて一直線に急降下。

　少し前の紫緒ならば、慌てふためくだけだったであろう攻撃。

　だがさすがに五回も同じ経験をしていれば慣れるようで、落ち着き払った様子で氷の矢を作り出し、放つ。

　螺ら旋せん回転する矢は風を斬きり裂く速度で空を駆けのぼり、敵を貫つらぬいた。

「おおー、もう使いこなしてるじゃないか。《クライオフレア》だっけ？」

「うん。お兄さんが弓の基本を教えてくれたおかげだよ」

　優勝賞品のプログラムを使うと、紫し緒おの弓は赤と青のツートンカラーが特徴的な、炎と氷の矢を放つ弓に変化した。

　炎は追尾性能、氷は貫通性能がついており、二つの属性を同時に使うこともできる。合計三種類の攻撃方法を持つ、優秀な攻性プログラム───それが、《クライオフレア》。

「この調子なら俺おれの出番はなさそうだな」

「よく言うよ。最初から全部私にやらせるつもりだったくせに」

　紫緒は再び矢を構えると、敵を殲せん滅めつしていく。

（……あっちの二人は何してんだろうな？）

　大たい河がは炎と氷の二重奏を眺め、二人の少女に想おもいを馳はせる。





　　　　　　　◆　◆　◆






《アリエス》において資格保持者───つまりＡランク以上になることは、実は凄すさまじく難易度が高い。数万人の接続者の中で資格保持者はわずか百人足らず、割合でいえば数％しかいないのだから、その希少性は推おして知れるというもの。

　全ての接続者はＥランクからスタートし、だいたい始めて三ヶか月げつほどでＣランクまで到達する。だが順調に進むのはここまで。Ｂランクになる道は、毎日プレイしたとしても一年はかかる長丁場だ。

　これだけでも十分難しいのだが、本当にキツいのはこの先。多くの接続者が断念してしまう次のランクアップ、Ａランクへの条件は主に二つ。

　一つは言わずもがな、実力。

　Ａランクになれば強力な討とう伐ばつ指定ウィルスが相手となる以上、それ相応の力が必要になる。運営側は接続者が敗北しても電子体再生料金という収益が見込めるのだが、ウィルスを排除するという本来の目的が達成できなければ本末転倒。

　ゆえに実力のある接続者が必要なのだが、一般接続者とは求められるレベルが違う。最低でも性能の高い攻性プログラムを持っていなければ話にならない。

　そして二つ目が、アリエスの全エリア踏破。

　運営が制御できるザコとは違い、討伐指定ウィルスはどこに出現するのか全く予測がつかない。高難易度エリアに出現することもあれば、初期地点に出現することもある。ゆえに必要とされるのは、全エリアの解放───要はゲームクリアが条件ということだ。

　簡単そうに思える二つ目の条件だが、ほとんどの接続者は躓つまずくのはこちらのほう。

　その理由は《アリエス》の最終エリアにいるエリアボス───いわゆるラスボスにある。

　このラスボスというのが討伐指定ウィルスに勝るとも劣らない強さであり、おまけにソロでしか挑めないというふざけた仕様になっているのだ。

　結果、《アリエス》運営開始から約六年たっても、Ａランクになれたのはたったの百名。さらにその上のＳランクに至っては、なんとわずか十名である。

「そりゃそりゃそりゃぁっ！」

「……そのトップ十人の中の一人、なんですよね」

　どこの英傑ですかと言いたくなるような勢いでモンスターをなぎ倒していく涙るいの姿に、冬ふゆ姫きは戦闘中ということも忘れて見入ってしまう。

　即死級のトラップとして出現した強力なモンスターであるが、彼女は歯し牙がにもかけず、剣矢の一撃で次々と粉砕していく。

（最近は兄が前に出ていたので忘れかけてましたけど、るっちゃんって反則級に強いんですよね……）

　大たい河がにアリエスでの戦闘を慣れさせるため、涙は遠距離からの援護に徹していた。しかし本来のバトルスタイルは近・中距離を状況に応じて使い分けるというもの。おそらく大河と一対一で戦っても引けをとらないだろう。

「やー、ようやく片づいたよっ」

　そこらのパーティーなら三回全滅してもお釣りがくるような罠わなを余裕で突破し、涙は軽く手を振る。すると、あたり一帯に散らばっていた数多あまたの武器が小さな光となって消えていく。危なくなったら手を貸そうと思っていたが、必要なかったようだ。

「ここに来るのは二回目だけど、相変わらず罠がえげつないなー。初見の人はまず間違いなくお陀だ仏ぶつだよねっ」

「無傷で突破するような人がえげつないとか言っても、説得力ありませんよ」

　二人がいるのは、中央街のはるか南に位置する《古代遺跡》のエリア。Ｓランクの涙は随ずい分ぶん前にクリアしているが、冬姫は初見。二人だけの《アリエス》、どこに行こうかと迷った末、涙が選んだ場所がここだった。

　道中に出現するモンスターを適当に相手しながら、二人は奥へ奥へと進んでいく。

　涙が前衛で敵を一手に引き受け、冬姫が後ろから範囲攻撃を叩たたきこむ。この四年間ずっと続けてきたフォーメーションに、冬姫は言い様のない懐かしさを覚えていた。

（……まだ二週間しかたってないはずなんですけど、随分昔のように感じますね）

　それだけ、兄と過ごす時間が大切だったということなのだろう。

　───冬姫は甘えてるんだよ。

　不意に、その言葉が思い出された。

　確かにそうかもしれない。けど、甘えることの何がいけないのか。

　この世でたった一人の兄、八年間会いたくても会えなかった最愛の人。そんな人に甘えることも許されないのなら、この苦しみは、この痛みは、いったい誰だれに慰めてもらえばいいのだろうか。

　頼れる人など誰もいなかった幼い冬姫はその痛みに耐えきれず、記憶ごと傷口を塞ふさぐしかなかった。忘れたふりをして、平気な顔をして生きていくしかなかった。

　そして絶望に押し潰つぶされた友達を見捨てて、自分だけ逃げ出した。

（怖い、ですか。我ながら勝手な言い分です……）

　彼女を絶望の淵ふちに叩たたき落おとしたのは他ならぬ自分だというのに、向き合うのが怖い。それがどれほど自分本位であるか、冬ふゆ姫きはよくわかっている。

　それなのに、どうしても覚悟が持てない。

「……あっ」

　余計なことを考えていたせいか、普段なら余裕で対処できる攻撃に当たってしまう。高レベルのモンスターということもあり、ＨＰが二割近く削られてしまった。

「集中できてないね、冬姫。そんな調子じゃやられちゃうよ？」

　残りのモンスターを全て片づけ、涙るいが注意してくる。

　ここはアリエスの中でも指折りの高難易度エリア。Ａランク並みの強さを誇るとはいえ、耐久度はあくまで本来のＢランクでしかない冬姫が油断していい場所ではない。彼女自身もその程度のことはわかっている。でも───。

「……無理です」

「ん？」

「……あんなことを言われて、集中できるわけないじゃないですか……」

　突きつけられた言葉が頭の中でぐるぐると回り続ける。

　出口の見えない迷路に迷い込んでしまったような感覚。紫し緒おと再会して以来、ずっと心に積もり続けていた負荷が泥のように纏まとわりついていく。

　一人は嫌だった。甘えられる相手が欲しかった。だから温ぬくもりを求めたのに、否定されてしまった。

　───こんな思いをするんだったら、姫ひめちゃんと出会わなければよかった!!　───

　記憶は朽ちることなく、心を苛さいなみ続ける。

　家族を失った痛みを抱える孤独な少女に、それは到底耐えられるものではなかった。

「妹はどうすればよかったんですか？　どうすれば過去から解放されるんですか？　お願いです、教えてください……」

　そこにいたのは、天才的なプログラミング技術を持つ少女ではなかった。

　両親を失った悲しみを、一人の孤独を、鴉からす羽ばでの過酷な日々を、全て兄への愛情にすり替えて誤ご魔ま化かし続けた少女。「兄のため」という綺き麗れいな免めん罪ざい符ふで自分を守り続け、「兄のため」といって彼に依い存ぞんし続けてきた、弱くてちっぽけな女の子。

（……こういうとき、大たい河がだったら優しくしちゃうんだろうな）

　目の前で崩れ落ちる冬姫を、涙は決して慰めない。それをしてしまえば、全部無意味になってしまうことがわかっているから。

「───ごめんね、冬姫。それは教えてあげられないよ」

　だから、彼女にとって残酷な真実を告げる。

「……どうして、ですか……？」

　涙はうつむく冬姫の隣に腰をおろす。そして親友の瞳のように透き通った青空を見上げ、おもむろに語り始める。

「むかしむかし、あるところに一人の女の子がいました」

「……何ですか唐突に？」

「ちょっとした昔話だよ。まあ最後まで聞いて。……その女の子は運動も勉強もできる、優秀な子でした」

「嫌みな始まりかたですね」

「ふふ、そうだね。───人当たりもよくて明るい女の子は、いつも多くの人に囲まれていました。クラスではいつも輪の中心、充実した人生を送っている……彼女の両親までもがそう思っていました。けど当の少女の心は、とても乾いていました」

「……どうしてですか？」

「……女の子は優秀すぎたんだよ。運動でも楽器でも、少しやればあっという間に上う手まくなって同レベルはおろか、ついていける人もいなかった……色んなことに手を出したけど、退屈で退屈で仕方なかったよ」

　だから何かに本気で取り組んだことも、誰だれかと特別親しくすることもなかった。

　友人と呼べる人間は多くても、親友と呼べるほど深い関係になった人は誰もいなかった。

「そんなつまらない人生に嫌気がさしてね。ちょうど四年前、女の子は当時何となくプレイしていた構造体を本気でやってみることにしたんだ。もし同年代の子がいたら、一度だけ本気で関わってみようって思って。そしたら……初心者エリアで一人淡々とモンスターを狩ってる、綺き麗れいな目をした女の子に出会った」

　その出会いは、ただの偶然だった。

　だが───普通なことしかない人生に飽きていた少女と、異常な環境で異質な才能を持った少女が出会ったのは、もしかしたら必然だったのかもしれない。

「それからのことは、言わなくてもわかるよね？」

「ええ……もちろん」

　今でも昨日のことのように思い出せる。

　研究の息抜きとして、鴉からす羽ばに隠れて始めた《アリエス》。そこで、妙に馴なれ馴なれしい女の子に出会った。誰かと親しくすることに脅おびえていた冬ふゆ姫きだが、いつまでもしつこくつけ回してくる少女に音ねをあげ、一緒に旅をすることにした───それが西さい園おん寺じ涙るいとの出会い。

「やー、今思い返すと無む茶ちやしたよねっ。一歩間違えたらストーカーになってたかもしれないしっ」

「……るっちゃんには感謝しています」

　あれくらいの強硬手段をとらなければ、自分は今でも一人だっただろう───冬姫はそう思っていた。涙の事情は初めて知ったが、どんな理由であろうと自分の殻を破ってくれたことは感謝してもしきれない。

「ありがとっ。えと、それで何が言いたいかっていうと……どういう形であれ、冬姫は本気で紫し緒おちゃんとぶつかってみなよ。涙さんみたいに」

「……でも」

「またつらい思いをするかもしれない。それでも、一歩踏み出さないと何も変えられないんだよ。もし冬ふゆ姫きが今の思いを抱えたままずっと生きていくのなら、涙るいさんはこれ以上何も言わない。でも紫し緒おちゃんともう一度やり直したいって、ほんの少しでも思っているのなら……涙さんも手伝うからさ。一緒にがんばろ？」

（───これくらいの手助けはいいでしょ？　大たい河が）

　心の中で空色の瞳をした少年に告げて、涙はもう一度冬姫に手を差し伸べる。

　顔をあげた冬姫はじっと涙の手を見つめる。

　ふと思ってしまう。

　自分は涙と出会って、暗闇から救われた。この手をとって、一人の孤独から抜け出すことができた。ならば───自分が逃げてしまった紫緒は、いったい誰だれに救われればいいのだろうか。

（……また人任せにするつもりですか？）

　それは自分に向けた言葉。

　必ず傍そばにいると、兄に宣言した。本当に弱いのは自分のくせに、本当に支えてほしいのは自分のくせに、強いふりをして。

　だったら、今ここで変わろう。

　誰かを支えられるほど強い人間に、かつて自分を救ってくれた涙のように、誰かを救えるほど強い人間に変わろう。嘘うそが本当になるように。

「妹は、弱い人間です」

「そうかもしれないね」

「兄やるっちゃんに甘えてばかりで、誰かと本気でぶつかったことなんてありません。つらかったら、また逃げ出すかもしれません。そのときは───妹を叱しかってくれますか？」

「うん、もちろんだよっ」

　差し出された手をとって、冬姫は立ち上がる。空を写したような蒼そう穹きゆうの瞳には、それまでとまるで違う、確かな意志の輝きが宿っていた。

「……るっちゃんにはお世話になってばかりですね」

「気にしない気にしない。友達なんだからさっ」

　そう言って笑う涙に、冬姫はもう一度「ありがとう」と心からの感謝の言葉を伝える。

「それで、これからどうするの？　さっそく紫緒ちゃんのところに行く？」

「いえ……その前に、兄とるっちゃんに聞いてもらいたい話があります。場所を変えましょうか。静かに話ができるところがいいですね」

「あ、それならあそこがいいんじゃないかな？」

「あそこ？」

「うん。ちょうど特別優待権も持ってることだし、いい機会でしょ？」

　そう言って涙は一枚のウィンドウを差し出す。そこには構造体《オーニラ》の座標が記されていた。







「……ん？　メールか？」

　ちょうど渓谷エリアを抜けて平原に入りこんだときだった。突然、大たい河がの目の前にメール画面が展開される。メールの送り主は───天てん陵りよう冬ふゆ姫き。

　咄とつ嗟さに紫し緒おからは見えていないことを確認し、メールの文面に目を通す。

（話したいことがあるので以下の座標に来てください、か……）

　その座標は《アリエス》ではない、どこか別の構造体を示していた。大河が電脳世界エリユシオンに疎うといことを考慮してか、メールから直接転移を発動できるようになっている。

（……涙るいのやつ、上う手まくやってくれたみたいだな）

　メールの文面から話の内容は見えない。だが、大河は信じていた。妹ならば必ず前に踏み出すと。

「お兄さん、どうかしたの？」

「悪い紫緒、少し用ができた。いったん抜けていいか？」

「あ、そうなんだ。それじゃ私も休憩にしようかな……」

「そうか。きりもいいし、今日はこれで終わりにしよう。お疲れさん」

「お疲れ様ー」

　控えめに手を振る紫緒を横目に、大河はメールに記載された座標を指で触れ、転移プロセスを起動させる。視界が急速に白く染まっていき、目を閉じた大河は来たる空間転移の衝撃に備える。

　身体からだが捻ねじれていくような感覚が終わると、そこは全く違う世界だった。

「……なんか電脳世界っぽくない場所だな」

　仮想現実らしさが見受けられない、ホテルロビーのような場所。正面に受付があり、その奥には数十もの扉がずらっと並んでいる。

「あ、来た来たっ。大河ーっ、こっちだよーっ！」

　その一角に制服姿の冬姫と涙がいた。ぶんぶんと勢いよくこちらに手を振っており、非常に目立っている。ふと気になって確認してみれば、大河の服もいつの間にか制服に変わっていた。

「やー、三人揃そろうのって久しぶりな気がするねっ」

「まだ半日もたってないけどな」

「最近ずっと一緒でしたからね。逆にいない時間が新鮮で長く感じられた、ということじゃないですか？」

　ロビーにいる人間はざっと数えて二十人といったところだろうか。ほとんどの人が私服の中、学生服を着た三人は正直浮いている。

「そっちは今まで何してたんだ？」

「主に買い物ですね。るっちゃんに妹の服を選んでもらっていました」

「うんと可愛かわいいの選んだからねっ。帰ってからのお楽しみだよっ。大たい河がのほうはどうだったの？　紫し緒おちゃんと一緒だったんでしょ？」

「……まあな」

　冬ふゆ姫きの様子を窺うかがうが、彼女は全く動揺することもなく、しっかりと見つめ返してくる。その目が「もう大丈夫です」と語っており、大河は内心ほっとする。

「兄。まさかと思いますけど、手を出していませんよね？」

「紫緒にか？　出すわけねえだろ。弓の撃ち方教えたり、変なやつの情報集めたり、何な故ぜか闘技場で戦ったりして忙しかったんだぞ？」

「……死神事件もそうですけど、兄って実はもの凄すごく運悪いんじゃないですか？」

「……俺おれも思った」

　巴は夜やからの命令といいトクマの件といい、ロクな目にあっていない気がする。

「お二人さん。立ち話はそれくらいにして、早く中に入っちゃおっ」

「ふむ、確かにそうですね」

「ところでここはどんな構造体なんだ？　俺達の服もそうだけど、あんまり電脳世界エリユシオンって感じがしないんだが……」

「ここは《オーニラ》。最近大人気の小規模構造体ですよ」

「あれ。その名前、どっかで聞いたことがあるような……？」

「忘れちゃったの？　新歓祭のゲームで大河が勝ち取った特別優遇権、あれだよっ」

「……ああ！　すっかり忘れてた」

　端たん末まつを操作し、存在を忘れかけていた特別優遇権のデータをオブジェクト化する。予約が半年待ちと超人気の構造体《オーニラ》ですぐさま遊べる、一時間限定の権利。

「完全個室制で落ち着いた話にはもってこいですから、使ってしまいましょう」

　冬姫は大河の手からデータをとると受付の女性に渡し、使用上の注意と簡単な説明（大河は聞き流していたが）を聞いてからパスキーを受け取る。奥に通された三人は指示された部屋番号を探して廊下を進んでいく。

「本当にホテルみたいだな……」

「わざとそういう造りにしてるみたいだよっ。ここの部屋は数日単位で借りるのが普通みたいで、中には寝泊まりしている人もいるんだって」

「……電脳世界で眠ってどうすんだ？」

「完全に脳が休めるわけじゃないけど、一応効果はあるみたいだよ」

「───っと、ここですね」

　冬姫がパスキーを提示すると扉の色が青から赤へと変わり、表札部分に使用人数と残り時間が表示される。だが、それだけ。扉が開く気配はない。

「時間がもったいないですし、さっさと入りましょう」

　そう言うと冬姫は一歩踏み出し───幽霊のように扉をすり抜けた。同様に涙るいも内部に入っていき、大河も驚きながらあとに続く。

「なんだ？　この真っ白で何もない空間は？」

　扉を抜けた先にあったのは、まさしく何もない部屋だった。家具もなければ照明器具さえなく、あるのは四方を囲む白い壁だけ。

「さすがに殺風景すぎますね……ちょっと模様替えしてみましょうか」

　冬ふゆ姫きが目を閉じる。すると壁や床が木目状に変わり、どこからともなく座り心地のよさそうなソファが出現する。

「……は？」

「折せつ角かくだしもっと作りこもうよっ。こんな感じでどうかなっ？」

　いきなり変化した部屋に大たい河がが驚く中、続けて今度は部屋自体が大きくなり、さらにテーブルやらベッドやらが次々と出現していく。

「……何なんだ、この部屋は？」

「簡単にいえば、誰だれかの想像を形にする部屋ですよ。中にいる人が思い描いた通りに部屋の様相が変化します。兄も試してみてはいかがですか？」

　半信半疑ながらも頭の中でイメージを固める。すると手のひらに想像した通りのもの───いつも朝の鍛錬で使っている模擬刀が出現した。

「おお……！」

　思った通りのものが出てきて、大河はちょっとだけ感動する。

「ふふふ……物を生み出すだけじゃなくて、こういうこともできるんだよ！　そりゃっ！」

　すると、いきなり大河の身体からだが宙に浮かんだ。

　突然のことに驚いて周りを見渡してみれば、冬姫と涙るいも、そして先ほど作り出した家財道具も一つ残らず宙に漂ただよっている。

「無重力空間ですか。一瞬でイメージするとは……さすがるっちゃんです」

「確かに凄すごい……けど、これ迷惑すぎるだろ」

　家具を色々と作っていたせいで、部屋の中は悲惨なことになっていた。

　ふわふわと浮かぶオブジェクトは適当に動き回り、まるで室内に台風が吹き荒れたかのような惨状。動きづらくて仕方ない。

　涙がパチンと指を鳴らし、重力が元に戻る。同時に部屋の模様も変化し、娯楽室のような落ち着いた雰囲気の内装に変わっていた。

「ね、面白いでしょっ？」

「確かにな。使い方次第では色々できそうだ」

　いつの間にか模擬刀も消えている。他の人が作り出したものにも干渉できるらしい。

「それで、話って？」

「それは……」

　いざ話すとなると躊ちゆう躇ちよしてしまうのだろう。冬姫は言葉を詰まらせる。

　大河と涙は何も言わず、彼女が切りだすのをじっと待つ。やがて心を落ち着かせるように深呼吸を繰り返したのち、冬姫はゆっくりと語り始めた。

「───妹と鴉からす羽ば紫し緒お、いえ、しーちゃんの昔話です」

　彼女たちの、出会いと別れを。

「しーちゃん、か。昔はそう呼んでたのか？」

「ええ……八年前、妹はプログラミング技術を見込まれて四大企業の一角『鴉羽』に引き取られました。一応、養子という形で」

「……一応？」

　奥歯にものを挟んだような冬ふゆ姫きの言葉に、違和感を覚える大たい河が。本当は違う───そう言っているように聞こえる。

「切きり燈とうが学園を作って人材を育成しているように、鴉羽も独自の方法で研究者を育てています。それが内部教育機関『鳥とり籠かご』。そこには妹の他にも養子として引き取られた、身寄りのない子供たちが大勢いました」

　戸籍上は鴉羽の姓を与えられる。しかし、少なくとも冬姫に義理の父や母だった人と会った記憶はない。書類上の家族、赤の他人───それが彼女と鴉羽一族の関係だった。

「そういえば前に少し言ってたよね。飛び級扱いで一年ちょっとで卒業したとか」

「ええ。もっとも、あそこは学校と呼べるような場所ではありませんでしたが。言うならば技術者生産工場、ですかね」

「……それはまた、穏やかな表現じゃねえな」

「教師は全てＡＩ、個室に閉じ込められ、その日のノルマが終わるまで出してもらえないような場所ですよ。とても学校とは言えません」

　卒業できるのは一定以上のレベルに到達した者だけ。特別優秀な冬姫は約一年で卒業することができたが、求められるのは鴉羽の技術者として通用するレベル、普通は十年以上かかる。

「鴉羽にとって、妹たちは部品なんですよ。鴉羽という巨大なシステムを動かすための小さな小さな歯車……そしてそれは『鳥籠』を卒業したあとも変わりませんでした。誰だれもいない小さな研究室でプログラムを作る毎日。半年ほどたったころでしたか、そんな毎日に耐えられなかった妹は脱走を図りました。そのとき、一人の女の子と出会ったんです」

「それが紫緒ちゃん？」

「はい。……ここから先は、実際に見てもらったほうが早いですね」

　冬姫は部屋の中央に立つと、静かに目を閉じる。すると部屋の輪りん郭かくがぐにゃぐにゃと歪ゆがみ始め、色や音など五感情報が狂っていく。

「《オーニラ》の本当の使い方は部屋の模様替えをする程度ではありません。過去の記憶や未来のイメージすらも、映像として出力することができます」

　直後、空間が急速に形をなしていく。

　やがて三人の前に現れたのは十畳ほどの真っ白な部屋。家具と呼べるものはほとんどなく、中型アークライトと簡易キッチン他、最低限の生活用品がある程度。

　そこに、幼い冬姫の姿があった。小さな身体からだに不釣り合いな仰々しいクロークを羽織っており、気が遠くなるほど愛らしい。

「可愛かわいい～っ！」

「妹なのですから当然です。……それでは再生します。二人とも静かにしてください」

　映像が動き始める。どうやら幼い冬ふゆ姫きは電脳世界エリユシオンから戻ってきたばかりのようで、アークライトから身体からだを起こすと大きく伸びをする。

「ふにゅ……つかれたです……」

　くしくしと目元をこする少女は、緩かん慢まんな動きでヘッドギアを外すと冷蔵庫を開け、ゼリーのようなものが詰まったパックを一気に飲み干す。

　窓がないのでわからなかったが、どうやら朝だったらしい。冬姫が展開させたウィンドウの端には、午前八時と記されていた。

　彼女の疲れた様子から察するに、夜を徹して作業していたようだ。

「……おにぃ……あいたいです……」

　彼女が見ていたのは写真。八年前の別れ際に兄妹二人でとった最後の写真だった。幼い冬姫は大たい河がの顔をそっとなぞり、瞳になみだを浮かべる。

　限界だった。

　もともと人見知りでありながら、人一倍さみしがり屋な冬姫。両親を失い、兄と引き離され、一年以上孤独に過ごしてきた彼女の心は、つながりに飢えていた。

　きっかけと呼べるものは何もなかった。しかしその日、冬姫は決意した───ここから逃げ出そうと。

　あとのことは何も考えずにハッキングして部屋のロックを解除、幼い冬姫は研究室の外に飛び出した。

「はぁ……はぁ……」

　息を切らせながら走る。

　もともと運動能力の低い彼女だが、ここ一年半は運動どころか外出そのものがなく、体力は驚くほど低下していた。さらに研究棟内部の構造をほとんど知らない冬姫は逃げ出したい一心で適当に走り、無駄に体力を消費してしまう。

「あう……っ。ここにもいます……」

　聡そう明めいな冬姫は幼い自分が見つかれば絶対に連れ戻されてしまうことを理解していた。

　だから大人を見かけるたびに方向を変え続け───やがて疲れきって廊下にへたり込んでしまう。

　と、前方から大人の話し声が聞こえてきた。冬姫は咄とつ嗟さに一番近くの扉を開けて中に入りこみ───。

「……あなた、誰だれ？」

　銀色の髪の少女と出会った。

　突然の乱入者に驚く少女。何かの作業中だったのだろう、多数のウィンドウを展開させている。一方の冬姫も久しぶりに出会った同年代の少女に、そしてその部屋の様相に驚きを隠せずにいた。

　視界を占めるのは鮮やかな紫色。雨季を彩る花として知られている紫陽花あじさいが、部屋中に飾られていた。

　時期から考えて造花であることは明白。だが室内にはどこか雨に似た、湿った匂いが漂ただよっている。その香りに、幼い冬ふゆ姫きは家族と過ごした記憶を思い出す。

「……どうして泣いてるの？」

「え……？」

　言われて初めて、彼女は自分が泣いていることに気づいた。慌ててなみだを拭ぬぐうが、次から次へと溢あふれだす郷愁の思いに感情が塗り潰つぶされていく。

「う……うぅぅぅ……うぁぁぁぁっ……」

「ちょ、ちょっと!?　ええ!?」

　いきなり泣き出した冬姫に慌てる少女。どうしたらいいのかわからず、それでも目の前で泣きじゃくる少女を放っておけなくて───。

「えっと……よしよし」

　気がつくと頭の上に手をのせ、あやすようにゆっくりと撫なでていた。

　その手が、その優しさがどうしようもなくあったかくて、冬姫の瞳から再び大粒のなみだが溢れだす。

　それが冬姫と紫し緒お───孤独な二人の少女の出会いだった。
















「わたしは鴉からす羽ば紫し緒おっていうんだ。あなたの名前は？」

「……てんりょ、じゃなくて、からすばふゆきです」

「鴉羽？　……もしかして『鳥とり籠かご』出身の人？」

「はい。そっちはちがうんですか？」

「うん。わたしは本家の人間だよ」

　突然の出会いから十分後、冬ふゆ姫きは紫緒と並んでソファに座っていた。同年代の人と話すのが久しぶりということもあって、少し緊張した様子。

「……ほんもののおじょうさま？」

「そうだね。次女だし兄様もいるから、鴉羽を継ぐわけじゃないけど」

「は～……すごいひとなんですね」

　思わず感かん嘆たんのため息をつく冬姫。

　お嬢様、それも四大企業『鴉羽』の子女ともなれば、トップクラスのお嬢様だ。幼いながらもそんな「雲の上の人」が目の前にいることに、何とも言えない感覚を覚える。

　だが当の本人は困ったような表情を浮かべ、首を横に振る。

「凄すごくなんかないよ。それより、その歳としで研究室を与えられているあなたのほうがよっぽど凄いと思う。優秀なんだ？」

「……あんなところにおしこめられるくらいなら、がんばらないほうがよかったです」

　それは心からの言葉だった。

　兄に会いたい。優秀になって実績を作れば自由に行動できる───子供心にそう思ったからこそ、冬姫は必死に努力して「鳥籠」を一年で卒業、睡眠時間を限界まで削って研究に没頭してきた。

　だけど、状況は何も変わらなかった。むしろ頑張れば頑張るほど仕事を任され、自由な時間はどんどん減っていく。思いとは裏腹に、現実は彼女を追いつめていく。

「頑張らないほうがよかった、か……ねえ、ふゆきってどんな字？」

「えっと、きせつのふゆにおひめさまのひめで、ふゆきです」

「冬姫……じゃあ仇あだ名なは姫ひめちゃんだ」

「む……ではそちらはしーちゃんですね」

「しーちゃん……そんな呼ばれ方は初めてだよ。うん、気にいったかも」

　冬姫は年齢以上に幼い容姿を気にしてか、大人っぽい自分の名前を気にいっている。

　だから「姫ちゃん」なんて子供っぽい仇名をつけた仕返しのつもりだったのだが……予想に反して気にいられてしまった。

「ねえ。姫ちゃんはどうして研究者になったの？」

「……なりゆきです。あと、もくてきがあります。そのために、えらくならないといけないんです」

「偉くなるか……だったら、もっと頑張らないとダメだと思うよ？」

「もっと、ですか？」

「姫ひめちゃんの目的は知らないけど、普通の研究者じゃできることは限られてるから。せめて上級研究者クラスにならないと」

「そう、ですか……もっとうえじゃないと、だめですか」

　心が落ち着き、冬ふゆ姫きに現実的な思し考こうが戻ってくる。

　仮に研究棟から出られたとしても、その先はどうすればいいのか。一度逃走がばれてしまえば、次からは警戒されてしまう───それだけは避けなければならない。

　そんなことを考えているときだった。不意に紫し緒おが「いいことを思いついた」とばかりに両手をぱちんと合わせる。

「そうだ。姫ちゃん、わたしに勉強を教えてくれないかな？」

「べんきょう、ですか？」

「うん。研究の片手間でいいからさ。姫ちゃんってわたしと同じくらいの歳としでしょ？　やっぱり歳の近い人に教わったほうがいいと思うんだ」

　冬姫は少し迷ったが、答えは一つだった。

「……そういうことでしたら、さきほどのおれいにしてあげてもいいですよ」

「そっか、ありがとう！　それじゃ、明日からよろしくだね」

　こうして冬姫はいましばらく鴉からす羽ばに留とどまることになり、二人は紫緒の自習室で秘密の勉強会を行うようになった。

　独りぼっちの寂しさに押し潰つぶされそうになっていた冬姫は友人を得て、少しずつ心の隙すき間まを埋めていった。過酷な研究の日々に耐えることができたのは、紫緒のおかげと言っても過言ではない。

　紫緒と過ごす時間はとても楽しかった。だが、冬姫は気づいていた。時折、紫緒がとてもつらそうな表情を浮かべていたことに。

　どうして紫陽花あじさいの造花をあんなに飾っているのかと尋たずねると、彼女はこう答えた。

「だって紫陽花って雨の中でこそ映えるでしょ？　つらい中でも必死に輝こうとしているように見えて、どうにも放っておけないんだよね……」

　初めて聞いたときは「変な見方をしますね」くらいにしか思わなかった。

　けれど勉強会を始めて三ヶか月げつほどたった、ある日のこと。冬姫は偶然、紫緒と彼女の父親の会話を聞いてしまい、その理由を知ってしまった。

　そのころからだろうか。ゆっくりと、歯車が狂い始めたのは。

　どうしてお前はそんなにダメなんだ───父親はそう言って、彼女を責めた。

　お前の兄は、お前の姉は、と兄弟姉妹を引き合いに出し、全体で見れば十分に優秀な彼女の成績表を一つ残らず破り捨て、彼女が作ったプログラムを未熟の一言で削除した。

　父親が去ったあと、紫緒は肩を震わせて必死になみだを堪こらえていた。

　隠れて見ていた冬姫が心配して声をかけても、「頑張らなかったわたしがいけないから」とだけ答えて、すぐに机に向かう。

　それから、何度も同じ光景を見た。

　父親の叱しつ責せきはより激しさを増し、紫し緒おは父親の期待に応えようと寸暇を惜しんで机にかじりつく。そんな毎日に、紫緒は少しずつ憔しよう悴すいしていった。

　どんどんやつれていく紫緒。どうにかして彼女を元気づけたいと、冬ふゆ姫きは自分の研究成果を話したり、自作のプログラムを見せたりしたが、紫緒の表情は暗くなる一方だった。

　冬姫は必死に彼女を元気づける方法を考え───思いついたのが、彼女が元気になるような娯楽プログラムを作るという方法。

（外見はしーちゃんの好きな紫陽花あじさい、それに気分が安らぐ香りとかをいれてみましょう）

　実用的なプログラムばかり作ってきた冬姫にとって、それは初めての挑戦だった。

　なにせ「鳥とり籠かご」で教わってきたのは効率を突きつめるための技術。娯楽要素に関しては、そもそも基本的な知識がない。一から学ぶ必要があった。

　しーちゃんのためにプログラムを作ってるんです、というのは恥ずかしく、冬姫は仕事が忙しいと嘘うその理由で勉強会を休み、その時間を開発時間に当てた。

　ただ元気になってほしい一心からの行為。

　しかし、冬姫は気づいていなかった。紫緒を本当に追いつめていたのは、冬姫自身だったということに。

　もっと上に行けば自由になれる。紫緒に言われた言葉を信じて努力し、冬姫は己の才能を完全に開花させていった。

　たとえ少しスタートラインが違っていても、頑張ればいつか報われる。厳しい父もきっと認めてくれる───そう信じて頑張ってきた紫緒。だが、冬姫の存在が示すのは「才能がなければ努力しても無駄」という残酷な現実。

　負の感情は少しずつ紫緒の心を蝕むしばんでいき、そして皮肉にも冬姫が彼女のために作ったプログラムが、ひび割れた彼女の心を壊してしまった。

「しーちゃんしーちゃん！　見てください。できましたよっ！」

　その日、冬姫は完成したばかりのプログラムを持って、紫緒の自習室を訪れた。

　四日ぶりに会う彼女は明かりの消えた部屋の隅で、静かにうずくまっていた。その瞳が深い絶望を孕はらんでいたことに、浮かれる冬姫が気づくはずもなかった。

「……できた？」

「はいっ！　えっと、受け取ってください。しーちゃんへのプレゼントです！」

　冬姫は淡い紫色の結晶体を投影し、紫緒に差し出す。

　おずおずと結晶体を受け取った紫緒は内部情報を開き、目を通していく。

「しーちゃん、最近元気なかったじゃないですか。これは視覚だけじゃなくて嗅きゆう覚かく、聴覚でも人を落ち着かせる効果があります。娯楽プログラムは初めて作りましたけど、何とか上う手まくいきました！」

「初めてで……これを……？」

　今の紫緒では逆立ちしても作れない高度なプログラム。それをたった数日で、しかも初めて作った───あまりに隔絶した才能に、激しい嫉しつ妬とが湧わき上がる。そして今まで積もりに積もった感情が臨界点を超えて爆発した。

「なんでこんなもの作ってくるの……そんなに自分の才能を自慢したいの!?」

「し、しーちゃん？」

　紫し緒おは叫び、冬ふゆ姫きの手を勢いよく払いのける。その衝撃で冬姫の端たん末まつに挿してあったメモリーカードが飛び出し、壁に当たって砕けてしまう。

「姫ひめちゃんはいっつもそうだよ！　わたしが姫ちゃんのプログラムを見てどんな気持ちになるのか、自分の無能さを思い知らされるっていうのがどんな気分か、一度でも考えたことある!?」

　その言葉で、冬姫はようやく自分が紫緒を追いつめていたことに気づいた。

「そ、そんなつもりじゃ……ただ、しーちゃんに元気になってほしくて───」

「誰だれがそんなこと頼んだの!?　……ずっとずっと羨うらやましかった。わたしがどうしても欲しいものを持ってる姫ちゃんが、誰からも認められる才能を持ってる姫ちゃんが羨ましくて仕方なかった!!　わたしだって、わたしだって褒ほめられたい！　一度だけでいい、よくやったって誰かに言われたかった!!」

　どんなに頑張っても誰も認めてくれない。

　もっといい結果を出せと、どうしてお前はその程度なんだと責められるだけ。

　ならば───頑張ったことに、何の意味があったというのか。

「あ……う……し、しーちゃ、ん……」

　激流のような感情の吐露に、冬姫は脅おびえることしかできない。

　何か言わなければ、彼女はこのまま壊れてしまう───わかっていても、生まれて初めて向けられた負の感情に言葉が出ない。

「こんな思いをするんだったら……姫ちゃんと出会わなければよかった!!」

「───ッ」

　それまでの時間を、二人で過ごした日々の全てを否定する言葉に、冬姫は耳を塞ふさいでその場から逃げ出した。

　夢中になって走り続ける。気づいたとき、冬姫は自室のベッドの上で泣き崩れていた。

「助けて……っ。誰か助けてください……っ。おにぃ……っ」

　悲痛な叫びに応えてくれる人は誰もいない。ただ一人、親しくしてくれた友人も失ってしまった。

　彼女の周りにはもう、誰もいない。




「───以上が、妹としーちゃんの過去の全てです」

　記憶の再生が終わり、三人の前から孤独に泣き崩れる幼い少女の姿がゆっくりと消えていく。つらい過去を思い出して疲れたのだろう、冬姫はソファに座るとふうっ、と息を吐き出す。

「……このあと、冬ふゆ姫きはどうしたの？」

「何も。部屋から出ることもなく研究に没頭しました。全部忘れるために。それから、しーちゃんとは一度も会っていません」

　紫し緒おも冬姫の研究室を訪ねることはなく、もともと接点のない鴉からす羽ば本家のお嬢様と「鳥とり籠かご」あがりの技術者、顔を合わせる機会はなかった。

「そっか。前に言ってた『一度だけ娯楽用のプログラムを作ったことがある』って紫緒ちゃんへのプレゼントだったんだ……」

「ええ。今でもコードの一つ一つまで鮮明に覚えています。おそらく一生忘れることはないでしょうね」

「……後悔してるのか？　紫緒の想おもいに気づいてやれなかったこと」

「……どうなんでしょうね？　罪悪感なのか、心残りなのか……自分でも、もうわからないんですよ」

　そう言って、冬姫は泣きそうな笑みを浮かべる。なんとかして癒いやしてあげたい───大たい河がにそう思わせる、儚はかない笑顔。

「あ、そうだ。涙るいさん、少し外の空気を吸ってくるよっ」

　と、涙がいきなり立ち上がった。そして「電脳世界エリユシオンだぞ。外の空気も何もないだろ」と首を傾かしげる大河の耳元に唇を寄せ───。

「十分くらいで戻ってくるから。冬姫のこと、よろしくね？」

　そう言い残して、部屋の外に出て行く。

「……るっちゃんは本当におせっかいですね」

　冬姫も彼女の魂こん胆たんはわかっているのだろう。大河の隣に腰をおろすと、こてんと肩に頭を乗せてくる。さらさらの黒髪からたちこめる華のような芳ほう香こうに、少しだけ頭がぼ～っとする。

「……妹はどうすればいいんでしょうか」

　ぽつりと、想いが零こぼれる。答えは求められていない───何となくそう思い、冬姫の頭を優しく撫なでながら「ひとり言」に言葉を返す。

「俺おれが言うべきことじゃないだろ。あとは冬姫がどうしたいか、それだけだ。……その答えは、もう出てるんじゃないのか？」

　優しく頭を撫でられる心地よい感覚に浸りながら、冬姫は目を閉じる。

　脳裏に浮かぶのは紫緒と過ごした日々。楽しかった記憶と、最後に見た彼女のなみだ。

　自分がどうしたいのか───そんなことは八年前からずっとわかっていた。それでも向き合うのが怖くて、ずっと逃げ続けてきた。

　弱い自分を認めよう。そして一歩ずつでも少しずつでもいい。前に進もう。

　そのためにも───。

「……しーちゃんに謝りたいです。そしてもう一度、昔みたいに仲良くしたいです」

　まずは、そこから始めよう。

「妹は、兄に頼りきっていたんですね……やっと自覚しました」

「頼るのは悪いことじゃねえだろ」

「そうですね……でも、頼ることと依い存ぞんすることは違います。妹は兄と対等な関係で生きていきたいんです。だから、勇気をわけてください」

「……勇気？」

　冬ふゆ姫きは自分の手を大たい河がの手に重ねると、指を一本一本しっかり絡めていく。そして真まっ直すぐ大河を見つめる。

「しーちゃんは泣いている妹を慰めてくれました……今度は、妹がしーちゃんにお返しする番なんです。だから───もう一度、しーちゃんの前に立つ勇気をわけてください」

　そう言うと冬姫はくっと顎あごを上にあげて目を閉じる。

　何を期待されているか、鈍い大河でもすぐにわかった。というか、この体勢ですることなんて一つしかない。大河は躊躇ためらうように視線を揺らし───

「……これで我慢してくれ」

　迷った末、片手で冬姫の髪をかきあげ、剥むき出だしになったおでこに軽く口づけする。目を開けた冬姫はむすっとしており、露骨に不満げな表情。

「……妹は唇のほうを期待していたのですが？」

「無む茶ちや言うな。そんな簡単にできるか」

　おでこでも心臓がバクバクするほど緊張したのだ。唇なんてハードルが高すぎる───相手が冬ふゆ姫きなら、なおさら。













「これでいいか？」

「ええ。……まあ、妹としてもこんなところでファーストキスを済ませるのもどうかと思いますし、今回はおでこで我慢してあげます。でも、忘れないでくださいね」

　白く細い指が大たい河がの唇に押し当てられ、ゆっくりとなぞる。そして冬姫はちろりと舌を見せて妖あやしく笑うと、大河の首筋に甘く噛かみつく。

「ここは妹がちゃんと奪ってあげますから……他の女にあげちゃ、だめですよ？」

　───さあ。過去に置いてきた忘れ物を、拾いに行こう。





　　　　　　　◆　◆　◆






「……ふう」

　約五十メートル先の大木に二十本目の矢を命中させ、紫し緒おは弓を下げる。

　大河と別れたあと、最初はログアウトするつもりだった紫緒。しかし折せつ角かくなので練習しようと思い立ち、《アリエス》に残っていた。

「やっぱりこの弓、凄すごく使いやすい……狙ねらい通りに当てられる」

《クライオフレア》は討とう伐ばつ対象ウィルスにも通用するほど優れた弓であるが、非常に癖が強い。使い手を選ぶというと語弊があるが、どうやら紫緒には合っているようだ。

（もう少し練習して、明日お兄さんを驚かせよう）

　努力して自分の成長を実感することが楽しい───久しく忘れていた感覚だった。

　現実を知らない幼い子供ならば、それでも許された。けれど鴉からす羽ば本家の人間として、求められたのは過程ではなく結果。

　でも、《アリエスここ》は違う。彼女は「鴉羽紫緒」ではなく一人の女の子として、自由にやりたいことができる。誰だれに何を言われることもなく、自分の意思で。

「よしっ、あと二十回やろっ」

　再び弓を構えて射撃を始める紫緒。

　集中する彼女が、その背中を見つめる二つの視線に気づくことはない。

　紫緒の後方、約五十メートル。小高い崖がけの上に、全身を覆い尽くす白いローブを羽織った電子体───「天使」と、瞳の焦点を失ったトクマがいた。

「ふむ、どうやら彼はいないようだね。これなら予想以上にすんなりことを運べそうだ。やはりボクは運がいい」

　天使は矢を撃ち続ける紫緒の姿を見下ろし、パチンと指を鳴らす。すると人形のように無表情、無感情だったトクマの瞳が、カッと見開かれる。

「さあトクマ……あそこにいるのは、君が負けた少年と行動を共にしている少女だ」

「……おん……な……」

「君が彼と戦い、敗北するきっかけとなった元凶だよ。憎いだろう？　もし彼女が傷つけられたら、あの少年はどんな顔をすると思う？」

　泥のように濁った思し考こう能力の中、その囁ささやきは絶対の「命令」となって彼を支配する。もはや相手が誰だれであろうと関係ない。ただ恨みだけが心を統べる。

「……引き……裂く……」

「そうだ。今の君はボクの作ったプログラム《レプリコン》で基本性能ステータスが桁けた違ちがいに上がっている。逃げられないように手も打ってある───存分に暴れてくるといい」

「あ……が……ルラ嗚あ呼あアアああ嗚呼アアアアァァァッ!!」

　まともな人間とは思えない狂った咆ほう哮こうをあげ、トクマは崖がけから飛び出す。目標まで直線距離で五十メートル───一度の跳ちよう躍やくで届くはずのないその距離を、常軌を逸した脚力で一気に飛び越す。

「え───？」

　がごん、と後ろのほうで変な音がして、咄とつ嗟さに振り返る紫し緒お。

　視線の先には一人の男。数時間前に闘技場で見たＡランク接続者、トクマが腰から連れん接せつ剣けんを引き抜き、力任せに振り下ろしてくる！

「ひゃら嗚呼アアああアアァァぁぁっ！」

「きゃあっ!?」

　突然の事態に動くこともできない紫緒。真横に叩たたきつけられた漆黒の連接剣は大地を穿うがち、直線数十メートルにわたって深い斬ざん撃げき痕こんを刻みつける。あまりの威力に身体からだが浮き、紫緒は地面に倒れる。

　ざりっ……砂利を踏む音と共に、視界に影がかかる。恐る恐る顔をあげた紫緒の眼前には、無言で連接剣を振り上げる男の姿。

「……あ、あなた、トクマさん？　なんで、いきなりこんな───あうっ！」

　震える声で問いかけるも、返事は無情な一撃だった。再び滅め茶ちや苦く茶ちやな力で連接剣が地面を穿ち、紫緒はその衝撃で吹き飛ばされて転がる。

（に、逃げなきゃ───）

　理由のわからない襲撃。

　だが彼女の心を占めるのはトクマの行動への疑念などではなかった。

　紫緒はずっと家族の顔色を窺うかがって生きてきたせいか、自分に向けられる悪意に対しては人一倍敏感だった。ゆえにわかってしまう。彼の異常とも言えるほどの憎しみが。

　だから余計な思考は捨て、逃げることだけを考える。

　しかし状況はそう簡単に逃走を許さない。紫緒はトクマに背を向けて駆けだすが、再び薙なぎ払はらわれた《シウコアトル》の一撃に行く手を阻まれる。

（ダメ……っ。あんなに長い武器が相手じゃ、逃げる前にやられちゃう……っ）

　紫緒が大木の裏に隠れた直後、連接剣の連撃があたり一帯を手当たり次第に斬きり刻んでいく。縦横無尽に軌道を変える斬撃、だが肝心の紫緒にはかすりもしない。

（……？）

　思えば最初の一撃から変だった。彼の実力は大たい河がとの戦いを見て知っている。一歩も動けなかった相手に、振り下ろしなんていう単調な攻撃を外すだろうか？

（もしかして、狙ねらいがつけられない？）

　あの常軌を逸した様子ならば、ありえなくもない。ならこのまま転移ムーヴコマンドを発動させれば離脱できる。そう思って紫し緒おはウィンドウを展開させるが───。

〈エラー。このコマンドは現在使用できません〉

「え……どうして!?」

　転移プロセスを起動させた瞬間、ウィンドウがエラーメッセージを吐き出して消滅する。唯一の逃走手段が潰つぶされる異常事態に、紫緒は混乱して頭が真っ白になる。

　ありえない。システムコマンドを使用不可にするなんて、管理者権限マスターコードでも使わなければ到底不可能───。

「───ッ。きゃああああっっ！」

　間一髪で上から降ってきた剣先を躱かわす。だが壁の役割を果たしていた大木が真っ二つに両断され、光の粒子となって消えてしまう。

　逃げられない。周囲に攻撃を防げる遮しや蔽へい物は残っていない。いくらトクマが正気を失っているとはいえ、全長二十メートルの武器だ。適当に振っていても、いずれ当たる。

　残された選択肢は、ただ一つ。トクマと戦うことだけ。

（……よしっ、やってみよう……っ）

　所しよ詮せんはゲーム、負けてもいい───そんな考えは、今の紫緒にはなかった。

　やっと頑張れる場所を、否いな、頑張っていい場所を見つけたのだ。何もしないうちにまた諦あきらめるなんてことを認められるはずもなかった。

　紫緒は意を決して立ち上がると、真正面から弓矢を構える。

　経験の浅い彼女には小細工などできないし、する意味もない。手をこまねいていれば連れん接せつ剣けんの一撃をくらって終わりだ。真正面から最大の一撃を浴びせる以外に方法はない。

　無防備に姿を晒さらしている紫緒めがけて、連接剣が上下左右から襲いかかる、が、全て周りの大地を抉えぐるだけ。その隙すきにも矢は青と赤、相反する属性を纏まとって力を増していく。

「充填チヤージ完了……いっけええええええええぇぇぇ!!」

　紫緒が叫び、青白い業火を纏った氷の矢が撃ち出される。

　射線上の物質を凍りつかせると同時に燃やし尽くし、摩耗させる強力な一射は《シウコアトル》の刃節を弾はじき飛とばし、トクマの脳天に突き刺さる。

　轟ごう音おんと共に爆発した矢が、広範囲に氷炎を撒まき散ちらす。

　最大チャージに頭部ボーナス込みの一撃。弓は身体能力スペツクによる威力の変動がほとんどないし、かなりのダメージが入ったはず───普通の相手なら。

　視界が水蒸気のような白煙に覆われ、紫緒はふうっと息を吐いて弓を下げる───が、そんな彼女の隙を突くように、白煙の中から黒い影が飛び出してくる。

　反射的に射た氷矢が影の頭部に命中する。しかし影の動きは止まらない。

「あぐっ!?」

　突っ込んできたトクマの右手が紫し緒おの首を掴つかみ、頭から地面に叩たたきつける。そしてそのまま骨が砕けるような握力で首を絞めあげる。

　電脳世界エリユシオンに窒息という概念はない。しかし人間は呼吸ができなければ苦しむようにできており、それは電脳世界でも変わらない。

「は……ッ！　ぁ……っ」

　首を押さえられて起き上がることもできない紫緒。狂気に満ちた笑みを浮かべたトクマは剣型に戻した《シウコアトル》を構え、無防備な腹部に振り下ろし──。

「───そこまでだよ。トクマ」

　声と同時にパチンというスナップ音が響き、漆黒の刃が止まる。まるで電源を切られた機械人形ドローンのようにトクマの動きが不自然に停止し、狂気に支配されていた目にも感情が見えなくなる。

　いつからそこにいたのだろうか。トクマの真横に文字通り「出現」した白い電子体───天使は動けない紫緒を見下ろし、口元を歪ゆがめる。

「初めましてになるのかな？　鴉からす羽ば紫緒」

「……あなた、誰だれ？」

　ここで誰かが助けに来てくれたと思えるほど、紫緒は楽観的ではなかった。自分の名前を知っている正体不明の電子体───理解できない事態に混乱しながらも、何とか言葉を絞り出す。

「一応『天使』と名乗っているけど、好きに呼ぶといい。名前に意味なんてないからね」

「……天使？　あの変なプログラムをばら撒まいているっていう───」

「少し違うね。ボクは必要としている人間に必要なものを渡しているだけだ。このトクマしかり───君しかり、ね」

「わた、し？」

　わけがわからない。どうしてそこで自分の名前が出てくる？

「彼、トクマは自分を倒し、アリエスでの地位を奪った天てん陵りよう大たい河がに復ふく讐しゆうするために力を求めた……君も同じだ。自分の居場所を奪われた過去があるじゃないか。力を欲するのに十分すぎる理由が」

「なんでそれを……!?」

　その言葉に、かつて親友だった少女との過去が頭を駆け巡る。どうして誰にも話していないはずの記憶を、得体の知れない電子体が知って───。

「聞いていたからさ。君たち二人の昔話を、あの三人と一緒にね。……鴉羽冬ふゆ姫き、いや、今は天陵冬姫だったね。彼女に復讐しようとは思わないのかい？　君は彼女がいたから苦しんできたんだろう？」

　心の奥底を突く言葉に、紫緒は一瞬だけ目を伏せる。天使はそれを見逃さない。

「考えたことがないわけではなさそうだね」

「……確かにずっと恨んできたよ。でも……お兄さんに言われて気づいたんだ。そんなことをして立ち止まるより、もっと他に楽しいことを探すべきなんだって」

　そうだ。

　絶望して打ちひしがれて、得たものは何もなかった。才能がないなら少しずつでもいい、自分が成長していくのを楽しめばいい。

　やっとたどりついた紫し緒おの想おもいを、




「───何だ。君はその程度の人間だったのか」




　天使はただ一言で斬きって捨てた。

「え───？」

「君はボクと同種の人間かと思っていたんだが……どうやら違っていたようだね。君はボクよりはるかに弱い人間だ。自分を直視する勇気すらない、実にくだらない人間だよ」

「違う！　私はただ───」

「楽しいことを探すべき？　そんな言葉に何の意味がある。君の恨みは消えずに残り続ける。その思し考こうはただの逃避だ。苦しんだ過去は何も変わりはしない。復ふく讐しゆうすることでしか、君は前に進めない」

　ピシッ、と自分の中の何かがひび割れる音が聞こえた。彼女の心に刻まれたそのわずかな隙すき間まから、天使の囁ささやきはまるで毒のように彼女の心を侵していく。

「憎いだろう？　彼女は君にないものを全て持っている。才能だけじゃない、彼女のことを大事に思っている兄までいる」

「……お兄、さん……」

　心の一部分だけが偏へん重ちようされていく。決意などなかったかのように、天使の言葉は彼女の想いを消し去っていく。

「憧あこがれただろう？　逆境をものともしない彼の姿に。嫉しつ妬としただろう？　あんなにも素晴らしい家族がいる天てん陵りよう冬ふゆ姫きに。もし君が天陵冬姫に勝てば───君は憧れた人に認められるかもしれないよ？」

　最後の言葉に、心の奥深くでほのかに灯ともっていた感情が疼うずき、不自然なまでに肥大化していく。そしてその全てが彼女に命じる───天陵冬姫を、倒せと。

「その顔だよ───ボクが待っていたのは！」

　感情が最高潮となる一瞬を狙ねらって、天使は手に持っていた結晶体を紫緒に打ち込む。青白い電磁波パルスが彼女の全身を這はいまわり、紫緒の口から声にならない悲鳴があがる。

「さて、これで仕込みは万全かな。あとは彼女が耐えられるかどうか……もう候補はいないんだ。彼みたいにすぐに壊れたりしないでくれよ？」

　蟻ありを見るような目で叫び続ける紫緒を見下ろし、天使は笑う。









　　第五章　紫陽花の絆






「ん～……やっぱり変だよな……」

「大たい河が、さっきから端たん末まつとにらめっこしてどうしたの？」

　冬ふゆ姫きと紫し緒おの過去を聞いた翌日、制服を着た大河は朝食をとるべくカフェ《パラディス》を訪れていた。本日の空模様はあいにくの雨。静かに降り続ける雨は何とも言えない風情を醸し出している。

　メイド服の涙るいはいつも通り朝御飯を作っていたが、珍しく端末をいじり続ける大河が気になったのだろう。手をとめて尋たずねてくる。

「いや、昨日からずっと紫緒に連絡してるんだけど、一向に返事がないんだよ。今日何時に潜るか決めようと思ってたんだけどなー」

　メールだけでなく対話通信もやってみたのだが、全く応答がない。紫緒は学校に通っていないと言っていたし、あれからずっと寝ているというのも考えづらい。大河が心配になるのも無理はないのだが、涙としては別のことが気になってしまう。

「……いつの間に紫緒ちゃんから連絡先聞きだしたの？」

「いつって、昨日。現実で会えないし、知っとかないと不便だろ」

「……むー」

　正論だ。正論なのだが───やっぱり面白くない。

　涙は料理中ということも忘れて大河の頬ほおに手を伸ばし、むにーと軽く横に引っ張る。

「……ふぁにすんらよなにすんだよ」

「まだ出会って一日くらいだよね？　涙さん、ちょっと手が早いと思います」

　むすーっと露骨に不満そうな涙は二、三回同じことを繰り返し、最後にちょっと強めに引っ張ると手を放す。大河は少しだけ赤くなった頬をさすりながら反論する。

「んなこと言われてもな……涙の連絡先だって出会った初日に聞いたろ？」

「そうだけど、何となく納得いかないのっ」

「何だそれ……」

　最近の涙はこんな感じに突然不機嫌になることが多い。主に冬姫と何かしているときにそうなるのだが、どうやら相手は冬姫限定ではないようだ。

「昨日も言ったけど、色々とあったんだよ。時間は短くても密度が濃ければ、自然と距離も縮まるだろ」

「……それはわかるけど」

　かくいう涙も同じような感じで急接近したのだから、否定はできない。

「……そういえば冬姫はどうして今日お休みなの？　体調崩したとか？」

　現在、パラディスの店内にいるのは大河と涙だけ。いつも隣にいるはずの黒髪の小柄な少女の姿はない。

「違う。なんでも昔に紫し緒おに贈ろうとしたプログラムをもう一度作り直すんだと。今度こそ逃げないで、友達に戻るために、って」

　技術の全てを使って、もっとバージョンアップさせます───そう言って、冬ふゆ姫きは昨日の夜からダイブルームで作業を始めていた。

「そうなんだ。大丈夫かな？　部屋で倒れてたりして……」

「朝様子を見たら床で寝てたよ。ベッドに運んでおいたし、朝飯も用意した。起きたら適当に食べるだろ」

「あれ？　大たい河が、料理できたの？」

「さすがに握り飯くらいは作れる。具は何も入ってないシンプルなやつだけどな」

　昨今の炊飯器はほとんど全自動なので助かる。

　本当は一緒に休みたかったのだが、大河は一学期だけですでに十日以上欠席している。これ以上は成績的にも教師からの心象的にも厳しい。というわけで後ろ髪を引かれながらも、疲れ果てて眠る妹をおいて登校することにしたのだ。

「……にしても紫緒のやつ、本当にどうしたんだ？」

「実は大河にきついこと言われたから、無視してるだけだったりしてっ」

「うぐ……っ」

　ない、とは言い切れないのが不安だった。

「やっぱ関係ないやつに口出しされるとうっとうしいのか……？」

「……まあ涙るいさんも冬姫に結構ずばずば言っちゃったからねっ。どんまいだよっ」

　昨日の彼女の様子から打ち解けていたと信じたいのだが……良くも悪くも人の心は些さ細さいなことがきっかけで変わってしまう。

（……鴉からす羽ばの連中、余計なことしてねえだろうな）

　紫緒の根幹は家族に認めてもらえなかった過去にある。少しずつ変わろうとしている彼女だが、ふとしたきっかけで再び暗闇に戻ってしまうかもしれない。

　大河は何とも言えない歯がゆさを感じながら、涙が作った朝食を食べ始めた。







「うにゅ……眩まぶしぃ……」

　ブラインドの隙すき間まから差し込む光が眩しくて、冬姫はわずかに身動みじろぎする。

　寝がえりをうって日から逃れても、一度浮上した意識はなかなか沈んでくれない。少しずつ目が覚めていき、やがてベッドの誘惑を振り払いながら何とか身体からだを起こす。

（朝……ではなさそうですね）

　部屋のシステムから遠隔操作でブラインドを開けると、太陽はすでに頂点に近い位置にあった。どうやらお昼ごろらしい。

「え、っと……なんでベッドに……？」

　まだ寝ね惚ぼけた頭で昨夜の記憶を振り返る。

　覚えているのは明け方近くまでプログラミングを続け、完成と同時に疲労が押し寄せてきたところまで。「無意識のうちにベッドに移動したのでしょうか」とも考えたが、そこでサイドデッキの上に見慣れないものを見つける。

「おにぎり……？」

　のそのそとキングサイズベッドから下りて確認すると、それは確かにおにぎり。乾燥しないようにラッピングされており、その脇わきにはよく見知った筆跡で「お疲れさん」と書かれた紙が置かれている。

「……おにぃ」

　そこでふと気づく。作業に夢中でぐちゃぐちゃだったはずの長い黒髪が、いつの間にか綺き麗れいに梳すいてある。

「ふふ……言ってくれれば、いつでもやらせてあげますのに」

　リボンで髪を結い、いつものツインテールにセット完了。冬ふゆ姫きはおにぎりを持ってリビングに行くと、小さな口で頬ほお張ばり始める。

　塩が少なく、力を入れすぎたのか、ところどころ固いおにぎり。

「……美お味いしいです」

　それでも兄が自分のために用意してくれたと思えば、彼女にとっては御ご馳ち走そうだった。

　昨日の夜から何も食べていなかったので、おにぎり三つをぺろりと平らげる冬姫。時間を確かめると、現在は十一時半。

（今から登校しても専門科目しか出られませんね）

　今日は月曜日なので午後は専門科目。涙るいと一緒に選んだ応用講義とはいえ、正直知っていることばかりで退屈な授業。一回くらい休んだところで何の問題もない、のだが。

「……妹が休んだら、兄とるっちゃんは二人っきりでお昼御飯を食べるんですよね……」

　それも涙の手作りのお弁当を。いつかのように新婚夫婦みたいな雰囲気で。

　そう思うと、冬姫の心の奥から嫉しつ妬とが湧わきあがってくる。先ほど食べたおにぎりの美味しさも口の中から消え、むかむかとした苛いら立だちが心を占めていく。

「やっぱり行きましょう。兄のくせに妹以外の女の子と二人っきりなんて許せません」

　正直、るっちゃんは可愛かわいい。もの凄すごく可愛い。

　あの反則級のスタイルに天てん真しん爛らん漫まんな性格───同性から見ても非常に魅力的だ。そんな彼女が兄のことを好きだと宣言したのが一週間前。まだ告白とかはしていないようだが、着実に距離を縮めているように見える。

　決断は早かった。冬姫は早足で自室に戻ると、制服に着替え始める。

　メールが送られてきたのは、ちょうど着替え終わって鞄かばんを掴つかんだときだった。

「ええい、急いでいるというのに誰だれですかっ───……え？」

　メールの送り主は───鴉からす羽ば紫し緒お。

　冬姫は慌ててメールの本文を隅から隅まで読み、さらにもう一度読み返す。

〈姫ひめちゃんへ。話したいことがあるんだ。今から会えない？　座標を書いておいたからそこに来て……待ってるから〉

　簡潔明瞭な文章を何度も何度も目で追う。記されていた座標は《アリエス》のどこかということしかわからない。冬ふゆ姫きは完成させたばかりのプログラム、鮮やかな紫色の結晶体を手のひらに映し出す。

　プログラム名───《ハイドランジア・ガーデン》。

「……今度こそ、逃げません」

　覚悟を己の中に埋めこむように、小さく呟つぶやく。

　かつて渡すことのできなかったそれを握りしめ、冬姫はダイブルームに急ぐ。そしてアークライトを起動させると、彼女の意識は電子の海に溶けこんでいった。




　───記憶が混線している。

　一面雪に覆われた銀色の世界で、鴉からす羽ば紫し緒おはかつて友人だった少女が来るのをじっと待っていた。

　灰色の空から雪がはらはらと舞い降り、地面に積もっていく。

　周りには氷の柱や氷塊が点在しており、見ているだけで凍えてきそうな風景だが、感じる温度は薄手の狩人かりうど装束であっても肌寒い程度。これもプレイヤー保護のための設定なのだろう。

（……不思議な感覚）

　雪の精霊と見間違うほどに白く華きや奢しやな少女は寒空を見上げ、ほうっと息を吐き出す。冷たい空気でも、彼女の心の中で渦巻く黒い感情を冷ますことはない。

　何な故ぜこんなにも際限なく憎しみが湧わきあがってくるのか。その感情の源げん泉せんは紫緒自身にもわからなかった。昨日、大たい河がと別れてから今朝に至るまでの記憶がすっぽり抜け落ちている。

　出で処どころの知り得ぬ感情。だが、そんなことはどうでもよかった。

　身を焦がすような激情に流され、闇のような深しん淵えんに浸つかり、心はただ一つにして絶対の目的を叫ぶ。

「───来たね。姫ちゃん」

「……久しぶりですね、しーちゃん」

　視線を戻せば、そこにいたのは雪原に咲く一輪の華のごとき流麗な少女。

　白と黒───かつて交わった二人の少女は七年の時を経て、再び向かい合う。

「久しぶり？　一昨日会ったけど？」

「いえ、間違っていませんよ。本当の意味で再会したのは、今ですから」

「……ふーん」

　雪が降りしきる中、二人の視線が交差する。

　改造着物の少女の瞳は先日会ったときとは違い、力強い意志の光を携えている。その目を見て、紫し緒おは改めて自分の意思を確かめる───叩たたき潰つぶしたい、と。

「覚悟は、できてるみたいだね？」

「ええ。妹はもう逃げません。七年前のあの日をちゃんと終わらせて、もう一度しーちゃんと友達になります」

「…………」

　冬ふゆ姫きが己の覚悟を告げる中、紫緒はゆっくりと背中に担いだ弓に手を伸ばす。そして氷の矢を生み出すと、一息で撃ち出す。

　冷たい空気を斬きり裂く一射は冬姫の頬ほおを掠かすめ、後方の氷柱つららに当たって砕け散る。

「友達……？　私の人生を無価値にしておいて、まだそんなことを言うんだ？　随ずい分ぶんとわがままなんだね」

　完全な拒絶の言葉。それでも冬姫は一歩も引かない。

「……確かにそうですね。でも、決めたんです。どんなに迷惑がられようとも否定されようとも、絶対に諦あきらめないって」

　かつて、自分がそうして救われたように。

「姫ひめちゃんの思いなんてどうでもいいよ。私には関係ない」

　冬姫の心からの言葉。だが、憎しみに支配された今の紫緒には届かない。再び矢を構えると矢や尻じりを真まっ直すぐ冬姫の額ひたいに向け、言い放つ。

「私の目的は一つ。私を苦しめた姫ちゃんへの復ふく讐しゆうだけだよ」

　その行為の意味は明白だった。ここで私と戦え───紫緒はそう言っているのだ。

「……嫌です。妹はそんなくだらないことをするために来たわけではありません」

　返答は矢だった。脳天を貫つらぬく軌道で放たれた矢を、冬姫は間一髪で躱かわす。

「くだらない……？　私がどれだけ悩んで苦しんだか知らないくせに、わかったようなことを言わないでっ!!」

　感情が煮にえ滾たぎり、悲痛な叫びとなって飛び出す。不自然なほど強すぎる感情に、冬姫もさすがに違和感を覚える。

「戦ってもらうよ。私は自分の存在価値を取り戻すために、姫ちゃんを超える」

　再び矢を構える紫緒。

　強く深い感情の荒波。かつて味わった負の感情をぶつけられても、どれほど心が脅おびえても、冬姫は真っ直ぐ紫緒を見据える。

　七年前の冬姫は、ここで逃げ出してしまった。負の感情をぶつけられることに耐えきれず、自分自身を守るために彼女を見捨てた。

「御免です」

　だから、ここで退くことだけは絶対にできない。

「……そう」

　冬姫の返答に、紫緒は目を細める。背筋が凍るほど冷たく、恨みや憎しみが濃縮された視線に射抜かれ、冬姫の心臓が音を立てて軋きしむ。

「なら仕方ないね。……無理やりにでも、その気になってもらうよ！」

　刹せつ那な、紫し緒おが動いた。

　素早く氷の矢を三本生成、同時に射出する。右に躱かわした冬ふゆ姫きだが、紫緒は冬姫を追うように連続で矢を放つ。

「くっ───しーちゃん！　やめてください！」

　撃ち出される矢を躱しながら何とか説得しようとするが、答える言葉はない。それどころか矢の連射は激しさを増し、ついに冬姫を捉とらえる。

「つっ───」

　足を狙ねらわれ、一瞬動きの鈍った冬姫。

　紫緒はその隙すきを見逃さず、空色の瞳を貫つらぬく射線で矢を放ち───紅あかき扇子の一いつ閃せんで氷矢が砕け散る。冬姫の手に握られたそれを見て、紫緒は満足そうに口元を歪ゆがめる。

「ようやく武器をとったね。それじゃ、始めよっか」

「……しーちゃん」

　紫緒が目を狙った瞬間、冬姫は理解してしまった。かつての友人は、取り返しのつかない領域に、引き返すことのできない場所に足を踏み入れてしまったのだと。

「……もう、戦うしかないんですか？」

「そうだよ。こうしないと、私は満たされない」

　否定してほしかった言葉は、一刀のもとで斬きり捨てられた。最後の言葉さえも届かず、冬姫は覚悟を決める。

「わかりました。なら────手加減なしでやらせてもらいます」

　彼女と戦う、覚悟を。

　改造着物をはためかせ、天てん陵りよう冬姫は鴉からす羽ば紫緒と相対する。

（しーちゃんには悪いですけど、一撃で終わらせます）

　冬姫は自分の勝利を微み塵じんも疑っていなかった。

　当然だろう。紫緒が《アリエス》を始めたのは二日前。ランクはＤがせいぜいといったところ。対して自分はＢランクで四年間の経験値もある。紫緒に大たい河が並みの身体能力スペツクがあれば話は別だが、あの細い手足ではそれもないだろう。

　悠然と属性球の演算を始める冬姫。だが、不意にゾクリと悪寒が走る。

　まずい───冬姫は咄とつ嗟さに演算式を変更、白の属性球を二つ薙なぎ払はらう。追い風で加速した冬姫は全力でサイドステップ。

「───《レプリコン》、点火イニシエイト」

　次の瞬間、視界の端を閃せん光こうが駆け抜けた。

　冬姫には大河のような卓越した動体視力はない。だから音速に迫る速度で放たれたそれが何なのか、全く見えなかった。ただ直線状に抉えぐり抜かれた大地の傷きず痕あとが、かろうじて攻撃だったことを示すだけ。

「……躱され、ちゃったか……」

　ぎりぎりで白銀の閃せん光こうから逃れた冬ふゆ姫き。振り返ってはるか後方を見やると、そこにあったのは氷の槍やり。人の胴ほどもある太さの氷ひよう槍そうが雪原に突き刺さっている。

（まさか、あれを撃ったんですか!?）

　それも視認できないほどの速度で。

　驚きよう愕がくする冬姫、一方、紫し緒おは一発撃っただけにもかかわらず肩で息をしており、その額ひたいにはうっすらと汗が滲にじんでいる。

「次、行くよ……ッ」

　再び氷の矢を構えた紫緒を見て、冬姫は即座に回避行動に移る。

　防御は考えない。あれを防ぐにはおそらく三連鎖以上が必須だ。

　冬姫の攻性プログラム《属性球》は自前の演算能力を使って小型の攻性プログラムを即興で組むという特性上、連鎖数が増えるごとに発動に時間がかかる。

　二連と三連の差は一秒以下。だがあの矢の速度ではそのわずかな差が致命的なものになりかねない。

　射線上から逃れようとする冬姫を狙ねらって、矢を構える紫緒。《レプリコン》の反動で全身を襲う痛みに耐えながら息を整え、一息のうちに撃ち出す。

　もしこの場に大たい河ががいたなら見えただろう。紫緒の手から放たれた矢が回転しながら急速に肥大化し、加速していくその過程が。

　目を凝らしても霞かすむ程度にしか見えない速度の氷槍はほんの少し狙いを外れ、冬姫の足元に着弾、衝撃で大地を覆っていた粉雪が一斉に舞いあがって白い煙幕と化す。

（まずいです。これじゃどこから撃ってくるか……っ）

　大量の雪で視界が塞ふさがれる。

　相手の視覚を奪うのは戦術の基本だ。見えない攻撃に対してはどうしても警戒が遅れる。と、視界の端のほうで何かがきらりと光った。

「───っ。三色連鎖トリプルスペル《スチームフレア》！」

　即座に赤、蒼あお、白の三球を薙なぎ払はらう。輝く白球が冬姫と光った箇所の中間地点に出現、大きく収縮したのちに周りの空間を押おし退のけて弾はじけ飛とぶ。

　ほぼ同時に射出された氷槍と爆発衝撃波がぶつかり合い、押し負けた氷槍が粉々に砕け散る。さらに衝撃波は雪も残らず吹き飛ばし、爆心地を中心に円を描くように褐色の大地が露出する。

「……さすが、だね。勝負を決めるつもりで撃ったんだけど、姫ひめちゃんはこれくらい何ともないみたいだね」

「しーちゃん……いったい何をしたんですか!?」

　油断なく弓を構える紫緒に、冬姫は混乱した様子で叫ぶ。

　ありえない。攻撃に関しては「攻性プログラムが優秀だから」でまだ納得できる。

　しかしこちらの目を遮ったあと、紫緒はほぼ一瞬で視界の端まで移動した。素の身体能力スペツクが高いわけでもない低ランクの紫緒が、そんな脚力を持っているはずがない。

「まっとうな方法でこんな短期間で強くなれるはずがありません。答えてください！　しーちゃんはいったい何に手を出したんですか!!」

　返事は再び弓矢。先ほどの槍矢ではないが連続で放たれる氷矢は十分に速く、冬ふゆ姫きは風の鎧よろいで全て打ち払う。

「そんなこと、どうだっていいでしょ？　私は姫ひめちゃんに勝つ。勝って自分の存在価値を取り戻す……それだけだよ」

　自分の口から出た言葉、しかし紫し緒お自身がそれに得も知れぬ違和感を覚える。

　何かが違う。何かが頭の中からすっぽり抜け落ちている───だけど、その正体がわからない。

（違う、これで正しい。私は間違ってない）

　紫緒は己の中の迷いを捨てるように空へと弓を向ける。その手には燃え盛る紅ぐ蓮れんの矢。

「いくよ姫ちゃんッ！」

　叫びと共に、炎の矢が龍りゆうのごとく真まっ直すぐ空を駆け上がる。

　高度を増すごとに炎は激しさを増し、やがて見上げるほどの高さで静止する。

「───《メテオレイン》ッ!!」

　そして空中で数十もの炎弾に分かれ、冬姫めがけて降り注ぐ！

（さっきの氷の矢とは違う……誘導弾ですか！）

　走りだす冬姫だが、炎弾は彼女のあとを追って自由自在に軌道を変える。













　白色球二つを破壊して多数の風の刃やいばで迎撃するも、炎弾は刃一つ一つを探知して器用に避けていく。

「ええい、厄介な……っ」

　走りながら頭の中で炎の矢への対抗イメージを練り上げる。そしてそれを即興でプログラムに変換、蒼そう球きゆう三つとしてデータを固定させ、破壊。

　顕現したのは激流の渦。冬ふゆ姫きを中心として全方向をくまなく覆った水流の壁に、炎弾は次々とかき消されていく。

「お返しですッ！」

　冬姫が扇子を一ひと薙なぎすると水流は十数匹もの大蛇へと姿を変え、牙きばを尖とがらせて紫し緒おへと迫る。

　躱かわしようのない、四方八方からの同時攻撃。

　だが紫緒はさながら本物の狩人かりうどのような俊敏な動きで水蛇を躱し、さらに動き回りながらこちらを攻撃してくる。さすがに大技を放つ余裕はないようで、冬姫は水蛇の一匹を防御にまわし、飛来する矢を撃ち落とす。紫緒が矢を射る隙すきを狙ねらってこちらも攻撃を仕掛けるが、一向に捕まらない。

（すばしっこい……っ）

　理由はわからないが、今の紫緒はＡランクと同等まで基本性能ステータスが上がっている。その上、攻性プログラムもかなり強力なものだ。並の接続者では相手にならない。

　冬姫の戦闘スタイルは一言でいえば固定砲台。典型的な後衛だ。

　貧弱な彼女はランク補正があっても身体能力スペツクに欠ける。大立ち回りなんてできないし、瞬発力もない。必然、属性球で攻撃と防御を同時に行いつつ、高火力の一撃を叩たたきこむというのが基本戦法になる。

　対して、今の紫緒は遊撃型。

　遠距離タイプながらも機動力を生かして敵を撹かく乱らんし、隙を見つけて攻撃をするスタイル。この種の相手は範囲攻撃を叩きこむのが定石なのだが、紫緒の場合、攻撃の手を緩めればたちまち強力な大技を撃ってくる。

　互いに小技しか出せない膠こう着ちやく状態───だが、その均衡は意外にもあっさり崩れた。

　突然だった。紫緒が胸のあたりを押さえて苦しみ始める。

「は───ぁ、く───っ」

　ぐわん、と紫緒の視界が一気にぶれる。めきめきと全身を針金で締めつけられるような痛みに身体からだ中じゆうが悲鳴をあげ、意識が遠のいていく。

「しーちゃん!?」

　突然崩れ落ちた紫緒に動揺し、反射的に駆け寄ろうとする冬姫。

　しかしその際に水蛇の制御を手放してしまい、最後の命令コマンドに従って全ての水蛇が動けない紫緒に襲いかかる。

「しまっ──避よけてください！」

　冬ふゆ姫きが叫んだ直後、水蛇の群れが紫し緒おを呑み込んで弾けた。

　大量の水みず飛沫しぶきが舞いあがり、局所的な雨となって地面に降り注ぐ。

　一つ一つは大した威力ではないとはいえ、重なりあった総合ダメージは絶大。さすがに致命傷だろう。冬姫は紫緒の苦しそうな表情も気になり、急いで彼女のもとに向かおうとする。が───。

「……まだ、勝負はついて、ないよッ！」

　水のカーテンの向こう側、苦く悶もんの表情を浮かべながらもしっかりと両足で立つ紫緒。その頭上に浮かび上がる体力ゲージは───ほとんど減っていない。

「な……っ」

　並の接続者なら、いや、Ａランク以上でもＨＰを半分以上削るほどの攻撃だ。いくらなんでも耐久度の桁けたが外れすぎてる。

「───《パルチザン》！」

　次の瞬間、加速した氷の槍やりが冬姫の小さな身体からだを貫つらぬいた。







　───キーンコーンカーンコーン……

「あ～つっかれた～」

　四時間目、最も苦手な現代国語の授業が終わり、電子教科書を消した大たい河がは疲ひ労ろう困こん憊ぱいの様子で机に突っ伏す。そんな彼のもとに近づいてくる涙るいの手には、お弁当箱が二つ。

「大河は本当に現国苦手だよねっ。もうすぐ中間テストだけど大丈夫なの？」

「……正直、全然大丈夫じゃない」

　本日返ってきた小テストの結果は余裕で赤点。なんだかんだで結構学校を休んでいる上にこの成績はかなりマズい。ちなみに、兄妹だから渡しておけという適当すぎる理由で冬姫の成績も受け取ったのだが、こちらは満点。彼女も大河と同じくらい休んでいるはずなのだが、この違いはどこから生まれるのだろう。

「つーか登場人物の気持ちなんてわかるわけねえだろ。作者本人に聞けっての」

「あはは……」

　それを言ったら元も子もない。

　大河は暗記ものには滅法強いが、それ以外は基本だめだめである。子供のときに本に触れ合う機会がほぼ皆無だったので、自分で何かを考えるということが根本的にできないのだ。もともと直感に従って生きているような人間であるし。

「まあ今はいいや。それより昼飯行こうぜ」

「あ、うん。でも雨だから屋上は使えないよ？　このまま教室で食べる？」

「そうだな……っと、ちょっと待っててくれ」

　端たん末まつに着信が入る。大河は涙を教室に待たせてひと気のない場所まで移動し、相手の名前を見て若干顔をしかめながら応答する。

「……なんか用か、巴は夜や？」

〈随ずい分ぶん嫌そうね。そんなにアタシと顔を合わせるのが嫌なのかしら？〉

「そっちから連絡があるときは大抵ロクなことにならないからな」

〈否定はしないわ〉

　画面の中の巴夜は以前に一度見たことのある、似合わないスーツ姿。背後の景色も教室ではないし、どうやら学園には来ていないようだ。

「生徒会長がサボりか？」

〈病欠ってことにしてあるわ。普段から真面目まじめにしていると、こういうとき余計な詮せん索さくされなくて楽なのよね〉

　真面目じゃなくて真面目なふりだろ、と思ったが言わないでおく。

「それで何の用だ？」

〈あ、そうそう。天使について、ちょっと気になることがあったから知らせておこうと思って。あのあと暇な研究者を使って《アリエス》の電子体を全部調べさせてみたんだけど、おかしな反応を二つ見つけたの〉

「おかしな反応？」

〈そ。おまけに二つとも昨日の夜から一度もログアウトしてないわ。まあ、それ自体は別に珍しくないけど、このタイミングだから気になってね。その一つが朝方に消滅したから分散データを回収して解析してみたの。そうしたらなんと、電子体の構成そのものが変わってたのよ〉

「……もう少しわかりやすく言ってくれ」

　その手の話が通じる相手かくらい、いい加減わかってほしい。

〈簡単に言うと電子体が改造されていたのよ。いえ、改造っていうよりは圧縮というべきかしら。電子体を構成しているデータの密度が異常なまでに高かったわ〉

　電子体も全てデータだ。当然、干渉ハツキングすることもできる。

　ただし電子体というのは現実世界における人間の身体からだにあたるため、セキュリティは最高ランク。そう簡単に干渉できるものではない。

「密度を高くすると何かあるのか？」

〈もの凄すごく頑がん丈じようになるわ。あとは電子体そのものが強化されるわけだから、運動能力だけじゃなくて反射神経なんかも上がるわね。……地獄の痛みと引き換えに〉

「痛み？　電脳世界エリユシオンには痛覚遮断があるだろ？」

〈それは通常の電子体に適応されるルールよ。改造された場合は別。違法なことをしているヤツまで守る必要はないでしょ。それでその圧縮処理なんだけど、実体に例えると身体を引き千切ったあとに押し潰つぶしてもう一回くっつける、みたいな感じなの〉

「それは……痛そうだ」

　想像しただけで鳥肌が立ちそうな巴夜の表現に、大たい河がは頬ほおを引きつらせる。

（聞いた感じ、《シンクロ・インフィニティ》を凶悪にしたプログラムみたいだな）

　同じ電子体へのハッキングだが、今聞いたプログラムは電子体の構成そのものをいじっている。対して、冬ふゆ姫きが大たい河がのために作ったプログラム《シンクロ・インフィニティ》は電子体と精神構造の間にある余計なものを無効化しているにすぎない。

　そもそも大河にとって不要なのは実体と同調する上で邪魔となる「構造体ごとの能力補正ステータスアシスト」なのだから、違っていて当然なのだが。

〈天使と関係ありそうだから、一応伝えておいたわ。それじゃ、調査を続けなさい〉

「へいへい……」

　大河は適当に返事をして通話を切る。今はそれどころじゃないのだが、そんなことを言っても一いつ蹴しゆうされるだけだろう。

「……ノーと言える人間になりてえ」

「無理じゃないかなっ」

　思わず口をついた言葉は後ろから否定された。振り返れば待っていられなかったのか、涙るいが笑みを浮かべて近づいてきていた。

「大河、基本的にお人よしだからね。なんだかんだで最後は引き受けちゃいそうだよっ」

「自覚してるから言わないでくれ……ん？　今度はメールか？」

　また巴は夜やか、と思って少しうんざりしながらウィンドウを展開する。が、そこに記されていたのは《差出人不明アンノウン》の文字。

　初めてのことに訝いぶかしげな表情を浮かべる大河。

　もともと彼の連絡先を知っている人間は両手で数えられる程度しかいないし、広告スパムメールが届くようなことをした覚えもない。こんなメールが届くはずがないのだが。

「《差出人不明アンノウン》？　入ってるのは動画ファイルみたいだね」

　横から覗のぞきこんできた涙も、メールを見て首を傾かしげる。

　大河は躊躇ためらいながらも添付されていた動画ファイルに触れて再生させる。始まったのは何やら白い粉のようなものが舞っており、お世辞にも鮮明とは言いい難がたい動画。

　───そこに冬姫と紫し緒おの戦い、その一部始終が収められていた。

「……なんだ、これ？」

　水蛇を操る改造和服の冬姫、動き回りながら炎と氷の矢を放つ狩人かりうど装束の紫緒───思い描いた理想と全く違う光景に、呆ぼう然ぜんとする大河。

「撮影時刻は……二十秒前!?　これほとんどリアルタイムだよ！」

　動画は紫緒の放った氷の槍やりが冬姫を貫つらぬいた場面で途切れていた。

「───ッ！」

　動画の再生が終わるや否いなや、大河は走り出していた。涙も慌ててあとを追う。

「大河っ、どこに行くの!?」

「決まってる！　今すぐ家に帰って、あの場所に───っ」

「それじゃ間に合わないよっ。向こうについたときには全部終わってるかもしれない！」

　冷静な言葉に、大河は窓から飛び出そうとしていた足を止める。

　確かにここから自宅まで、どんなに急いでも十分はかかる。昼時だからリニアも本数が少ないので、実際はもっとかかるだろう。

「ここのアークライトを使わせてもらったほうが絶対早いよ。お昼休みに開放されてる情報室があるから、そこで潜ろっ」

「……いや、もっといい場所がある」

「え？」

　人が来ない上に時間の制約もない、最高の場所が。

　深呼吸して焦る気持ちを落ち着かせる。今みたいに余計な回り道をしている場合ではない。冷静に、最短時間で目的地にたどりつかなければ。

「涙るい、さっきの映像の場所がどこかわかるか？」

「……多分だけど、中央街の近くにある雪原の最深部だと思う。転移ムーヴポイントがあるから直接行けるはずだよっ」

「よしっ……行くぞ！」

「あいあいっ───って、どこに？」

　大たい河がは涙がついてこられるように速度を落として走りだし、端たん末まつで巴は夜やに連絡する。

〈どしたの大河？　もしかして何かわかった───〉

「その話はあとだ！　お前の教室、確かアークライト置いてあったよな！」

〈何なのいきなり？　……二つあるわよ。どっちもアタシの私物だけど〉

「少し借りるぞ！」

〈は!?　ちょっと待ちなさい、あれは大事なコレクション───〉

　何か言っていたようだが、大河は構わず通話を切断する。そして今は使われていない廃校舎、その一番奥にある教室に飛びこむ。

「確かここら辺に……あった！」

「うわぁ～！　これ浪なみ鷺さぎのユニークモデルだよっ！　すっごい珍しいアークライト！　なんでこんなところに？」

「潜れるなら何だっていい！」

　大河は特徴的な形のヘッドギアを自分の端末とリンクさせると、ソファに深く背中を預ける。涙も大河の隣に座り、座標を設定して二人同時に目を閉じる。

「「───ダイブスタート！」」

　一瞬のめまい。身体構造と心が全てデータとなり、仮かり初そめの肉体に組み込まれていく。

　再び目を開けば、そこは雪が降り散る白銀の雪原。

　その中心に、黒と白の二人の少女が見えた。

「冬ふゆ姫きっ！」

　氷ひよう槍そうに貫つらぬかれて膝ひざをついている冬姫のもとへ、一直線に駆け出す大河。しかしパチンというスナップ音が聞こえたかと思うと、何もないはずの空間で頭を強打した。

「痛っ……なんだこれは!?」

　手を伸ばしてみると、指先に伝わるのは硬い感触。見えない壁のようなものが張り巡らされており、押しても引いてもびくともしない。

「大たい河が、どうしたのっ？」

「これ以上先に進めない！　どうなってんだ!?」

　不可視の壁は一面に張られているようで、二人は冬ふゆ姫きたちのもとに近づけない。無理やり突破しようと、大河が野太刀に手を伸ばしたそのとき。

「───そんなことをしても無駄だよ。その壁は君たちじゃ絶対に壊せない」

　頭上から声が聞こえた。

　瞬しゆん時じに声が聞こえてきた場所へと切っ先を向ける大河。

　約十メートル離れたところに生えている巨大な氷柱つらら。その上に、頭から足まですっぽり覆い隠す白い外がい套とうを着た電子体が立っていた。

「……誰だれだ、お前？」

「そうだね。君が探している存在、と言えばわかるかな？」

　はぐらかしているとしか思えない言葉に、大河の目がすうっと細くなる。右半身をわずかに後ろに下げ、野太刀の柄つかに手をかける。

「……さっさと答えろ。でなけりゃ今すぐその首、斬きり落とすぞ」

「怖い怖い。なに、こんな短い間に三回も自己紹介するのは面倒でね。つい回りくどい言い方をしてしまったよ。───ボクは一応『天使』と名乗らせてもらっている。君なら知っているだろう？　天てん陵りよう大河」

　相手が自分の名前を知っていることを、大河は自分でも驚くほどすんなりと受け入れていた。おそらく本能的に察していたのだろう。

　───こいつは、天陵大河の敵だと。

「この壁はお前の仕業か？」

「そうだよ。君にこの戦いの邪魔をされては困るからね。少なくとも決着がつくまでは傍観者のままでいてもらうよ」

　睨にらみあう大河と天使をよそに、雪原からは爆発音が響きわたる。

　天高く昇った炎弾が分裂、流星群のように地面に降り注ぐ。すでにＨＰも半分以下になっている冬姫が様々な属性球でそれらを迎撃していく。

「大河。この壁、多分《管理者権限マスターコード》で作られたものだと思う。外からじゃどうしようもないよ」

「……そうか」

　壁を調べていた涙るいが耳打ちしてくる。通信手段も断ってあるらしく、冬姫の端たん末まつを呼び出しても応答がない。

「わかってくれたかな？　君たちにはどうしようもない、ってことさ」

　大河は渋々野太刀から手を放し、口元を歪ゆがめる天使を射抜くような目で睨みつける。これだけは聞いておかなければならなかった。

「一つ聞かせろ。お前、紫し緒おに何をした？」

「何、とは？」

「とぼけるな。紫緒の動きは普通じゃない。お前があいつの電子体を改造したのは想像がつく……俺おれが聞きたいのは心のほうだ。どうして紫緒は冬ふゆ姫きと戦う？　あいつはもっと違う選択肢を見つけたはずだ」

「そうだね。君の何の価値も重みもない無責任な言葉で、彼女は自らの思いを変えた。いや、隠したと言うべきだろうね。だから───少しばかり背中を押してあげたのさ」

「……背中を押した？」

「そんなに大層なことはしていないよ。ただ優しさだとか思いやりだとか、そういう邪魔な感情を消してあげただけさ」

「な……ッ!?」

　感情を消した───あっさりとそう言い放った天使に、大たい河がと涙るいは言葉を失う。そしてすぐに怒りが湧わき上がってきた。

「お前、自分が何をしたのかわかってるのか!?」

「彼女の本心を引き出してあげただけさ。鴉からす羽ば紫緒の中には確かに天てん陵りよう冬姫への恨みや、彼女を超えて誰だれかに認められたいという思いがあった。ボクはその手伝いをしてあげただけだよ」

「違う！　確かにそれも本心かもしれない。でもそれだけじゃなかった！　友達だった冬姫を思う気持ちもあったはずだ！　それも全部ひっくるめて鴉羽紫緒なんだよ！　てめえがやったのは、ただの洗脳だ！」

「見解の相違だね」

　見下ろす天使と、見上げる大河。

　互いに自分の考えを曲げないことは、目を見ればすぐにわかった。

「もとより君と論陣を張るつもりはないよ。どのみち、あの二人の決着がつくまでは見ていることしかできない───違うかい？」

　気に喰くわないが、天使の言う通りだった。

　どんな形にせよ、あの二人は再び向き合うことを選んだ。ならばあとは天陵冬姫と鴉羽紫緒の問題だ。大河が出る幕ではない。

「……大河」

「……わかってる。紫緒のことは冬姫に任せよう。あいつだって、その覚悟で紫緒の前に立っているはずだ」

　ゆっくり自分に言い聞かせる。何もできない歯がゆさを心の奥底に抑えて、もう一度天使を睨にらみつける。

「まだ何か言いたいことでもあるのかい？」

「ああ……これだけは言っておく。もう一度あの二人の邪魔をしてみろ───そのときは手足と頭、全部まとめて斬きり落とす」

　天使が感じたのは、全身を押し潰つぶすかのような威圧感プレツシヤー。

　まともな感性を持つ人間なら自ら意識を手放すような殺気の塊を叩たたきつけられ、天使は無意識のうちに一歩後退する。

　大たい河がは視線を戻し、今もなお戦い続ける二人の少女を視界に収める。

「……頑張れよ、冬ふゆ姫き」

　届かない言葉を呟つぶやき、空色の瞳は戦場を見守る。




「───《スチームフレア》！」

　隕いん石せきのように降り注ぐ炎弾の数々を、冬姫は水蒸気爆発で一つ残らず吹き飛ばす。

　そしてすぐさま頭の中で別のイメージを呼び起こし、時間差で放たれた氷槍矢パルチザンを迎撃すべく、舞うような動作で三つの球を薙なぎ払はらう。

　手の形をした土塊つちくれが地面から出現し、回転加速する氷槍矢を正面から受け止める。

　貫通性能の高い矢は土塊を突き通すものの、冬姫に当たる直前で勢いを失い停止。土塊もろとも溶けるように消えていく。

「はぁ……はぁ……」

　連続で属性球を使い、冬姫は荒い呼吸を繰り返す。

　生成した属性球の数はすでに五十を超えている。並の人間をはるかに超えた膨大な演算能力を誇る冬姫だが、さすがに限界が見え始めていた。

「はっ、ぁ……ぐ……っ」

　だが対する紫し緒おは、さらに追い詰められていた。

　全身を襲う《レプリコン》の壮絶な痛みに耐えながらの激しい戦闘。さらに《メテオレイン》や《パルチザン》といった大技の使用───紫緒はとっくに限界だった。

　すでに幾度となく属性球をくらっており、今は桁けた外はずれな耐久力だけを頼りに戦っているようなもの。勝負の流れは冬姫に傾きつつあった。

「もうやめにしましょう、しーちゃん……このまま続けても……」

「まだ、だよ……っ。まだ、勝負はついてない……っ」

　どちらが先に力尽きるかは、火を見るより明らか。彼女自身もわかっているはずだ。

　それでも、紫緒は弓を構える。

（私……なんでこんなに必死なんだっけ？）

　攻防を続けながら、紫緒は己の心に問いかける。

　すでに心を占めていた憎悪の炎は消えかけている。あのとき感じた身体からだが燃えるような激情は何だったのかと思えるほどに、彼女の心は落ち着きを取り戻していた。

　それでも、彼女は戦うことをやめない。

（ああ、そうか。私は───）

　きっかけなんて何でもよかった。理由なんてどうでもよかった。

　ただ行き場のない感情を押しつける相手が、一緒にいてくれる人が欲しかった。

　ただ───誰だれかに褒ほめてもらえれば、それでよかったんだ。

「───クライオフレアッッ!!」

「四球連鎖スクエアスペル───《レーヴァテイン》ッッ!!」

　冷気と炎を纏まとった弓矢と巨大な炎剣が激しくぶつかり合い、あたり一帯に熱と冷気が渦巻いて大地を抉えぐっていく。

　一瞬の拮きつ抗こう。しかしほんのわずかな差で、炎剣が氷炎矢を打ち破る。

　燃え盛る赤き炎が紫し緒おを呑みこんで暴れ狂う。その瞬間に《レプリコン》の痛みが全身を締めつけ、紫緒は地面に倒れこむ。

（勝てない……か……）

　点滅する視界に映るのは、炎と氷のなかで優雅に佇たたずむ冬ふゆ姫きの姿。

（カッコいいな……）

　ずっと憧あこがれてきた。ずっと妬ねたんできた。

　自分にはたどりつけない領域に容易たやすく足を踏み入れる彼女が羨うらやましくて、そんな彼女が友達であることが誇らしくて───自分もそこに行きたいと、夢見てしまった。

　ただ一人、傍そばにいてくれた友達とずっと一緒にいたくて、認めてもらいたくて、結局挫ざ折せつして自分から一人になった。

　痛みをおして立ち上がる。そしてもう一度唱える。

「……《レプリコン》点火イニシエイト」

　禁断の呪じゆ文もんを。

　次の瞬間、紫緒を襲ったのは一回目とは比較にならないほどの激痛だった。

　視界は色を失い、感覚という感覚が狂っていく。鼓膜が破けるかと思うほどの絶叫を響かせているが、それすらも聴覚は認識できない。

　全身の細胞が軋きしむ。意識を手放すことさえ許さず、痛みは彼女の身体からだを這はいずり回まわる。

　それでも、紫緒は弓を構える。

「どうして、ですか……しーちゃんはどうしてそこまで……？」

　雑音ノイズだらけでほとんど何も聞こえない中、紫緒は不思議とはっきり聞こえてきた声を頼りに狙ねらいを定める。すでに目もほとんど見えない。

　一瞬でも気を抜けば崩れ落ちるほどの激痛に耐え、震える手で矢をゆっくりと引く。

　冷気を秘めた青白い炎が急速に収束していき、弓にひびが入っていく。

「どうして、か……私はずっと姫ひめちゃんに憧れ続けてた。どんどん先に行く姫ちゃんの背中を追いかけ続けた……でも、私には才能がなかった」

　だから拒絶した。いずれ彼女は自分を下に見るようになる───そう思ってしまうと、もう止められなかった。たった一人の友達に認められなかったら、自分は本当に無価値な存在になってしまう。

　───それだけで臆おく病びようになってしまう、弱い自分を認められなかった。

「私は変わるって決めたんだ。弱い自分から、ただ端から腐り落ちていくだけの人生から抜けだそうって決めたんだ！　勝ち負けなんてどうでもいい。姫ひめちゃんと、自分の過去と決着をつける。そうしないと、私はここから一歩も進めないっ!!」

　だから、鴉からす羽ば紫し緒おは戦う。

　どんなにつらくても痛くても苦しくても関係ない。

　過去の自分と決別するために、もう一度自分の人生を始めるために───鴉羽紫緒は己の全てを賭かけて、天てん陵りよう冬ふゆ姫きと戦う。

「……しーちゃん」

　紫緒の叫びに、冬姫はようやく本当の「鴉羽紫緒」を見た気がした。

　彼女と自分は何も変わらない。紫緒のことを、つらい過去を全て忘れたふりをして、前に進んだつもりになっていた天陵冬姫は、七年前からもがき苦しんでいた鴉羽紫緒と何一つ変わらない。

（……妹は、まだ覚悟が足りなかったみたいですね）

　冬姫は端たん末まつを起動させ、一つのプログラムを取り出す。絶え間なく色が変化する七色の結晶体───彼女が創つくり出した、現実と虚構の壁を壊すプログラム《シンクロ・インフィニティ》を。

　紫緒は全てを賭けて挑んできた。

　彼女に報いるために、自分自身を変えるために、天陵冬姫も全てを賭けて応える。

「前に進むために───過去を、ここで終わらせましょう」

　七色の結晶体が砕け散る。

　電子体と実体のほんのわずかな差異。四大企業「鴉羽」においても桁けた外はずれと言われた演算能力、その最後の枷かせが外れる。

「……舞いあがれ」

　冬姫が扇子を天にかざすと、雪風の舞う空に十倍以上の巨大な属性球が出現する。

　その周りを赤、蒼あお、黄、緑と数えきれないほどの属性球が取り囲み、衛星のように円軌道を描き出す。

　限界を超えた並行処理に思し考こう回路が悲鳴をあげる。それでも冬姫は属性球の数を増やし続け───やがて完成したのは、数多あまたの星で彩られた宙の天球図。

　交わす言葉はない。互いに次の一撃を放つ余力など残っていないだろう。

　持てる力の全てをこの一撃に籠こめ───二人同時に解き放つ！

「極限連鎖アンリミツトスペル───」

「────クライオフレアアアアアアアァァァァッッッ!!」




「───《ステラワイパー》ッッッ!!」




　絶対零度の凍気と劫ごう炎えんを纏まとった巨大な矢と、極大エネルギーを蓄えた星ごとき光球が正面から激突し───一瞬にして矢が押し潰つぶされる。

（……ようやく───）

　紫し緒おの視界が真っ白な閃せん光こうに覆われていく。

（ようやく、前に進めるんだ……）

　輝く巨星が紫緒を呑みこんで着弾、轟ごう音おんを響かせて爆発し、凄すさまじい衝撃波が大地をねこそぎ破壊していった。




　地響きが収まり、静けさの戻った寒空からは再び雪が降り始める。

「はぁ……っ！　はぁ……っ！」

　雪原の残ざん滓しなどどこにも残っていない無残な荒野を、冬ふゆ姫きは覚おぼ束つかない足取りで進む。ずきんずきんと尋常じゃない痛みが頭の中で暴れ狂い、歩くことすらままならない。

　星の爆撃ステラワイパーでめくれ上がった岩盤を手すりにして、一歩一歩、倒れている紫緒のもとへと歩いていく。

「まだ……倒れるわけには、いかないんですよ……っ」

　自分の身体からだに命じるように、冬姫は言葉を吐き出す。

　そして───たどりつく。

「しー、ちゃん……」

「……完敗だよ。姫ひめちゃん」

　地面に仰あお向むけになって倒れている紫緒は、憑つき物ものが落ちたような、すっきりとした表情で空を見上げていた。攻性プログラム《クライオフレア》は粉々に砕けており、光の粒子となって消えていく。

「これで全部お終しまい……私たち、何がいけなかったんだろうね？」

「……もともと歪いびつな関係だったんですよ。妹もしーちゃんも孤独だったから、互いに自分を重ね合わせていたんです。だから裏切られたとき、全てを否定されたように感じてしまう。あのときでなくとも、いつか破は綻たんしていました」

　家族を失った冬姫と、家族に認められなかった紫緒。互いに代わりを求めていたにすぎない。自分にとって都合のいい存在を幻想して、勝手に押しつけていただけ。

「そっか……私たちは、こうなる運命だったんだね……」

「───それは違いますよ」

　悟ったような紫緒の言葉を、冬姫は真っ向から否定する。

「そんな運命なんて認めません。確かに、たった今終わらせました。けど、このままさよならするつもりはありません」

　冬姫は端たん末まつから紫色の結晶体を顕現させ、紫緒に差し出す。

「それ……何……？」

「七年も待たせてしまいましたが、やっと渡せますね。───《起ラ動ン》」

　命令コマンドに応じ、宙に浮かんだ結晶体が眩まばゆい輝きを放つ。

　あまりの眩まぶしさに目を閉じた紫緒。
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　暗闇の中で彼女の鼻孔をくすぐったのは、いつも部屋に漂ただよっている慣れ親しんだ匂い。

　雨のように湿った匂いと、心が安らぐほのかな花の香り。

「あ───」

　彼女の目に飛びこんできたのは、一面に広がる鮮やかな紫陽花あじさい。

　荒れ果てた大地に咲く紫の花ははたして何輪あるのか。百や二百では足りないほどの紫陽花が雪の大地を覆い尽くし、豊かな花園を作り出していた。

　それは七年前に見るはずだった光景。幼い冬ふゆ姫きが壊れていく友達のために作り、過去に置いてきた忘れもの。

　二人の少女をつなぐはずだった《紫陽花の庭園ハイドランジア・ガーデン》。

「……ずっと、しーちゃんに謝りたかったです」

　冬姫はしゃがみこんで紫し緒おと目線を合わせる。空色の瞳はなみだで滲にじみ、ぽたぽたと透明な雫しずくが紫陽花を打つ。

「妹はしーちゃんの抱えている苦しみに気づいてあげられませんでした。しーちゃんを傷つけて、自分を守るために逃げ出した……あのとき妹がちゃんと向き合っていれば、しーちゃんはこんなに長く苦しまずに済んだはずです……本当に、すみませんでした」

「姫ひめちゃんは私を励まそうとしてくれたんでしょ……私が勝手に嫉しつ妬として、自分で台無しにしただけ。姫ちゃんは何も悪くない」

　最初はほんのわずかな綻ほころびだった。

　しかしそれは様々な要因が重なり合って次第に大きくなり、気づいたときにはもう手遅れになっていた。一度切り離さなければ、どうにもならないくらいに。

「本当に謝るべきなのは私のほう。素直になれなくて、こんな形でしか自分の想おもいを終わらせられなかった……やっぱり、私たちの関係は間違って───」

「───だったら、また始めましょう」

「……え？」

　だけど、それは「終わり」ではない。

「一回間違えたくらいで何だって言うんですか。もう一度、最初からやり直しましょう。今度こそ互いに支えあう、本当の友達になれるように。だから───しーちゃん、妹と友達になってください」

　この七年間、ずっとずっと寂しかった。

　どうせ自分は一人だと諦あきらめて、殻に閉じこもって生きてきた。

　だから───差し伸べられたその手が、鴉からす羽ば紫緒を見てくれるその目が、なみだが出るほど嬉うれしかった。

「……私で、いいの？」

「しーちゃんじゃないと嫌です」

　ゆっくりと、二人の手が重なる。

　もう二度と離れませんように───冬姫は心の中で祈りながら、紫緒を抱きしめる。

　ずっと忘れていたひと肌の温かさに、自分を必要としてくれる人の存在に、紫し緒おの瞳から大粒のなみだが溢あふれだす。

「う……うぁ……うあああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁ……っ！」

　七年間抱え続けたものが、ようやく解けた。




「───友情ごっこを邪魔して悪いけど、そろそろボクの目的を果たさせてもらおうか」




　そのとき、声が響いた。

「誰だれ──あうっ!?」

　気づいたときにはすでに遅く、文字通り目の前に出現した白い影に蹴けり飛ばされ、冬ふゆ姫きは地面を転がる。

「姫ひめちゃんっ！」

「まったく……あんまりくだらないものを見せないでくれるかな？　気分が悪くなったじゃないか。友情とか思いやりとか、ボクはそういうのが一番嫌いなんだよね」

　どこまでも自分勝手な台詞せりふを吐き、天使は動けない紫緒の頭に手を触れる。

「あ、あなた誰なのっ!?　なんで姫ちゃんを───!?」

「記憶はちゃんと消えているようだね……安心するといい。天てん陵りよう冬姫に用はないよ。彼女の役目はコイツを育てることだけさ───『起きろ』」

　その言葉を聞いた瞬間、紫緒の身体からだがビクンと震えた。瞳は光を失い、力の抜けた四肢が地面に投げ出される。

「しーちゃん！　しーちゃんっ！」

「これで準備完了……始める前に、用済みの道具には消えてもらおうか」

　冬姫が必死に呼びかけるも、紫緒はぴくりとも動かない。

　そんな紫緒をどうでもよさように見下ろし、天使は冬姫に近づいていく。

《シンクロ・インフィニティ》の反動で動けない冬姫は睨にらみつけることしかできず、天使の右腕が冬姫の頭へと伸び───その腕が、鋼の一いつ閃せんで斬きり落とされる。

「……おや？」

「言ったよな……邪魔をしたら手足まとめて斬り落とすって!!」

　天使が呆ほうけたように右腕を眺める中、一瞬で二人の間に割って入った大たい河がは全身を回転させ、天使の首めがけて野太刀を叩たたきつける。

　確実に首を落としていたであろう一撃。だが野太刀の斬ざん撃げきは何も捉とらえることなく、空を斬る。瞬しゆん時じに気配を察知して振り返れば、冬姫の背後に出現する天使の姿。

「やらせないよッ！」

　再度冬姫を狙ねらう天使に、遅れて到着した涙るいが剣矢を投げつける。

　完全に死角からの攻撃───しかし天使の姿は再びかき消え、剣矢は紫陽花あじさいの咲く岩盤に当たって弾はじけ飛とぶ。

「くそ、また消えやがった！」

「《瞬間転移クイツクムーヴ》だね。これも管理者権限マスターコードだよっ」

「兄、るっちゃん……どうしてここに？」

　突然の展開に混乱する冬ふゆ姫き。二人は今、学園にいるはずだ。それにどうやってこの場所を知ったのだろうか。だが、二人に答えている余裕はない。

「話はあとだ。それより、先にアイツを───」

「ボクを、どうするのかな？」

　声に視線を合わせれば、天使は氷柱つららの上にいた。片腕を失いながらも余裕の笑みを浮かべている。

「しかし本当に速いね、天てん陵りよう大たい河が。まさかあの距離をわずか数秒で詰めてくるとは思わなかった。準備しておいてよかったよ」

　本当に驚いたような口調の天使。無事な左手が切断面に触れた瞬間、斬きり落とされたはずの腕は元通りになっていた。

「……瞬間移動に再生能力か。随ずい分ぶんとふざけた能力を持ってるな」

「他ならぬ君を相手にしているんだ。それ相応の対策はとるさ。現にこうして一瞬の気の緩みで片腕を失った。君の速さは十分知っていたはずなのにね」

　まただ。大河のことを以前から知っているような、意味深な口ぶり。

「……目的はなんだ？」

　殺気を乗せて言葉を叩たたきつけるも、天使はおどけた態度を崩さない。

「なに、ちょっとした実験だよ。いくつか条件があってね。君たちが最適と判断したのさ」

「その実験とやらに俺おれたちが乗るとでも？」

「冬姫と紫し緒おちゃんには近づけさせないよっ」

　それぞれの得物を構える大河と涙るい。一歩でも動けばすぐさま攻撃してくるであろう二人を前にしても、天使は余裕の笑みを崩さない。

　当然のことだ。

「───残念、もう手遅れだよ」

　やるべきことは、全て終わっているのだから。

　パチンと指を鳴らす。冷たい空気を伝わって拡散していく音はやがて倒れている紫緒の鼓膜を震わせ、その内部で時を待っていたそれを起動させる。

「しーちゃんッ!?」

　尋常でない叫びに二人が振り返ると、紫緒の身体からだから黒い液体のようなものが染み出ていた。乾留液タールのように濁ったどろどろの液体に触れた瞬間、咲き誇る紫陽花あじさいは次々に枯れていく。

「な、なにあれ!?」

　紫緒から出尽くした黒い液体はぼこぼこと泡立ち、やがて固定化されて一つの形へと収束していく。

　二メートル超の体たい躯くに纏まとうのは、闇を映したような深い漆黒の鎧よろい。両の腕には敵を引き千切ることだけに特化した二振りの大きすぎる鉈なた。

　身の毛のよだつような黒い瘴しよう気きを全身から発して、黒騎士が三人の前に立つ。

「それでは実験開始だ───喰くらい尽くせ《ザイゴート》。目の前にいるのは君の餌えさだ！」

　天使の声に応じて、漆黒の鎧が鳴動する。

「───ッ。涙るい、紫し緒おを頼んだ！」

「おっけいっ！」

　黒騎士とほぼ同時に、大たい河がと涙も飛び出す。

　大河は闇を引きずるように黒い残光を発する黒騎士の先を行き、冬ふゆ姫きのもとに一歩で到達して抱えあげる。

「兄っ、後ろ！」

「わかってる！」

　背後に迫る黒騎士の気配に、大河は冬姫を抱えたまま思いっきり横に跳ぶ。

　ぎりぎりのタイミングだった。瞬然まで冬姫が倒れていた場所に大おお鉈なたが叩たたきつけられ、岩盤が引き千切られたように割れる。

（片腕でこれかよ……っ）

　斬きったというには粗すぎる断面を見て、大河は顔を引きつらせる。

　もともと鉈は枝や雑草を斬るためのものだ。普通の鉈とはサイズが違うとはいえ、地面を叩たたき割わるなんて芸当は聞いたこともない。

　黒騎士の動きは止まらない。大柄な身体からだに見合わない俊敏な動きで身体を回転させ、もう片方の鉈で大河の胴を薙なぎ払はらおうとする。

「ちぃっ！」

　野太刀で防御する大河だが、冬姫を抱えているため片手しか使えない。刃を滑らせるようにして何とか受け流すも、あまりの怪力に十メートル近く後退する。

　黒騎士はその隙すきを見逃さずに追撃をかけようとするが、そこに十数本の剣矢が突き刺さり、閃せん光こうと共に炸さく裂れつしていく。

「こっちだよ！」

　涙が呼んでいたのは岩盤でちょうど死角になっている場所。黒騎士が怯ひるんでいる隙に入りこむと、荒い息を吐く紫緒が横たわっていた。

「しーちゃんは!?」

「かろうじて意識はあるけど、動けないみたい。本当ならすぐにログアウトさせるべきなんだけど……封じられちゃってる」

　涙が端たん末まつからログアウトプロセスを起動させると、ウィンドウがエラーを吐き出して消失する。逃がすつもりはない、ということらしい。

「くそっ、どうしてもあの黒いやつと戦わせたいらしいな。冬姫はここで紫緒と一緒に隠れてろ。俺おれと涙でアイツを叩くぞ」

「待ってください、妹も───」

「冬ふゆ姫き、まだ動けないでしょ？　それに紫し緒おちゃんを看みてあげる人が必要だよ」

「心配すんな。負けねえから」

　ぽんぽんと軽く頭をたたき、大たい河がと涙るいは岩陰から跳び出す。

　剣矢十数発の直撃をくらったというのに、黒騎士にはほとんど負傷している様子はない。二人は正面から《ザイゴート》に突撃していく。

「さっさと決めるぞ！　涙は陽動、俺おれが装甲を剥はがしたら一気にたたみかけろ！」

「りょーかいっ！」

　不気味な咆ほう哮こうをあげる黒騎士に、涙が創造石を投げつける。合計八つの石いし飛礫つぶては飛来しながら剣矢に変異し、半分は漆黒の装甲に、半分は足元に着弾、敵の態勢を崩しながら足場を崩す。

　その隙すきに距離を詰める大河。ぎりぎりまで身体からだを沈ませて黒騎士の懐に潜り込むと、身体を跳ね上げながら野太刀で斬きり上げる！

「連れん城じよう流刀術七式───《戦せん嵐らん》！」

　攻性プログラム《天剣》によって暴風を纏まとった一撃は闇色の装甲を紙きれのごとく引き裂き、右腕を斬り落とす。切断面から黒い瘴しよう気きが漏れ出し、装甲の一部が砕け散った。

　そこに創造石を足場にして跳び上がった涙が、六つの創造石をまとめて投げつける。

「連結創造ユニゾンクリエイト───《ブリューナク》！」

　つながって光の円を描く創造石の輪から無数の光弾が射出され、装甲が崩れた箇所を正確に撃ち抜いていく。黒騎士はすでに半壊状態だが、攻撃はまだ終わらない。

「追つい閃せん・四式《雷らい迅じん》!!」

　七式《戦嵐》で斬りあげた勢いのまま、大河は全身を捻ひねる。

　紫電を纏う振り下ろし、さらにそこから角度を変えて横よこ薙なぎの一いつ閃せん。《戦嵐》で装甲を崩されて無防備になった相手に止とどめを刺す、四式《雷らい十じゆう字じ》の変異刀術が炸さく裂れつし、黒騎士の身体を斬り裂いた。

　全身を撃ち抜かれた上に、雷速の二連撃を叩たたきこまれた《ザイゴート》は四つの塊に切断され、地に転がる。

「手間をかけた割には随ずい分ぶんと脆もろい人形だな、天使」

　大河は黒騎士が動かないことを確認して野太刀を鞘さやに収め、高みの見物を決めこんでいた天使を睨にらみつける。しかし手て駒ごまが破壊されたというのに天使は動かず、それどころかパチパチと拍手し始めた。

「……何の真ま似ねだ」

「拍手ぐらい素直に受け取ってくれてもいいだろう？　君が強いことは知っていたけれど、まさか西さい園おん寺じ涙がここまでやるとは思わなかったんだ。やはり君たちを選んで正解だったよ」

「あの騎士はもう破壊しちゃったよ？　どうやってその実験を続けるつもり？」

「破壊、か。───四つに解体した程度で勝ったつもりでいるのなら、少しばかり考えが甘いんじゃないのかい？」

「なに？」

　天使がそう言った、まさにその瞬間だった。

「───ああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁッッ!!?」

　絶叫が響き渡る。

　振り返った二人の目に入ってきたのは、地面をのたうち回って苦しむ紫し緒おの姿。そして彼女の右腕が、指先から少しずつ黒い何かに浸しん蝕しよくされていく光景だった。

「しーちゃん、しーちゃん!!　しっかりしてください！」

　冬ふゆ姫きが必死に呼びかける。しかし紫緒は身体からだが腐り落ちていくような激痛に言葉を発することもできない。

　瞬く間に肘ひじから上を喰くらい尽くした瘴しよう気きは腕ごと彼女の身体を離れ、黒騎士の残ざん骸がいへと吸い込まれていく。瘴気で傷口を覆うように連結していく鎧よろいは再び騎士の形をとり、数秒の間に元通り、いや、一層禍まが々まがしくなった姿で立ち上がる。

「てめえ、いったい何をしやがった!?」

「そんなに難しいことはしていないさ。鴉からす羽ば紫緒の電子体を分解、再構築して《ザイゴート》の破損部分を修復、君たちの攻撃に対応できる装甲へと強化しただけだよ。まあ、腕をもぎとられた彼女の痛みは推おして知るべし、ってところかな？」

「どこまで紫緒を利用するつもりだッ！」

「あいにくだけど、彼女の心が壊れて廃人になろうと、どうでもいいんだ。ボクは自分の目的が達成できればそれでいい」

「なにそれ……ひどすぎる……」

　人を道具扱いする天使に怒りが沸点を超え、大たい河がは野太刀を抜いて飛び出す。が、その前に黒騎士が立ちはだかった。

「邪魔を───」

「へえ、いいのかい？　ソレが壊れたら、また鴉羽紫緒の電子体を使って再生することになるよ？　次は身体のどこがなくなるのかなぁ？」

「ぐっ……！」

　絶叫をあげて苦しむ紫緒が脳裏に浮かび、首を刈ろうとしていた野太刀をすんでのところで押おし止とどめる大河。その瞬間を狙ねらったように黒騎士が鉈なたを打ち下ろし、派手に吹っ飛ばされる。

「大河っ！」

　涙るいが叫びながら駆け寄ってくる。受け身をとっていた大河は瞬しゆん時じに立ち上がるが、ＨＰは残り三割近くまで削られていた。

「大丈夫？」

「ああ───来るぞ！」

　真まっ直すぐこちらに突っ込んでくる鎧よろいの塊に、二人はすぐさま武器を構え直す。

「でもどうするの!?　攻撃したら紫し緒おちゃんが……っ」

「とにかく躱かわし続けろ！　絶対に反撃するなよっ！」

「あはははははっっ!!　わかってると思うけど、電子体を全て失えば鴉からす羽ば紫緒の心は間違いなく壊れるよ！　さあ、限界まで踊ってくれ！」

　轟ごう音おんをあげて薙なぎ払はらわれる鉈なたから逃れ、大たい河がと涙るいは紫陽花あじさいの庭を縦横無尽に駆け回る。

　いずれ捉とらえられることがわかっていても、それ以外の選択肢はない。

　二人は絶望的な戦いへと飛びこんでいくしかなかった。




「兄、るっちゃん……っ」

　ひたすら鉈を躱し続ける二人を見ていることしかできず、冬ふゆ姫きは唇を強く噛かむ。その近くで横たわっている紫緒の身体からだからは、すでに右腕と右足がなくなっている。

「っ───また……っ」

　再び紫緒の身体を瘴しよう気きが這はいまわる。今度は左足首から先が呑み込まれ、《ザイゴート》と同化、鎧がさらに凶悪な形に変わり、黒騎士の速度も増す。

　黒騎士は自動で強化されるように設定されているらしく、すでに数段回強化されてしまった。二人が攻撃しなくとも、いずれ紫緒は電子体を喰くい尽くされ───壊れる。

　度重なる「搾取」により紫緒の声は嗄かれ果て、激痛に襲われてもひゅーひゅーと乾いた音をたてるだけ。

「なんとか、なんとかしないと……っ」

　状況は最悪だ。

　逃げることも、時間を稼ぐこともできない。あの「搾取」をどうにかしないと───。

（……待ってください。そもそも、どうやってしーちゃんの電子体を吸収して……？）

　一回りして冷静になった思し考こうが、ふと疑問を浮かび上がらせる。

　電子体の構成データを使って他のプログラムを修復するというのは十分可能だ。

　だけど、紫緒の電子体に遠隔干渉した上、触れることなくプログラムを移動させるなんて芸当、自律起動型のプログラムにできる領域を超えている。

（しーちゃんとアイツをつなぐ回路がある……？　でも、そんなものはどこにも……）

　回路があるとしたら、データ上の存在が形を得る電脳世界エリユシオンでは目視できるはずだ。けど、どんなに目を凝らしても黒騎士との間に回路は確認できない。

　ならば、考えられる可能性は一つしかない。

（回路そんなものがなくても直接つながっているから……っ！）

　冬姫はすぐさま紫緒の端たん末まつにハッキングし、彼女の電子体の構成データをウィンドウに映し出す。彼女の考えが正しければ、この中にあるはずだ。

「……あった！」

　冬姫が見つけたのは電子体にあるはずもない、小さな小さなウィルスプログラム。

「接合子ザイゴートとはよく言ったものですね……っ」

　つまり、こいつは一種の群体プログラムなのだ。

　電子体に組み込むことでその構成データと融合、新たなウィルス因子を生み出す。紫し緒おの身体からだに組み込まれたウィルス因子は少しずつ増殖していき、天使の命令に従って宿主から抜け出したのだ。その一部を紫緒の電子体に残したまま。

　本体がダメージを負うと残された因子が活性化、電子体データをウィルスプログラムへと書き換え、欠損箇所を新たな接合子で修復させているのだ。

　メカニズムさえわかれば、対応策はおのずと浮かぶ。

「しーちゃんの身体にある接合子を全て排除すれば……！」

　そうすればもう再生はできないし、紫緒の電子体がこれ以上消されることもない。冬ふゆ姫きはすぐさま紫緒の電子体にハッキング、異物を排除しようとして───凍りつく。

〈サーチ結果───該当件数、四百三十三〉

「…………………よん、ひゃく……？」

　いくらなんでも多すぎる。いや、問題はそこではない。

〈該当件数、四百五十七、四百七十一、四百八十四…………〉

　わずか一秒の間に、接合子の数はどんどん増えていく。

　これじゃ一つ一つ消していっても意味はない。一度に全ての接合子を消去デリートしなければ元に戻るだけだ。だけど電子体へのハッキングはただでさえ難易度が高い芸当。それと約五百の並列処理を同時に行うなんて、人間にできる領域を超えている。

「う……うぅ……こんな、こんなのって……っ」

　なみだが頬ほおを伝う。

　助ける方法がわかっているのに見ていることしかできない自分の無力さが情けなくて、たった今友達になれたばかりの彼女を救えないことが、悔しくて仕方ない。

　ぽたりぽたりと零こぼれ落おちる雫しずく。その一滴が紫緒に当たり、まぶたが薄く開かれる。

「姫、ちゃん……？　どう、して……泣いて……るの……？」

「───しーちゃん!?」

「また、寂しくて……泣いてたの……？　昨日、初めて会ったときも、泣いてたね……」

　ゆっくりと言葉を紡ぐ紫緒だが意識は虚うつろ、瞳の焦点も合っていない。記憶が混乱しているらしく、出で来き事ごとの時系列が滅め茶ちや苦く茶ちやになっている。

「大丈夫。姫ひめちゃんは、凄すごいんだから……きっと、大丈夫だから……泣かないで……」

　震える手で冬姫のなみだを拭ぬぐい、紫緒は再び目を閉じる。

　凄すさまじい激痛のはずだ。一瞬でも意識が戻ったのは奇跡としか言いようがない。

「……また、慰められてしまいましたね」

　初めて会ったときもそうだった。

　孤独に耐えきれず壊れかけていた自分を救ってくれた。初めての友達になってくれた。

　今度は自分の番───そう決めて、ここに来たはずではなかったのか。

「無む茶ちや無謀だろうと知ったことじゃありません」

　こんなにも弱くてちっぽけな自分を凄すごいと、天才だと言ってくれた。

　なら、どんなに困難だろうと関係ない。いつものように不敵に、自分にできないことはないと言い聞かせて胸を張れ。

　考えろ。思そ考れは自分に許された、たった一つの武器だ。

　今までに吸収した全ての知識を、培つちかってきた経験を、この眼が捉とらえるありとあらゆる情報を頭の中に叩たたきこみ、合理的かつ最適な解法を導き出す。

　電子体へのハッキングと並列してのウィルス除去が不可能ならば、工程そのものを切り離せばいい。

　一人では成し遂げられない条件。でも、今の彼女は一人ではない。冬ふゆ姫きはウィンドウを開き、画面の中の二人に懇願する。

「……兄、るっちゃん。お願いです。力を貸してください。しーちゃんを、妹の友達を、助けてください」




　鉈なたの強烈な一撃を受け、大たい河がと涙るいはまとめて吹き飛ばされる。

　五段階以上強化された黒騎士の身体能力スペツクはすでに大河を超えており、腕がへし折れるような剛撃に、二人は地面を転がりながらも何とか立ち上がる。

「あははははっ！　さっきからずっと防戦一方だね。もう少し抵抗してくれないと実験にならないじゃないか！」

　天使の哄こう笑しように耳を貸す余裕もない。一撃で精神力を根こそぎ奪っていく暴虐の嵐を、ぎりぎりのところで耐え続けているのだ。二人とも限界が近かった。

「さすがに、きついな……っ」

「あっちはどんどん強くなるし……このままじゃ───大河、後ろにっ！」

　頭上で鉈を交こう叉ささせる黒騎士を見て、涙は創造石を六つ放り投げる。

　連結した創造石が光り輝く白銀の盾に変化し、黒騎士から放たれた漆黒の波動を吸収していく。

「くそっ、あんな攻撃まで……いよいよヤバいな」

　勝機の見えない戦いに、二人が諦あきらめかけていたそのときだった。不意に二人の前でウィンドウが展開し、隠れていたはずの冬姫の姿が映し出される。

〈……兄、るっちゃん〉

「冬姫？　どうしたのっ？」

〈お願いです。力を貸してください。しーちゃんを、妹の友達を、助けてください〉

　真まっ直すぐな光を携えた空色の瞳に、大河と涙は顔を見合わせる。

　今さら何を言っているのか。答えなんて、決まっているじゃないか。

「「───当たり前だ」」

　全身に気力を漲みなぎる。どれだけ疲弊していようと関係ない。友達を救おうとする彼女のためならば、この心は何度でも燃え上がる。

「俺おれたちは何をすればいい？」

〈……黒騎士を解体してください。できる限り細かく、一瞬で〉

「任せろ」

　それ以上の言葉は必要なかった。大たい河がはウィンドウを閉じ、瞳を閉じる。

「……細切れにする。涙るいは塵ちりになるまで粉砕してくれ」

「わかったよ。単一連続創造パラレルクリエイト───」

　涙が溜ために入った瞬間、大河は目を見開き、野太刀を鞘さやに収めて全力で跳び出す。

　何も考えず、何も思わない。ただ目の前の敵を斬きることだけに、己を最適化させる。

〈起ラ動ン───同調限界突破シンクロ・インフイニテイ!!〉

　制限時間付きで、全ての枷かせが外れる。

　天てん陵りよう大河にだけ許された、現実と虚構の狭間はざま、最速最強の領域に足を踏み入れる。

「〝音おと越ごえ〟三式───」

　柄つかに手を当てる。両手に構えた鉈なたを滅め茶ちや苦く茶ちやに振り回してくる《ザイゴート》だが、空色の瞳に軌道を見切られ、大河には掠かすりもしない。

　そして胴体が無防備になったわずかな一瞬を狙ねらい、大河は懐に飛びこみ、野太刀を引き抜く！

「───《天あま霧きり》ッッ!!」













　刀身が見えたのは刹せつ那なだけ。

　カチンという涼やかな鍔つば鳴なりの音が響き渡った瞬間、黒騎士の身体からだが数十もの鉄塊に分解されていく。

〝音おと越ごえ〟三式《天あま霧きり》───それは敵を斬きり刻むことだけに特化した刀術。速すぎる抜刀は視認することはおろか、反応さえ許さず一瞬で数十の斬ざん撃げきを刻みこむ。

　バラバラになった黒騎士の身体は以前のように再生することなく、地に転がる。

　すぐさまその場から飛とび退のく大たい河が。そこに二回りほど大きい創造石が投げ込まれた。

　巨大な創造石は回転しながら千切れ、百余もの小さなまきびしへと変わっていく。そして涙るいの合図と同時に、一斉に爆散する！

「───《エクスプロージョン》!!」

　爆風同士が重なり合い、連鎖的に威力を増していく。

　百以上の瞬間同時爆撃に晒さらされ、黒騎士の身体は目に見えないほどの小さな破片となっていった。




「感謝します。兄、るっちゃん」

　自分の無む茶ちやな要求を完かん璧ぺきにこなした二人に礼を言い、冬ふゆ姫きはウィンドウに集中する。

　無数の塵ちりとなった《ザイゴート》。

　身体の大部分を失ったことで再生機能が全開発動、宿主である紫し緒おの体内にある全ての因子が活性化する───冬姫の狙ねらい通りに。

　不足した黒騎士の肉体を作り出すための工程が始まる、その一瞬。

　その一瞬だけは、奥深くに隠れたウィルス因子も電子体の表層に出てくる必要がある。

「───消去デリートプロセス開始っ！」

　再び《シンクロ・インフィニティ》を発動した冬姫は情報の海に飛びこむ。

　これなら電子体へのハッキングは最低限で済む。だが、それでもまだこの作業は不可能の領域を出ていない。

　全ての因子を同時に排除しなければ意味がない。ウィルス因子一つ一つの消去工程を一つのプロセスとして頭に保存、五百以上の工程を頭に叩たたき込こんだ上で、並列的に処理しなければならない。

「は───っ。ぁぐ───っ」

　尋常でないレベルの過剰負荷。脳神経が焼き切れるかというほどの痛みが、冬姫の中で警鐘を鳴らす───もうやめろと。

「これで、百───あと四百……っ」

　彼女を呑み込もうと、次から次へと押し寄せてくる情報の波。その中からたった一本の糸を見つけて回収するという超高難易度の作業を百、二百と重ねていく。

「二百五十……三百……づぅ───三百……ごじゅ───っ」

　思し考こう回路が悲鳴をあげる。

　もう駄目だ、こんなのできっこない。これ以上続ければ脳がもたないと、自分の中の弱さが囁ささやきかけてくる。

───うるさい。邪魔をしないでください。

　廃人になってもいいのか。たかが友達一人にために、この先の全てを捨てるつもりか。

───たかがじゃない。大切な友達です。

　お前の兄やもう一人の友達はどうなる？　お前が壊れれば悲しむぞ。

───そうでしょうね。でも……。




「───ここで逃げ出したら、あの二人と肩を並べることなんて、できないッッ！」




　思し考こうが弾ける。

　演算能力、思考速度が限界を超えて稼働し、あらゆる情報が蒼そう穹きゆうの瞳を通して頭の中に流れこんでくる。常人なら一瞬で頭がパンクするような膨大なデータを、冬ふゆ姫きは力ずくでねじ伏せていく。

　圧倒的な処理能力が凄すさまじい速度でデータの奔流を解析していき、わずかな異物も見逃すことなく、全てを並列的に保存していく。

「五百……三十七……全因子ロックオン……完了」

　紫し緒おの体内に潜むウィルス因子に隔離処理を施した瞬間、信じられないような激痛に意識が飛びかける。無理やり例えるのなら頭の中で巨大な虫が暴れているような、そんな痛み。

「これで───終わりですッ!!」

　震える手で最後のコマンド───削除を起動させ、冬姫の視界は闇に染まっていった。




　変化は劇的だった。

　無数の欠片かけらとなっていた黒騎士。その一片一片が空色の輝きによって、文字通り塵ちり一つ残さず次々と消え去っていく。

　数千数百の光の柱がたちのぼるその光景を見て、天使は驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

「まさか、ボクの《ザイゴート》が───ッ!?」

　すぐさま逃走用のプログラムを起動させるも、思考が敗北を認めない。

　なぜ負けた？

　再生能力、強化能力、そして相手に反撃を許さない状況───負ける要素などどこにもなかったはず。それなのに何な故ぜ───？

「お前の敗因を教えてやろうか？」

　はっ、と声に反応した天使が振り向けば、いつの間に近づいていたのだろうか。一歩で太刀が届くような距離に、天てん陵りよう大たい河がの姿があった。

　蒼穹の瞳に宿る力強い意志に、天使は負け惜しみとばかりに言葉を返す。

「……そんなものがあるのなら、後学のためにぜひとも聞かせてほしいね」

「簡単さ───俺おれたちを敵に回した。お前の敗因は、ただそれだけだ」

　どこまでも不敵な笑みを浮かべて、大たい河がは言い放つ。

　天使は一瞬だけ呆あつ気けにとられたものの、愉快でたまらないとばかりに口角を歪ゆがめる。

「なるほど、肝に銘じておくよ───次はもっと警戒するとしよう」

　最後にそう告げると天使の身体からだが揺らぎ、大気に溶け込むようにして消えていく。

　それが天てん陵りよう冬ふゆ姫きと鴉からす羽ば紫し緒おの再会から始まった、一連の出で来き事ごとの終幕だった。









　　エピローグ　終わりと始まり






「う～……う～……」

　しゃらしゃらと、艶つややかな黒髪が落ち着きなく揺れる。

　うろうろと短い距離を行ったり来たりし続ける妹にため息をつき、大河は本日何度目になるかわからない台詞せりふを口にする。

「……冬姫、少し落ち着け」

　注意されて素直に足を止める、アリエス仕様の改造着物を着た冬姫。しかし数秒もすると再び同じことを繰り返し始めた。大河はもう一度ため息をつく。

「はぁ……待ち合わせの時間までまだあと二十分もあるんだぞ。その間、ずっとそうしてるつもりか？」

「だ、だって一週間ですよ！　妹がどれほど待ちわびていたか、わかるでしょう！」

「そりゃわかるけど───」

「あはは……今の冬姫には言うだけ無駄だよ。ずっと連絡を待ってたんだからさっ」

　涙るいの言葉に「それもそうか」と、ここ数日の冬姫の様子を思い返す。暇さえあれば端たん末まつを覗のぞきこみ、彼女から連絡がきていないかどうか確かめていた姿を。




　───《ザイゴート》撃破から十日がすぎていた。

　天使が消えたことで封鎖も解除されたらしく、四人は何とかログアウトすることができた。───のだが、冬ふゆ姫きと紫し緒おに関しては、安全無事というわけにはいかなかった。

　自宅にとんで帰った大たい河がが見たのは、床の上に倒れていた妹の姿。

　すぐに病院に運んだものの、脳を酷こく使ししすぎた反動で、冬姫は丸三日間をベッドの上で過ごした。幸い障害が残るようなことにはならなかったので、今ではこの通り、元気そのものだ。

　問題はもう一人のほう───紫緒だ。

　正直、大河は彼女をログアウトさせるべきか、かなり迷った。

　なにせ彼女の実体があるのは遠く離れた鴉からす羽ばの敷地内。もし彼女に深刻な事態が起こっていたとしても、それを知る手段はない。

　それでも自分たちにできることは何もない。だからログアウトしたあと、面識があるという巴は夜やに頼み込んで情報を集めてもらった。

　病院に担ぎ込まれたらしいわよ───巴夜はすぐに動いてくれた。

　痛覚が残された状態で電子体が損傷したことによる精神ダメージ。特に《ザイゴート》に奪われた手足の状態はひどかったらしく、ほとんど動かせなかったらしい。

　リハビリを重ねれば元通り動かせるようになるから、大丈夫───巴夜を通して紫緒の伝言を聞き、三人はひとまず安心した。

　そして待つこと六日、つまり昨日になってようやく紫緒から連絡があった。ある程度回復してログインの許可がおりたから、《アリエス》で会おう、と。

　かくして、三人はアリエスの初期地点───黄金色の草原で紫緒を待っていた。

「うぅ……兄っ、あと何分ですか!?」

「五分。真面目まじめな紫緒なら、そろそろ来てもおかしくないけど───お？」

　直後、少し離れた場所に光が差し込む。

　少しずつ消えていく光の柱。その後ろに少女の姿が見えてくる。

　ほのかに煌きらめく銀髪、真っ白な肌に覆われた細すぎる手足、そして変に露出が多い狩人かりうど装束。ゆっくりと目を開けた紫緒は、三人を見つけて顔をほころばせる。

「もしかして、待たせちゃった？」

「こっちが早く来すぎただけだ。気にしなくていい。……ほら冬姫、行ってこい」

　あれだけ待ちわびていたくせに、今になって緊張している妹の背中をぽんと軽く押す。

　冬姫は一瞬だけ不安そうに振り返るが、笑みを浮かべる大河と涙るいを見て、紫緒のもとへと歩みよっていく。

「え、っと……十日ぶりですね、しーちゃん」

「そうだね……お兄さんから聞いたよ。私を助けるために、姫ひめちゃんが倒れるくらい無理した、って。本当にありがとう」

「そんな、あんなことになったのは妹のせいでもありますし……それより、身体からだの調子はどうなんですか？　手足に影響がでたと聞いていますが」

「まだ少し動きが鈍いけど、普通に暮らす分には問題ないって。お医者さんもこのままリハビリを続ければすぐ元通りになるって言ってたから、心配いらないよ」

「そうですか。それはよかったです」

　ほっと安あん堵どのため息をつく冬ふゆ姫き。巴は夜や経由で大丈夫だと聞かされていたはずだが、やはり不安だったらしい。

「うん。鴉からす羽ばからも解放されたし、これでようやく自分の人生を始められるよ」

「……鴉羽から解放された？　どういう───まさか今回のことで家族から何か言われたんですか!?」

「もともと私は要いらない子だったからね。どこかに嫁がせる程度の価値しか残ってなかった。でも、一度けちのついた欠陥品に買い手なんてつかないでしょ？　あとの人生は自由に生きろ、って」

「そんな……しーちゃんのことを何だと思ってるんですか！」

　あまりに勝手な言い分に怒りが湧わいてくる。今まで散々彼女を束縛しておいて、必要なくなった途端に捨てるなんて、まるで使い捨ての道具そのものではないか。

「確かにひどいかもね……でも、私はこれでよかった、って思ってるんだ」

　ずっと家族の顔色を窺うかがって生きてきた。ただ期待に応えようと必死に頑張ってきた。

　そこに、彼女の意思はなかった。

「生まれて初めて自分の意思を通した結果なんだ。また姫ひめちゃんと友達になれたし、私は後悔してないよ」

「……しーちゃん」

　それが嘘うそであることは、すぐにわかった。

　紫し緒おがどれほど家族に認められたかったか、身近で見ていた冬姫はよく知っている。十数年間抱えてきたものが、そう簡単に割り切れるはずがない。

「……これからどうするつもりなんですか？」

「とりあえず色んなことにチャレンジして、自分が楽しいと思えることを見つけようと思ってる。それでね……えっと……とりあえず《アリエス》はこのまま続けようと思ってて、その……」

　その先に続く言葉は簡単に予想できた。

　だから、冬姫はとびっきりの笑みを浮かべて告げる。

「───はい。これからよろしくです。しーちゃん」

　温かくて優しい気持ちを、胸いっぱいに抱きながら。




「これにて一件落着、って感じかなっ？」

「だな。色々とお節介をした甲か斐いがあったってもんだ」

　きゃっきゃっとはしゃぐ少女たちを眺め、大たい河がは何とも言えない達成感に浸る。

　あの二人はもう大丈夫だろう。この先何があっても、二度と切れたりしない───そんな強くて固い絆きずなを作り上げたのだ。

「……あっ！　そういえば、涙るいさんだけ紫し緒おちゃんに自己紹介してない！」

「ん？　あー……そういえばそうだな」

　大河は紫緒と一緒に行動していたが、涙は冬ふゆ姫き担当だったので彼女と話す機会はなかった。それ以後はそんな余裕なかったし。

「むむむ……冬姫の友達なんだから、涙さんの友達でもあるんだよっ。というわけで、ちょっと仲良くなってくるっ！」

「おー、いってらー」

　二人のもとに駆けだす涙を見送り、大河は一人、空を見上げる。

　一件落着───形だけ同意したものの、とてもじゃないがそんな風には思えない。

　そもそも今回の事件はわからないことが多すぎる。その全てが、あの天使という謎なぞの電子体に収束されている。

　次はもっと警戒する───ヤツはそう言った。間違いなくこれで終わりではない。

「……いいぜ。来るなら来い。次こそはぶった斬ぎってやる」

　アイツとはいずれ決着をつけるときがくる。そんな確信めいた予感を胸に、大河はゆっくりと歩き始める。

　再び事態が動き始めるまで、おそらくそう遠くない未来までは、存分に普通の生活を満喫させてもらおうと心に決めて。

　───遥はるかな青空の下、少女たちの笑顔が咲き誇る庭へと、歩き出す。





あとがき




　一巻を読んでくださった方はお久しぶり、二巻から手にとってくださった方は（おそらくいないと思いますが）初めまして、上じよう智ち一かず麻まです。

『仮想領域のエリュシオン』第二巻、いかがだったでしょうか。こうして無事に続巻を出すことができて、僕自身ほっとしています。

　あ、ここから先は多少のネタバレを含みます。

　もしあとがきから読んでいる方がいれば、先に本文を読むことをオススメします。

　今作は天てん陵りよう冬ふゆ姫きと鴉からす羽ば紫し緒お、二人の少女が再び友情を結ぶ話です。

　一応主人公である大たい河がですが、涙るいちゃん共々、今回は脇わき役やくでしかありません。彼らはあくまで二人が一歩踏み出す「きっかけ」を作っただけです（脇役と言えば謎なぞの人気を誇る腹黒生徒会長の巴は夜やですが、今作も出番は少ないです。ごめんなさい）。

　新キャラである鴉羽紫緒について、少しお話を。

　作中では明記していませんが、紫緒は冬姫より一つ年上という設定です。それなのに大河のことを「お兄さん」と呼ぶ彼女は冬姫にとって「年上の妹」と言っていいんじゃないでしょうか。大河は二人目の妹ができたわけです。あ、気付いている読者も多いと思いますが、僕は妹キャラが超好きです。妹最高！

　銀髪、アメジストの瞳と涼しげな風貌。それでいて心の中には熱い激情を抱えている───鴉羽紫緒というキャラクターを考える上でイメージしたのは「矛盾」です。彼女の生い立ちや武器などにも、そのイメージが使われています。

　……スペースが余ったので、一巻と同じようにゲームの話題でも。

　おそらくこの本が発売される頃はダークソウル２あたりでもやってるんじゃないかなーと思います。ＰＳ４も買いましたけど、ほとんどＰＳ３とのマルチだし、あまりタイトルに恵まれてませんよね。ウォッチドックスいつ発売するんだろう？

　ＦＦ14とかディープダウンにも興味ありますが、オンラインタイトルはのめり込んでしまいそうで怖いです（前科あり）。

　謝辞です。

　この本を出すにあたり、一巻に引き続いて大変多くの方にお世話になりました。

　たくさんアドバイスをしてくださった担当編集の武たけ石いし様、可愛かわいく綺き麗れいなイラストを描いてくださったｎａｕｒｉｂｏｎ先生、装丁様、編集長、校正様、その他この作品に関わってくださった全ての方々、そして再び僕の本を手にとってくださった読者の方々に最大限の感謝を。

　再び皆さまにお会いできることを楽しみにしております。

　それでは、またの機会に。

















　著者

　上智一麻（じょうち・かずま）

　　ライトノベルを書いている人です。

　　鎮守府に着任しました。基本ゲームや読書をして過ごしています。最近は忙しくて、机の脇にゲームやら本が積まれていたりいなかったり。ＰＳ４買いました。




　イラスト

　ｎａｕｒｉｂｏｎ（なうりぼん）

　　栃木県在住のイラストレーター。

　　鼻たれ学生だった僕が初めてＭＦ文庫Ｊ様の緑背表紙を手に取ったのが丁度10年程前です。その鼻たれがこうして今挿絵を描かせて頂いてるわけですから人生何があるかわかんないもんですね。
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